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第839集 下月隈C遺跡V 正誤表（本文編）

頁 行 誤 正

3 Tab.1 市報第839週 市報第839集

3 Tab.1 2000.4.1～ 2000.4.11～ 
9 21 4月10日に着手し、 4月11日に着手し、

39 14 であ である。器形の歪みは大きい。

136 35 335～341は弥生土器。 336～341は弥生土器。

138 5 342～348は 335・342～348は
138 11 348は中期中頃の 335・348は中期中頃の

141 Fig.120 遺物番号335がSD444 遺物番号335はSD451

142 Fig, 121 遺物番号374 遺物番号364

200 Fig, 172 遺物番号882 遺物番号822
212 表1（その1) SD318 SE318 
213 表1（その3) SX559 SK559 
250 Fig, 177 板付 E式古階段 板付 I式古段階

251 Fig, 178 板付 I式古階段、新階段 板付 I式古段階、新段階

260 24～25 
比恵遺跡第2次調査、蒲田水ケ元遺 比恵遺跡第2次調査註1、蒲田水ケ
跡第E地点、 元遺跡第E地点註2、

260 
片岡宏一氏によって注目され集成さ 片岡宏一氏によって注目され集成さ

26 れている。 れている註3。

264 Tab1-1、110 1/6残存 1/5残存

265 Tab1-1、187 PL.欄空欄 70を追記

265 Tab1-1、184 PL，欄 70 70を削除

266 Tabl-1、205 PL.欄 71 71を削除

266 Tab1-1、231 1/2強残存 1/4片
267 Tab1-3、W28 PL.欄空欄 72を追記

267 Tab1-3、W38 PL.欄空欄 71を追記

268 Tab2-1、014 PL.欄 73 73を削除

271 Tab2-1、40 PL.欄 79 79を削除

272 Tab2-1、114 PL.欄空欄 80を追記

273 Tab2-1、162 PL.欄 81 80に変更

274 Tab2-1、201 PL.欄空 欄 81を追記

278 Tab3-1、123 PL.欄空欄 89を追記

278 Tab3-1、132 PL.欄 89 89を削除

283 Tab3-.1、335 PL.欄 90 90を削除

283 Tab3-1、329 出土遺構欄 SD344 SD451 

284 Tab3-1、380 PL.欄 92 92を削除

285 Tab3-1、427 PL.欄 95 94に変更
288 Tab3-1、538 突帯文土器 弥生土器

288 Tab3-1、574 PL.欄 99 99を削除

295 Tab3-2、S42 PL.欄空欄 108を追記

295 Tab3-2、S75 PL.欄空欄 110を追記

295 Tab3-2、S76 PL.欄 109 110に変更

296 Tab3-3、W67 PL.欄 96 96を削除
報告書抄 調査期間 2000.4.1～2001.3.30 2000.4.11～2001.3.30 
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序

博多湾を抱いてアジア大陸と向かい合う福岡市は、古くから

大陸文化の受け入れ窓口として栄えてきた地域で、各時代の重

要な遺跡が数多く分布しています。特に、福岡市の中心部を南

北に流れる那珂川・御笠川流域の博多区・両区から南に隣接す

る春日市にかけては、弥生時代の「奴国」の中心地域であり、博

多区の国史跡の板付遺跡・金隈遺跡、那珂遺跡群や比恵遺跡群、

両区の井尻B遺跡群など著名な遺跡が集中しています。

同様な遺跡の存在が予想された福岡空港南側に隣接する博多

区月隈地区に、今回、空港周辺の洪水対策用の調節池が建設さ

れることになりました。事前調査を行った結果、遺跡が確認さ

れ、記録保存の為の発掘調査を平成10年～15年まで実施いたし

ました。6年にわたる調査の結果、弥生時代前期から中世にか

けての各時代の遺構・遺物が出土し、多大な成果を上げること

が出来ました。

本書は、平成12年度に実施した第6次調査の報告書ですが、

第6次調査では中世の集落、古代の条里水田や川跡で検出され

た大規模な水利遺構、弥生時代前期から後期にかけての集落が

検出されました。

本書が、市民の皆様の文化財保護に対するご理解とご認識を

深める一助になり、また研究資料としてご活用していただけれ

ば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで国

土交通省九州地方整備局博多港湾・空港整備事業所および大阪

航空局福岡空港事務所をはじめ、多くの方々にご理解とご協力

を賜りましたことに対し、心から感謝の意を表します。

平成17年3月31日

－Ⅰ－

福岡市教育委員会

教育長　植木　とみ子
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例　　　言

1・本書は福岡巾教育委員会が博多区月隈4」一口地内の日限調節池工、事予定内

において、2000年度（平成12年度）に実施した下月隈C遺跡第6次調査の

発掘調査報告書である。

2．発掘調査は埋蔵文化財課調査第2係羊什文化財丁事Ill崎龍雄と同文化財工

事上角啓希（現大規模事業等担当）が担当した。

3・本書では遺構番号は前年度と重ならぬよう番号を付し、番号の一面こSB（建

物）、SC（竪穴仕層L S D（溝・河川）、S E（井戸）、S K（土坑）、S S（水

田）などの遺構の性偶をノ」ミす言己号を付した。またピット・柱穴については調

査面毎に付した。

4．遺構実測図に使用した方位は磁北である。また全体図に使用した搾標は平

面直角庫標第II系で、磁金上方侍は西偏的6U　30′　である。庫標はlml本潤

地系を使用した。

5・本書の執筆は下記のとおりである。

第丁章、第Ⅱ一章、第Ⅲ章一1

第Ⅲ章一2

第Ⅲ章一3

口l崎龍雛

上角哲肴

Ill崎敵地

第Ⅲ章一4－2）－①・（か・（刀　……………・上角啓希

第Ⅲ章一4－1）、2）－（沙・④・（9・（ゆ・（沙～⑩・・‥所　一男・山崎龍雄

第Ⅳ章一1 佐藤洋　一郎

第Ⅳ章一2・3・4・5・6…・株式会社パレオ・ラボ、パリノ・サーヴエイ株式会社

第V章一1

第Ⅴ章一2

－1上　一男

Ill崎敵地

6．自然科学分析については、炭化稲種子については総合地球環境学研究所研

究部の佐藤洋　一郎氏に、構実．動物博一司定は株式会社パレオ．ラボ、樹構

同定と放射性炭素年代測定を株式会社パレオ・ラボとパリノ・サーヴエイ株

式会社に委託し、分析結果については第Ⅳ章に取録した。

7．本書では、遺構の撮影は1－1崎．上角が行い、遺物の撮影については一部を

Ill崎・上方高弘が、一部をフォトハウスoKAに委託した。遺構の実測は

各面の遺構全体図を写測エンジニアリング株式会ネ土に委託し、個別遺構な

どその他については調査担当者と瀬戸項：治が行い、遺物の実測は土器．石

器類は調査担、－1者の他、上方・所　一男・藤野雅幕・平ノ内武が行った。木

器の実測は調査担、生者と大丸陽子が行った。トレースは調査担、生者と所・

1－1野祥子．西崎奈美・イ公永米子が行った。

遺物観察表については調：在担当者と澤玲子・木藤直子・所一男が作成した。

8．本文上屑の色調や遺物の色調は新版標準土色帖によっている。

9・本書編集は山崎龍雄が上角智希と協議のうえ行ったo　編集に当たっては所

一男の協力を受けた。

10・発掘調査にかかる遺物・言己録類の全ては、福岡巾埋蔵文化財センターに取

成する予定である

－II－
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Fig．1　　下目隈C遺跡の位置（1／1000000）・

Fig．2　　下目隈C遺跡周辺の遺跡（1／50）000）

挿　図　目　次

・・・4　　　Fig．54　SD198・373・375・376・378・383・387・390出土土器（1／勾　67

7　　　Fig．55　SD390・396・433出土土器（口4）

Fig．3　　下目隈C遺跡の旧地形図（大止末～昭不一l初墳1／10，000）・・8　　　Fig．56　SK38l・418・419と出土土器（1／40・1／4）

Fig．4　　下目隈C遺跡調査地点位置図仕／6）000）

Fig．5　　下目隈C遺跡調査区配置一対（1／20000「－

Fig．6　　SB608（1／100）

Fig．7　　第Ⅰ面遺構全体図（1／400）‥

Fig．8　　SD305・322・SX330土層図（1／60）

Fig．9　　SD305・316・322出土土器（口4）‥

Fig．10　SD322・335・344出土土器（口4）‥

・11　　　Fig．57　SX389と出土土器仕／100・1／4）

・12　　　Fig．58　SX368・399出土土器（1／4）

13　　　Fig．59　SD190・谷部・SX389出土木製品（1／8）

折り込み　　　Fig．60　SX389・423出土木製品（口8）

・15　　　Fig．61　第5次・6次水田配置図仕／800）

・16　　　Fig．62　水田配置図（1／300）

・17　　　Fig．63　各畦断面図（1／40）

Fig．11　SE303・304・306・309・311～313・315（1／40）‥　‥19　　　Fig．64　水口SX397・423・428（1／50）

Fig．12　SE318・320・321・325・334・339・408・409仕／40）‥21　　　Fig．65　SS192・200出土土器（1／4）

Fig．13　SE315・320・339井筒（1／5）　　　　　　　　　　・‥22　　　Fig．66　SS200・410・424出土土器仕／4）

Fig．14　SE304・309・311・315・318・320・409出土土器仕／4）24　　　Fig．67　遺構面出土土器①（1／4）

Fig．15　SE304・306出土木製品（口8・1／／4・1／5・1／6）　　・‥25　　　Fig．68　遺構面出土土器②（1／4）

Fig．16　SE306・315・318・321出土木製Ilrlrr（1／5・1／4・1／6）・・‥26　　　Fig．69　SX429・430）遺構面下包含層出土土器群①（1／4）・…‥84

Fig．17　SE334出土土器（1／4） 27　　　Fig．70　SX43上432）遺構面下包含層出土土器群②（1／4）・…‥85

Fig．18　SE334出土木製品・井戸仲（1／5・1／6・1／8）　　　　・‥28　　　Fig．71　遺構面下包含層出土土器①（1／4）

Fig．19　SE334井戸仲（1／8） 29　　　Fig．72　遺構面下包含層出土土器（②（1／4）

Fig．20　SK302・314・324・327仕／40）　　　　　　　　　　　‥30　　　Fig．73　遺構面下包含層出土土器（沙（1／5・1／6・1／4）

Fig．21　SK302・314・319・329・331・332・336・338出土土器（1／胡　31　　　Fig．74　各遺構出土土製－111l（1／3・1／4）

Fig．22　SD322・SK317（1／60）

Fig．23　SK317出土土器①仕／4）

Fig．24　SK317出土土器②仕／4）

32　　　Fig．75　各遺構出土石器イ了製品①（口4・1／／3）

33　　　Fig．76　各遺構出土石器イ了製品②（口3・2／3）

34　　　Fig．77　建物・竪穴柱属遺構配置図（口400）・

Fig．25　SK317出土土謎③Ⅱ／／執SD322、SE303、SK313・314・317出土石製‖rlH凋　35　　　Fig．78　第Ⅳ面遺構全体図（1／400）

Fig．26　SD305・322、SK317出土木製品（1／4・l／6）

Fig．27　SK317・324出土木製品（口8）・

Fig．28　　ピット・遺構面・包含層出土土器（1／4）

Fig．29　第Ⅱ面水田配置一対（1／750）

Fig．30　水田出土土器（1／4）

Fig．31　第5・6次調査古代水田面含成図（1／800）

Fig．32　第Ⅱ面遺構全体図（1／400）

Fig．33　堰・護岸杭列平面図（1／400）

Fig．34　SX395部分A築造過程復元図（1／100・1／60）

Fig．35　SX395部分B築造過程復元図（1／100・1／60）

Fig．36　SX395土層図（1／60）

Fig．37　SX395出土土器①仕／4）

Fig．38　SX395出土土器②仕／4）

Fig．39　SX395出土木製品①（1／8）

Fig．40　SX395出土木製品②（1／6）

Fig．41　SX395出土木製品（沙（1／10・1／8）

Fig．42　堰SX403・421仕／60）

Fig．43　SX403・421出土土器（1／4）

Fig．44　SX403出土木製品仕／6）

Fig．45　河川流路配置図（1／750）

Fig．46　SD362出土遺物（1／4・1／6）

Fig．47　SD402出土遺物（1／4・1／6）

Fig．48　SD398・404・411・414出土遺物（1／4・口8）

Fig．49　　古墳・弥生時代の遺物（1／4・1／6・1／3）・

Fig．50　SD190・198・396溝土層図（口80・1／40）・

Fig．51　第Ⅲ面遺構全体図（1／400）

Fig．52　SD190出土土器（1／4）

Fig．53　SD190・390出土木製品（1／4）・

・36　　　Fig．79　SB579・580・581・582（1／80）・

・37　　　Fig．80　SB584・585・586（1／80）

・38　　　Fig．81　SB588・589・590・591（1／80）・

40　　　Fig．82　SB592・593・598・599（1／80）・

41　　　Fig．83　SB600・601・605（1／80）

・43　　　Fig．84　SB606・607（1／80）

折り込み　　　Fig．85　掘立柱建物出土遺物（1／4・1／3・1／6）

45　　　Fig．86　SB579・584出土礎板・柱恨（口10）

・46　　　Fig．87　SB588・581・582出土礎板・柱根（1／10）

・47　　　Fig．88　SB589・598・607出土礎板・柱根（1／10）

48　　　Fig．89　調査区遺構図（1／250）

49　　　Fig．90　SC504（1β0）

50　　　Fig．91　SC504・522出土遺物（1／4・口1）

50　　　Fig．92　SC522・532口／／60）

51　　　Fig．93　SD369遺物取上げ図（1／600）

・52　　　Fig．94　SD369・388・471土層（1／60）

54　　　Fig．95　SD369出土土器①仕／4）

55　　　Fig．96　SD369出土土器②仕／4）

55　　　Fig．97　SD369出土土器③仕／4）

56　　　Fig．98　SD369出土土器④仕／4）

57　　　Fig．99　SD369出土木製品①（1／6）

58　　　Fig．100　SD369出土木製品②（1／8）

・59　　　Fig．101SD369出土木製品（沙（1／8）

・60　　　Fig．102　SD369出土木製品④（1／10・1／／12）

63　　　Fig．103　SD388遺物取上げ図（1／500）

折込　　　Fig．104　SD388－1区上層出土土器仕／4・1／8）

65　　　Fig．105　SD388一口区上層・中層出土土器（1／4）

・66　　　Fig．106　SD388－1区中層下層出土土器（1／4・1／6）
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Fig・107　SD388－1区下層・底面出土土器（口4）・

Fig・108　SD388－1区底面・土器群出土土器（1／／4）

Fig・109

Fig・110

Fig・111

Fig・112

Fig・113

Fig・114

Fig・115

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

SD388－1区土器群

上層・下層出土土器（カ（1／／4）

下層出土土器②（口4）‥

下層出土土器（初（口4）‥

下層出土土器④（口4）‥
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（4口司土器出土状況（東から）

PL・54　（1）SD369木製品等出土状況（南から）

（2口司木製一品出土状況（南東から）

（3口司農具の鋤出土状況（西から）

（4口司建築材出土状況（西から）

（5口司建築材出土状況（西から）（6）同礎板出土状況

PL・55　（1）SD388（南西から）（2）同一1区東壁（西から）

PL・56　（1）SD388－1区東壁土器群（西から）

（2口司　下層土器群（西から）（3）SD507（北から）

（4口司土器出土状況（東から）

PL・57　（1）SD505方形周溝遺構（東から）

（2口司完据状況（東から）（3口司－2区遺物出土状況（南から）

（4口司鉄斧出土状況

PL・58　（1）SD505－1区遺物出土状況（南東から）

（2口司－2区遺物出土状況（南西から）

（3口司－4区遺物出土状況　（4日司－5区遺物出土状況

（5）SD47上482（西から）（6）SD493（北から）

（7）SD510（南西から）

PL・59　（1）SK384（南東から）（2）SK460（北から）

遺

（3）同遺物出土状況

（5）SK463（北から）

PL・60　（1）SK468（西から）

（3）SK475（東から）

（5）SK488（東から）

PL・6］（1）SK491（北東から）

（3）SK492（北西から）

（5）SK495（北から）

PL・62　（1）SK500（東から）

（4）SK448（北西から）

（2）SK469（西から）

（4）SK488（北から）

（6）同遺物出土状況

（2）SK492（南西から）

（4）SK494（東から）

（6）SK496（北西から）

（2）同遺物出土状況（南から）

（3）SK5日．596（西から）（4）SK517（北から）

（5）SK544（南から）（6）SK557（東から）

PL・63　（1）SK558（南から）（2）同遺物出土状況

（3）SK594（南から）（4）SK594（南から）

（5）SX435．436（南から）

PL・64　（1）SX523土器群（西から）（2）同土器群（北から）

（3）同土器群（南西から）（4）SX528（北西から）

（5）SX534（西から）（6）同遺物出土状況（北から）

PL・65　（1）SX559（北から）（2）同流木出土状況（東から）

（3）SX565（北から）（4）同流木出土状況（西から）

（5）SX569～575（西から）

PL・66　（1）SX566（北西から）（2）SX570（北から）

（3）SPO31（東から）（4）SP467（北西から）

（5）SP609炉跡（南から）

物図版
PL・67　　SD3］6．322、SE309．320・409出土土器

PL・68　　SE315．318・334出土土器

PL・69　　SK314．3］7①．331・332出土土器

PL・70　　SK317②、遺構面、包含層出土土器

PL・71（1）SK317、SD322出土石製I品

（2）SD305、SE315．320・339井筒曲物

PL・72　　SE306．3］5・334、SK317出土木製I品

PL・73　　SX395、SD362出土土器

PL・74　　SD402．404・411出土土器

PL・75　　第Ⅱ面出土の弥生、古墳時代遺物

PL・76　　SX395出土木製一品①

PL・77　　SX395出土木製一品②

PL・78　　SX403、SD362・398出土木製I品

PL・79　　SD190・387．396、SX368・389、水田SS192．200出土土器

PL・80　　SD200．410、遺構面、SX429・430出土土器

PL・81（1）SX430～432出土土器（2）包含層出土土器①

PL・82　　包含層出土土器（か

PL・83　（1）包含層出土土器（沙（2）各遺構出土土製品

（3）溝出土石器

PL・84　　番遺構出土石器

PL・85　（1）各遺構出土石器（2）SD190、SX389．423

PL・86　　SB579．582・SC504出土遺物

PL・87　　SD369出土土器①

PL・88　（1）SD369出土土器②（2）SD388出土土器①

PL・89　　SD368出土土器②

PL・90　　SD388出土土器Q）

PL・9］　SD388出土土器④

PL・92　（1）SD388出土土器（9（2）SD482・497・507出土土器

PL・93　　SD507出土土器

PL・94　SD505出土土器①

PL・95　（1）SD505出土土器②（2）SD388・507出土土製品

（3）SD505出土鉄器

PL・96　　SD369出土木製I品

PL・97　　SK384．460・463出土土器

PL・98　　Sk488出土土器（カ

PL・99　　SK488（か、SK495．500①出土土器

PL・100　SK500（か・51上555・557、SX435出土土器

PL・101SX434．435・436出土土器、SX434・436出土土製品

PL・102　SX523出土土器

PL・103　SX523．528・534・565．604出土土器

PL・104　SP260．467出土遺物

PL・105　ピット出土土器

PL・106　SD369．388・48上505出土石器

PL・107　SD505．506・602、SK384・468出土石器

PL・108（1）SK460・488．495・500出土石器、SK384出土玉

（2）SX434・435出土石器

PL・109　SX436．534出土石器

PL・日O SX559．573・536、遺構面出土石器

－Ⅷ－



下日限C遺跡

第Ⅰ章　はじめに

1・調査に至る経過

1994年（平成6年）3月31R付（四港建博第159号）で、運輸省第四港湾建設局博多港工事事務所長

（現・国土交通省九州地方整備局博多港湾・空港整備事務所）より、福岡市博多区月隈4丁目7丁目に

おける月隈調節池建設事業計画地内の埋蔵文化財事前審査願いが福岡市教育委員会に提出された。

申請地周辺は御笠川東側の低地部の、水害を受けやすい地域であったため、その対策事業の一環と

して計画されたものであった。

申請地は福岡空港南側に南隣する約8万㎡の空地で、埋蔵文化財包蔵地域の「下月隈C遺跡」とし

て登録されている地域であり、過去に行われた周辺の調査では、弥生時代から中世にかけての集落

跡や水田跡などが検出されており、申請地においても遺跡の存在が予想された。このことから埋蔵

文化財課としては、申請地において試掘調査を実施した。試掘調査は1994年5月19日～6月17日

にかけて申請地全域に63ヶ所の試掘坑を設定し実施した。試掘調査では、申請地全域に重層する弥

生時代から中世にかけての遺構や遺物を検出した。

試掘結果では申請地全域に遺構が存在し、開発工事によってそれらの遺構が破壊されることが予

想されたので、試掘調査の結果を平成6年7月6日付け（福市教理第52号）文書で依頼者に回苦し、

今後の取り扱いについて協議を行った。協議の結果、月隈調節池建設土事に先立って記録保存の為

の埋蔵文化財調査を実施することとし、第四港湾建設局長（現・九州整備局長）を委託者、福岡市長

を受託者とする契約が締結された。発掘調査、資料整理及び発掘調査報告書作成費用については第

四港湾建設局が全額負担し、調査を福岡市教育委員会が実施することとなった。当初の事業計画で

は、事業地全面を対象とした発掘調査を、平成10年度から4年計画で実施することとなっていた。

しかし初年度（平成10年度）の調査により遺構濃度が試掘調査で想定されていた以上に高いことが判

明したため、原局側と協議を行い、調査計画を5年間に変更した。5年度を終了した時点で、調査

事務所部分が残っていたのと、新たに調節池に伴う通水管部分の調査が必要となった為、再度原局

側と調査についての協議を行い、平成15年10月迄調査を行うこととなった。

本書は第3年度（平成12年度調査、平成14年度から16年度整理）に実施した第6次調査の報告である。

調査・整理作業に当たっては九州地方整備局の皆様をはじめ、地元の皆様にご理解とご協力を得ま

した。この場を借りてお礼申し上げます。

2・調査の組織

紙面上の都合から、第6次調査の調査組織について述べる。下月隈C遺跡第1次～第9次の調査概

要についてはTab．1のとおりである。

（1）委　託　者

平成6年度

《平成12年度〉

《平成14年度〉

《平成15年度〉

《平成16年度〉

運輸省第四港湾建設局博多港湾空港工事事務所

国土交通省九州地方整備局博多港湾空港工事事務所

第四港湾建設局長　石田省三　　博多港工事事務所長 鹿籠雅純

第四港湾建設局長　江頭和彦　　博多港湾空港工事事務所長　　　　　古市正彦

九州地方整備局長　渡辺茂樹　　博多港湾空港工事事務所長　　　　　角　浩美

九州地方整備局長　岡山和生　　博多港湾・空港整備事務所長　　　　酒井洋一

九州地方整備局長　岡山和生　　博多港湾・空港整備事務所長　　　　元野一生
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（2）調　査　主　体

福岡市教育委員会

《平成6年度〉

事前審査

試掘調査

経理担当

調査担当

整理担当

経理担当

調査担当

整理担当

経理担当

整理担当

整理担当

経理担当

《平成12年度〉

《平成14年度〉

《平成15年度〉

《平成16年度〉

下月隈C遺跡

教　　育　　長

文化財部　長

埋蔵文化財課長

主任文化財主事

文　化　財主事

事　務　吏　員

教　　育　　長

文化　財部　長

埋蔵文化財課長

調査第2係長

主任文化財主事

文　化　財　主　事

文化　財主事

文化財整備課

教　　育　　長

文化財部　長

埋蔵文化財課長

調査第2係長

主任文化財主事

文化財主事

文化財主事

文化財整備課

教　　育　　長

文　化　財部　長

埋蔵文化財課長

調査第2係長

主任文化財主事

文化　財主事

文化財整備課

教　　育　　長

文化財部　長

埋蔵文化財課長

尾花　　剛

後藤　　直

折尾　　学

潰石哲也

長家　　伸

向野保基

西　憲一郎

柳田純孝

山崎純男

力武卓治

山崎龍雄

上角習希

瀧本正志

河野敦美

生田征生

堺　　　徹

山崎純男

力武幸治

山崎龍雄

荒牧宏行

瀧本正志

中岳　　圭

生田征生

堺　　　徹

山崎純男

田　中寿天

山崎龍雄

上角智希

鈴木由喜

植木とみ子

山崎純男

山口讃泊



下日限C遺跡

調査第2係長

整理担当　　主任文化財主事

文化財主事

経理担当　　文化財整備課

池崎讃二

山崎龍雄

上角智希

鈴木由喜

〈調査指導）　　佐藤洋一郎　（総合地球環境学研究所教授）、日野尚志（佐賀大学名誉教授）

金子裕之　（独立行政法人余良文化財研究所）

〈調査・整理協力者〉

調査・整理補助　　犬丸陽子、上方高弘、瀬戸啓治、所一男（東京大学大学院）、藤野雅基、

岩下郁子、大賀順子、大神真理子、大村千春、木藤直子、漕永啓子、久家春美、黒柳恵美、

澤玲子、篠崎綾、篠原明美、高田美穂、取違美佐子、西嶋奈美、平ノ内武、平出景将、

松尾信子、増水好美、松永栄子、宮坂環、村上信子、村田梨絵、本村幸代、山野祥子、持原良子

調査協力　　荒牧幸子、荒牧テルオ、石井雅之、井出昇、井上一雄、井上利弘、井上英子、

井上佳子、岩崎艮隆、岩永崇史、槽松雅子、牛島正和、内山和子、榎田信一、大賀一、

大下員輝、大嶋健司、大田功司、大橋由美子、奥田弘子、尾園絢一、小野千住、甲斐康完、

笠置美奈子、兼田ミヤ子、河野一一、北原由紀子、木村真理、久保登喜子、黒瀬千鶴、

黒田艮太郎、桑原美津子、高着一夫、児島泰代、後藤タミ子、小松富美、酒井次憲、

坂口三輝子、坂元紀乃、佐藤アイ子、貝田弘二、沢田悦子、志堂寺堂、芝田達郎、渋谷留雄、

高手伸行、高手輿志子、高松智、武田潤子、立山清二、田中茂孝、田上智雄、堤正子、

豊丸秀二、長野嘉一、永田八重子、中村桂子、西尾直也、二宮白人、根岸洋、野口リュウ子、

野中英明、野村道夫、畠中千恵美、潰フミコ、渕土正法、廣永清隆、贋永隆子、福田すなを、

別府俊美、前田勉、松井一美、松永七朗、的場淑子、丸山勝江、水野由美子、宗像正勝、

本山啓、森川寿美、安高邦晴、安高精一、安高久子、山下嘉人、吉田博昭、吉野悌二、渡辺淑子

Tab．1下月隈C遺跡第1次～第9次調査概要
謝 査次 数 調 査番 号 調 査地番 調査 面積 調 査 原 因 調 査期 間 調 査担 当 備 告書

1次 9 4 0 4 福岡市博多区下月限地内 8 85 ㎡ 道路 拡張 1994．4・8′－6．27 白井克 也 市報 第 4 5 7集

2 次 9 5 1 5 博多区大字上月隈地内 8，9 00 ㎡ 空港 周辺 整備 1995・6．6～9 6．3．2 1 宮 井 善朗 市報 第 5 6 6集

3 次 9 6 1 0 博多区大字上月隈地内 3，5 75 ㎡ 空港 周辺 整備 1996．5．7～ 10・18 久 住猛 雄 〃

4 次 9 8 2 8 博多区月隈 4 丁 目 6，5 00 ㎡ 月隈調節池建設 1998－9－2～ 99・3・25 瀧本正志－田上勇一郎 市報 第 7 5 0集

5 次 9 9 2 2 〝　　　　　　　〝 10，0 00 ㎡ 〝 19 99－4－6～2000－3・25 瀧本 －山崎龍雄 市報 第 7 9 5集

6 次 0 0 1 8 〝　　　　　　　〝 10，7 10 ㎡ 〝 2000－4－上－2001－3・30 山崎－上角智希 市報 第 8 3 9週

7 次 0 1 1 5 〝　　　　　　　〝 9，1 39 ㎡ 〝 200 1・4・1～2002・3－29 山崎－荒牧宏行

8 次 0 2 1 9 〝　　　　　　 ／／ 7，4 00 ㎡ 〝 2002・4・1～2003・3－31 山崎・荒 牧

9 次 0 3 2 7 〝　　　　　　　　〝 2，0 00 ㎡ 〝 2003・4・～ 10－31 山一崎

3



4 下月隈C遺跡

Fig・1下月隈C遺跡の位置（1／100，000）



下日限C遺跡

第II章　遺跡の立地と歴史的環境

1．遺跡の位置と立地（Fig・1）
下月隈C遺跡は、福岡市の中央部を北流して博多湾に注ぐ、那珂川・御笠川の沖積作用によって

形成された福岡平野の南東部に位置する。この平野は北東側を糟屋郡境となる席田・志免丘陵（標高

50～200m）で限定され、西から南側を油山（標高569・4m）と片縄山（標高293・0m）とそれから北側

に派生する低平な丘陵・台地に限定される。市内の位置的環境としては中心部の天神より約6km離

れた位置にある。遺跡は福岡空港の南側に隣接する場所にあり、御笠川の東岸の沖積地に立地する。

現地の標高は10m前後を測る。遺跡の東側は席田丘陵となる。御笠川西側の板付地区は春R市から

続く低平な丘陵部である。

2．遺跡の歴史的環境（Fig・2～4）
下月隈C遺跡周辺の歴史的環境について述べる。周辺には原田丘陵や西側の板付の低丘陵を中心

に弥生時代前期から古代・中世に亘る各時期の遺跡が分布しているが、それらについては第5次調査

報告書などで既に詳細に記述されているので、本章では遺跡の継続時期に関わる、遺跡周辺の特に

御笠川東岸原田地区の中世に至る迄の通史的な概要について述べる。

旧石器・縄文時代については、御笠川東岸部では今のところ明確な遺跡は確認されていないが、

西岸部では諸岡遺跡や板付遺跡、那珂遺跡群などで確認されている。遺跡が明瞭に確認されるのは、

縄文時代晩期末～弥生時代前期ころである。この頃の遺跡としては、低地部に雀居遺跡、下目隈C

遺跡がある。原田丘陵部には甕棺墓や土坑墓・木棺墓などからなる墳墓遺跡の宝満尾遺跡、天神森

遺跡、金隈遺跡（国史跡）、土月隈遺跡、原田青木遺跡があり、集落遺跡としては大型建物などを検

出した久保園遺跡、銅鐸鋳型が出土した赤穂ノ浦遺跡など、弥生時代前期から後期にかけての遺跡

が点在している。特に、選跡東側丘陵部の上月隈遺跡は、道路建設の調査で甕棺墓群が見つかり、

中期後半の甕棺墓内には細形鋼剣1口とガラス製管玉20数点などが副葬されていた。また平成13年

度に調査された上月隈B遺跡では弥生時代前期後半期の貯蔵穴群や柱穴などが検出されている。

古墳時代には首長墓の前方後円墳は存在しないが、丘陵部には直径34m、高さ9mを測る墳丘を

持ち、全長11・2mの長大な横穴式石室を持つ後期円墳の今里不動古墳（市史跡）や、持田満吉墳群、

堤ケ浦古墳群など後期の群集頃が分布している。集落遺跡としては御笠川東岸沿いの低地部に立花

寺B遺跡があり、徴高地上に5～6世紀にかけての竪穴住居群が確認されている。

古代律令期は原田郡となる。原田郡は『和名類棄抄』によれば石田・大国・新居（にひい）の3郷

からなる郡であり、規模としては小さい。同じ郡名は他に美濃国に1箇所存在する。那珂郡から分

離した郡であると言われる。郡内の西側には太宰府水城東門に続く西海道の百道が通り、郡内には

『延喜式兵部省』によると久爾駅が置かれている。久爾駅には伝馬十疋が置かれている。久爾駅の所

在地については確定していないが、駅家については大国郷にあったといわれている。大国郷は現在

の席田村の日限あたりと推定されている。鎌倉時代中期の説話集『古今著門果』（1254年）によれば、

平安時代の寛治8年（1094）に太宰府権師に任じられて下向中の源経信卿が、8月15R夜に筑前国蓮

田輝について観月の宴を開いた時に、館の前の大きな欄の木があり枝葉が生い茂げり観月の邪魔に

なっていたので、人を集めて木を切り払わせたとあり、そこから月隈の地名が起こったといわれて

いる。この蓮田樺は久爾駅のことと考えられる。『平安遺文158・160・162』の中に貢観10年原田

郡にある太宰府観世音寺一切経料田中で故高子内親王寄進の博多荘が混在しているとして観世音寺

5



6 下月隈C遺跡

と内蔵寮との間に相諭がおこっているとして係争地を太宰府田文所は仁寿2年の席田郡班図について

検田している。このことから原田郡が中央権門と何らかの関わりがあったことが考えられる。該期

の遺跡としては、周辺に立花寺B遺跡や井相田遺跡（大野城市の仲島遺跡）、立花寺遺跡（平成12・

13年度の調査では飛鳥～奈良時代の柵や大型建物などが検出されている）、雀居遺跡などが存在す

る。百道跡と思われる道路状遺構が御笠川西側の高畑遺跡、那珂書体遺跡などで確認されている。

中世の席田は南北朝時代～室町期には席田荘となる。席田荘は太宰府安楽寺の所領である。大東

側の志免町には吉原荘がある。室町から戦国時代は少弐氏が衰退して後、福岡地方は一部博多の沖

の潰部が大友氏で、その他の地域は大内氏の支配下になり、原田は大内氏の支配下に入る。大内氏

が滅亡後は大友氏の支配に入る。席田郡内には現在2箇所の山城が知られている。1箇所は『筑前

国続風土記』にある稲居塚城、1箇所は席田青木遺跡で確認された山城である。立花氏の旧家臣菖

崎座主城戸酒樽が記した『豊前覚書』によれば、「天正8年、蓮田郡月隈村一貫古野山に、立花城主

の立花迫雪が自ら出向いて、切寄せを造る」とある。これは日限が、古来の百道沿いの交通の要衝

であったため、博多や立花城防衛の備えとして当地に出城が築かれたことが考えられる。

参考文献

福岡県地名大辞典1988年　角川書店

写真①　調査区上空から太宰府方面を見る（北西から）
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1・下月隈C遺跡
6・天神森遺跡

11・板付遺跡
16・五十川遺跡
21・大橋E遺跡
26・鳥越古墳

2・立花寺B遺跡

7・立花寺遺跡
12・高畑遺跡
17・諸岡A遺跡
22・三宅B遺跡

27・今里不動古墳

Fig・2

3・雀居遺跡
8・金隈遺跡

13・麦野A遺跡
18・諸岡B遺跡
23・博多遺跡
28・持田ケ満吉墳群

4・下月隈A遺跡

9・仲島遺跡
14・比恵遺跡
19・横手遺跡

24・堅ギ自遺跡
29・剣塚古墳

下月隈C遺跡周辺の遺跡（1／50，000）

5・下月隈B遺跡

10・井相田遺跡
15・那珂遺跡
20・宝満尾遺跡

25・箱崎遺跡
30・那珂八幡古墳



8 下月隈C遺跡

Fig・3　下月隈C遺跡の旧地形図（大正末～昭和初頃1／10，000）



下日限C遺跡

第Ⅲ章　調査の記録

1．調査の概要（Fig・5）
第6次調査部分は調査対象地の西側中央部分である。調査は前年度の調査結果を基に、当初第1

面古代（奈良～平安）、第II面古墳時代後期、第Ⅲ面弥生時代のⅢ面の調査を予届していたが、第1

面上に中世前半（平安末～鎌倉時代）の遺構面が検出されたので、中世を第1両として4時期の面に

ついて調査を実施した。第1面までの掘削は空港周辺の高度規制の関係から、重機による掘削と廃

土の運搬が昼間に出来なかったので、業者に委託して夜間行った。第II面以下の掘削は高度規制内

であったので、重機掘削は昼間に実施した。また全体の遺構図や写真撮影は時間的な都合からセス

ナ機による航空写真測量を写渕エンジニアリング株式会社に委託して行った。

遺構面の深さについては調査区東壁で、第1面は、掘削委託で表土下0．8mまで掘下げたので、第

ⅠⅠ面水田面上の洪水砂上。第ⅠⅠ面は表土から－上1m前後の面。第Ⅲ面は－上3～1・7mの深さで、

第II面との間層に砂などを挟む。第Ⅳ面は深さ－1・7～2mであり、Ⅲ面との間に黒色粘土の包含層

を挟む。

第Ⅳ面終了後、だめ押しの確認調査を実施したが、砂礫層で湧水がひどく、遺構・遺物は確認出

来なかった。

調査区の基準は第4次調査で設定した基準に準じて、申請地の長軸に沿って、東西南北10mの方

眼を組み、東西は東からA～Z迄、南北は南から1～32区迄グリッドを設定し、10mグリッドの番

号は石下隅の杭番号とした。第6次調査は杭番号として東西はM～W、南北は19～29の範囲である。

1）調査日誌抄

第6次調査は平成12（2000）年4月10口に着手し、平成13（2001）年

3月30田に終／した。

以下調査の経緯を述べる。

2000イ上

5月　　29口から夜間表土掘削作業を開始する。作業時閲は空盲巷

の離着陸が終／する午後10時以降朝5時迄である。夜間

なので投光機を点けて作業するが、遺構面などがよく判

らない。

6月　　3日梅雨入りo　雨で表土掘削作業は進まず19日にやっと

終了0　20口からベルトコンベア－を導入し、第Ⅰ面調査を始め

る。古代の水口l埋没砂上に中世の井戸や溝などを確認する。

7月　　第上面、中世面の調査。17R梅雨一里け。

21日第上面の調査終了。引き続き第日面の古代水田面の

調査を行う0時間的な関係から、水田洪水砂が厚く堆積

する所は重機で掘削し、第Ⅱ面を検出する。

8月　　4口、佐賀大学の口野間志先生に条里の水田面現地視察。

調査についての様々な助言を旧く。11田に第II面遺構の

空中写真測量を行う。

写真②　夜間作業風景

写真③　第Ⅰ面水田面検出作業

9



10 下月隈C遺跡

26田から重機で第11面の遺構面検出作業に入る。

9月　　第田面、古墳時代水田面遺構検出作業。西側は古代の

旧河川部で水田はないが、護岸杭列SX395や堰など

を検出するo木製品が多数は入っている0

10月　調査区西側旧河川内の護岸杭列SX395の検出作業。

31口に第Ⅲ面空中写真測量を行う。

11月　第Ⅲ面の撒Ⅱ調査後、10田より重機による第Ⅳ面検出

作業を始める。並行して護岸杭列SX395や堰SX389の

実測・調査0

25口広報課による体験発掘講庫を子」う。

12月　第Ⅳ面、弥生時代から古墳時代前期の調査。SD369掘削

で木器や南端部で古墳時代前期の遺物多数出土。後半から

東側台地部の調査。弥生前期の土坑などが確認される。

2001年

1ノ1　　東側台地部の調査。方形周溝状遺構SD505から鉄芹21∴（

出土。柱穴には桂根や礎板などが良好に残り、苗床建物と

して復ノ占－出くる。

2／」　13日、第Ⅳ面の雫中写貞測量と胴別遺構撮影を行う。

22日遺跡の成果について記者発表を行うo遺構実子則作業

とだめ押し調査。

3月　　3－日こ現地説明会開催、見学者約300名。柱穴などの

だめ押し調査を行う。

16日から埋め東し作業開始する。無一事調査終了。

写真④　雪が降りしきる現場

写真⑤　記者発表風景

写真⑥　3月に行われた現地説明会
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Fig・4　下月隈C遺跡調査地点位置図（1／6，000）
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Fig・5　下月隈C遺跡調査区配置図（1／2，000）



第Ⅰ面の調査

2　第Ⅰ面の調査

1）調査の概要
第Ⅰ面は古代末から中世前期の時期である。当初は工期の都合から地表より－80cmの深さまで表

土を鋤取り、古代の水田面からの調査を予定していたが、水田を埋めた粗砂土面、西側では旧河川土

面に井戸や溝、ピット、一部包含層などの遺構が確認されたので、この面を第Ⅰ面として調査を行っ

た。主な検出選構は建物1棟、溝9条、井戸16基、土坑10基、ピットである。遺構は全域に確認され

たが、分布としては西側に多い。南西隅ではこの時期の包含層を検出している。中世面の調査を予想

せず、表土除去を深くしているので、実施にはピットなどの浅い遺構は飛ばしている可能性がある。

2）遺構と遺物

①　掘立柱建物（SB）

SB608（Fig．6）調査区北東隅N－28区で検出した、主軸をN－890－Eに取る1×3間の建物で

ある。残りは良くないが、四隅の柱穴があり、柱筋の歪みがあるが柱としてまとまるので建物とし

た。規模は図上で、長軸桁側で北側5・2m、南側5．1m、桁側西側で3・4m、東側で3・3mを測る。確

認した柱穴は7基で形状は円形で、大きさは直径30～60cm前後、深さは7～20cm程である。柱痕跡

は確認出来なかった。柱穴からの遺物の出土はなかった。

②　溝状遺構（SD）

第1面で検出した溝状遺構は9条である。主なものについて述べる。

SD305（Fig．8、PL．7）調査区北東側でY状を呈し、南北に伸びる溝。確認長は25m、満幅は北

側が約1．3m、南側が0．6～1・2m、深さは0・06～0．4m程で、Y型に分岐する部分は深くなる。埋土

は分岐部分で上層が灰色シルト、下層が暗灰色粘質シルトから砂質粘土となる。断面は逆台形を呈す

る。

出土遺物（Fig・9・26、PL・71）弥生時代前期～中期土器片、古代の須恵器細片、古墳時代から中

世の土師器片が少量出土している。

1は土師器の坏鹿部2／3片。体部は鹿部

から斜め外方に開く形態で、古代の時期

である。外鹿部に墨書痕が認められるが、

判読出来ない。焼成は良い。

W38は剣型の木製品。右端は欠損する

が、左端は剣先状に削り出す。残存長17

cm、刃部幅2．4cmを測る。表面は一部焦げ

る。スギの板目材を使用。

SD308（PL．9）調査区北側で南北に直

に延びる溝。確認長は22mを図る。幅は

0．7～1・3m、深さは最大0・2m程で浅い。

埋土はオリーブ灰色粘質シルトである。

調査区南側のSD326と方向がほぼ同じで

あり、一連のものの可能性がある。遺物 Fig・6　SB608（1／100）

13



14 下月隈C遺跡

の出土はなかった。

SD316　調査区西壁中央部W一24区あたりで検出した北側のSD322と並行する溝。確認規模は

長さ5m、幅1m程である。深さは最大で0．15mと浅い。埋土は暗褐色土である。

出土遺物（Fig・9、PL・67・71）弥生土器から古代の土師器、中世の土師器が少量出土するが、出

土量の割に図示出来るものは多い。

2～4は土師器の小皿。2は体部が外湾気味に外に開く形態で、復元口径が7．2cmと小型である。3

は完形で2より大型である。外鹿部はヘラケズリ、内底にヘラ描きの記号のようなものが入る。4は

鹿部1β片で坏の可能性もある。外底部はケズリ後ナデ調整。5～10は坏である。5・6は丸底杯と

呼ばれるもの。口径の割に深みを持つ。5の体部調整は丁寧なナデ調整、外鹿部に版圧痕が残る。6

は鹿部の丸みが強い。7～10はやや丸みのある平底から外に開く、底が比較的浅いもの。8はほぼ完

形。いずれも外鹿部は回転ヘラケズリ後ナデ調整。9の内面には工具痕が残る。9の内面はやや黒ず

み、形態は古代の皿に近い。10は他に比べ大型。口～13は高台椀。11は鹿部に稜を持ち、高台部

が欠失する。12は1／3片であるが、全体が残る。小さく低い高台がつく。13は鹿部1／3片であるが

12と同じような高台が付く。皿・坏とも鹿部の調整はヘラ切りで、回転糸切りは見られないことか

ら11†［摘己～12†1摘己前半以前と思われる。

SD322（Fig．8・22、PL．8）調査区西側中央部を西壁から東に20m程延びて南に在自こ曲がる23m

程延びて西に曲がる溝。西壁側ではSK317と付けた長方形の土坑状の広がりがある。土層を見ると

切り合いがあるようであるが、遺物でみると時期は変わらない。溝の規模は幅0．95m～1・9rn、深さ

0・3～0・35mを測り、コナ一部分は広がりを持つ。溝断面は逆台形を呈する。埋土は北側で上層が

黒色腐植土、下層は灰黄褐色粗砂を主体とし、植物遺物を多く含む。東側では灰色シル上質で植物

を含み、下層は唱灰色粘土を主体とし、水があった状況を示す。屋敷地の区画溝と思われるが、検

出面を下げ過ぎているので、全容は分からない。

出土遺物（Fig．9・10・25・26、PL．67・71）弥生土器から中世の土師器、黒色土器、須恵質土器、

瓦器、砥石などが出土している。遺物の出土は上層が多く、そして北側東西部分が多い。鹿部回転

糸切技法のものがなく、丸底の杯から見て遺構の時期としては11世紀代であろう。

14～34は土師器。14～22は土師器の小皿。口径は10cm前後、器高は1．3～1・9cmを測る。いずれ

も外鹿部はヘラ切りで、板圧痕が残すものが多い。23～33は坏で、23～31は丸底杯と呼ばれるも

のである。口径は14～16cm、器高は3～4cmである。外鹿部はヘラ切りで、土具痕を残すものが27、

板圧痕を残すものが23・29である。32・33は坏。32は形態から高台の付く椀の可能性がある。34は

椀の口縁部片。体部が直に開く形態で、焼成はやや不良。

35・36は内面を黒く燻す黒色土器A類の椀。35は高台部を欠失し、36は口縁部片。いずれも内面

調整はヘラミガキで、35には工具痕や指押え痕が残る。36の体外南下半はケズリのちナデ調整であ

るが、35はナデ。

37～44は内外面を黒く燻す黒色土器B類椀である。37～41は全体が残る。口径は14～16cm内、

器高は5・6～7．2cmを測る。37は口縁部片。体部内外面はヘラミガキ、高台はナデ調整である。38

は1／2片で、体部はヘラミガキであるが、内面は3分割して反時計回りのミガキを加え、底には指押

え痕が残る。高台部はナデ。39は体部のミガキが口縁部周辺で、その他はナデ調整で、体部外面下

半はケズリ。40は体部内外面がミガキ。41はほぼ完形。体内外面はヘラミガキ、高台部はナデ。

42はⅡ縁部1／4片である。体外面丁寧なナデ、内面はミガキで少し燻しがかかる。43・44は高台部

片。体部内外面はヘラミガキ、高台はナデ調整であるが、43は体外面下半～高台部迄がナデ調整で



Fig・7　第Ⅰ面遺構全体図（1／400）
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SD305　　　　　　　　　　　L＝8・50m

SD322－3号ベルト　L＝8・50mW

E‥、、．、－∴∴・戸、V

W SD322－2号ベルト

－－．．SK329
sD305土層名称　二－－－
1－灰色シルト

2－暗灰色粘質シルト昭一砂混入0
3－暗灰色砂質粘土昭一砂礫混入O

SD322－3号ベルト土層名称

1－灰色シルト（鉄分・植物混入0
2－暗灰色シルト（鉄分・植物混入0
3－灰色シルト（鉄分・植物混入0
4－暗灰色粘土（鉄分・植物混入）

L＝8・50m

W

L＝8・50m

3m

SD323－2号ベルト・SK329土層名称
1－灰色シルト（鉄分上層から沈着0
2－暗灰色粘質シルト昭一砂粒・鉄分混入0
3－暗灰色粘土昭一砂粒混入0
4－黄灰色シルト（鉄分上層から沈着0
5－4に黒褐色粘土ブロック混入
6－暗灰色粘質細砂昭一砂混入0
7－灰色細砂で薄く灰白色細砂互層状に挟む

SX330土層名称

1－灰色シルト（鉄分が上層に沈殿する0
2－暗灰色粘質シルト（植物含む0
3－灰色シルトと泉田砂の互層
4－暗灰色粘土

Fig・8　SD305・322・SX330土層図（1／60）

ある。

45～47は瓦器椀。45は1／3片、46・47は口縁部片で、復元口径は15cm前後。45には端部が丸い

高台が付く。45・47の体内面はへラミガキ、外面は回転ナデ調整で、45の下半には指押え痕が、

47にはケズリ。46は体内外面へラミガキ調整。

48は白磁碗の、Ⅴ－1類の鹿部片。外底部は露胎でケズリ、畳付きは擦られている。二次的加熱

を受けたのか、粕の発色が悪く細かい買入が入る。焼成はやや不良。11世紀後半～12世紀前半ころ

のもの。

S5は砥石で、目の細密な砂岩製。縦長14．4cm、横幅10・4cm、厚み2．2～3．3cmを測る。土瑞は雑

な調整。上下両面、両側面、下端は使用面で、特に上面には鋭利な利器を研いだのか鋭い溝状の使

用痕跡が幾状か残る。

W39・40は板材。W39は全体に磨耗し、左端が欠損している。全長35．2cm、最大幅14．6cm、厚

さ1．4cmを測る。W40は長方形の板材である。全長50・8cm、最大幅14．5cm、厚さ1・7cmを測る。面

土端は欠き込みがある。表面は刃物が多く付き、また焦げている部分もあり、まな板に使われた可能

性がある。いずれもスギの柾目材。

SD326（PL．9）SD308の南側延長上にある溝。時間の都合上一部しか掘下げていない。

出土遺物としては中世の土師器片が2点出土している。

SD335　調査区南側T－21区～S－21区にかけて検出した東西方向の小溝。S－21区で南側に分

岐する。確認長は15m、幅0．5m、深さ7cm前後で浅い。埋土は灰白色粗砂である。

出土遺物（Fig．10）古墳時代から古代にかけての須恵器や土師器が少量出土した。

49は須恵器の坏高台部片。休部が鹿部から屈折が弱く開く形態。外鹿部はケズリ。

SD344　調査区南西隅で検出した湾曲する小満。確認規模は4m、幅は0・3～0．8m、深さは0．05

～0．2m程で、北側に深くなる。

出土遺物（Fig．10）土師器の細片が少量出土した。

50は土師器の椀鹿部片。器壁の摩滅はひどい。焼成はやや不良。

③　井戸（SE）
検出した井戸16基である。時期はいずれも古代後期～中世前期である。底は浅く、容易に水が得

15
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Fig・10SD322・335・344出土土器（1／4）

1

られたものと思われる。

SE303（Fig．11、PL．10）N－29区で検出した不整円形の掘り方を持つ井戸。規模は土面で

1．15×1・08mを測る。底面は二段掘りで井筒部分となり、曲物の井筒が据えられていた。一段目の

深さ0．15m、二段Rまでは0．3mである。曲物は2段残り、上段が径40cnl、下段が30cmを測る。曲

物は針葉樹のモミ属の薄板を桜皮で丸く閉じたもので、下端にはタガが回る。埋土は掘り方が灰色

砂質粘土、井筒部分が暗灰色砂である。

出土遺物（Fig・25）図示しうるものはないが、弥生土器から古墳時代から古代の土師器・須恵器、

中世の土師器の細片が少量出土している。

Mlは炉壁塊でスサやワラを含んだ粘土の璧体に鉱洋が付着する。

SE304（Fig・11、PL・10）N－2区9杭上で検出した円形の掘り万を持つ井戸。規模は上面で2・09rn

を測る。底面は二段掘りで井筒部分となる。井筒部径は1mを測る。深さは一段目迄約0・5m、二段

目迄は0．8mを測る。井筒はなく方形の井戸枠のみで、四隅に杭を打ち込み、直径3～4cmの丸木を

二段に組んで、その間を蓮のような編み物で覆って側板代りとしている。埋土は土層が灰黄褐色粗

砂混じり土から灰色粘質砂、下層は青灰色粘質砂である。

出土遺物（Fjg．14・15）弥生土器から古墳時代土師器、中世の土師器・黒色土器などが出土している。

51は土師器椀鹿部片。太宰府編年のE期のものか。52は黒色土器A類の椀鹿部片。

17
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W4～7は井戸枠の四隅に打たれた杭材である。いずれも長さ80．2cm・56．3cnl・65．5cnl・54・2cm、

直径3．2～4・5cm・4・6～5．6cm・4・0～4・3cm・3・4～3・8cmで、樹皮が残る芯持ち材の先端を削り杭と

して使用している。

SE306（Fig．11、PL・10）東壁M－27区で検出した井戸。排水溝掘削作業で東側一部を破壊してい

る。掘り方土面は隅丸方形に近く南北長2・1m、東西長1．53m以土を測る。底面は二段掘りで、二

段面は方形で径1・2m、三段目は円形で径は0・7mとなる。井戸の深さは上面より一段目が0．2m、二

段Rが0．46m、三段目が0．75mを測る。井戸枠は方形で横木に幅ⅰOcm前後の板を並べて側板とし

ているがつぶれて、内側に倒れこんでいる。その内部に曲物の井筒が二段残っていた。

出土遺物（Fig・15・16、PL．71）弥生土器、古墳時代～古代の土師器、黒色土器A類、黒曜石剥片

などが少量出土した。

W8～16は井戸枠材である。W8は建築材の転用か。横幅19．4cm、残縦長26．3cm、厚さ2cm程の板

材で、石下隅に2．3×3・5cmを測る方形穴がある。表面は土臭による削り痕が残る。W9は先端を両方

向から削って尖らしている。残存長46cm、直径4．6×5・2cmを測る。WlOも建築材の転用で下端に

接合の為の欠き込みがある。残存長36．5cm、直径5．4×5・8cmであるoWll～15は井戸枠の支柱か。

Wllは割り材を削って杭としたもの。残存長40cm、幅4．1cmを測る。W12は樹皮が残る小木を利用

した杭。残存長39．3cm、直径3cm前後を測る。先端は削って尖らす。W13～15はスギの割材の先端

部を削って杭としたもの。いずれも残存長は37．9cm・31・4cm・38cnl、幅4．9cm・3．1cm・4．5cnlを測

る。W16は大型の台形状の板材。傷みがあるが、底板の転用品か。最大横幅61・6cm、縦長15・4cm、

厚み1．5cm程である。表面は平滑な仕上げ。W17・18は井戸枠の側板。これ以外に何点かあるが代表

で図示する。いずれも針葉樹のうすい板材。下端部は削り仕上げ。横幅11．7cm・14・2cm、残存縦長

31．4cm・33．5cm、厚み0・8cm・0・8cmを測る。

SE309（Fig・11、PL・11）N－27区で検出した円形の掘り方を持つ井戸。規模は上面で0．63×

0・69rn深さは0．26mを測る。内部には井筒として歪むが径30×40c用の楕円形の曲物があった。曲

物は二段で外側の大きな曲物の中に一回り小さな曲物が入り込んでおり、その間に直径2cm程の杭

が打ち込んであった。埋土は暗青灰褐色粘質砂である。遺物から見て時期は9～10世紀であろうか。

出土遺物（Fig・15・16、PL．67）弥生土器から古代の土師器が少量出土している。

53～55は土師器。53・54は椀。いずれも井筒外側で出土。53は鹿部片で高く細い高台が付く。

小片で断定出来ないが太宰府編年のD期（10世紀代）のものか。54は高台部を欠くが完形。体部は高

台から直に開く形態で、土師器の9世紀代の特徴を残す。休部内外面にススが付き黒化し、部分的

に焼けて赤く、表面が剥落する所もあり灯火具に用いられたものと思われる。55は甕の口縁部片。

胴部内面は当て具痕、外面は木目直交の平行叩きである。口縁部は指ナデ、外面ススが厚く付着す

る。製塩土器か。

SE311（Fig．11、PL．11）　Ⅴ－27区で検出した円形の掘り万を持つ井戸。規模は上面で上25×

1・33rnを測る。底面は二段掘りで一段目は0・16rn、二段目の深さは0・33mを測る。内部には曲物の

井筒があった。井筒は二段で外側の直径35cmの大きな曲物の中に一回り小さな曲物がある。曲物の

西側には枠と思われるような幅4cmの棒状の木材があった。出物の厚みは0・4cmで、上段は残存高

17～19cm、下段の残存高は7cmを測る。埋土は淡黒色土である。

出土遺物（Fig・14）中世土師器細片が少量出土している。

56は黒色土器B類の椀片で高台部は外れる。体部内外面は丁寧なへラミガキ調整。57は黒色土器

B類の椀鹿部を再利用した円板で、直径は6・6～6．7cmを測る。縁辺は丁寧に打ち欠いている。玩具
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の瓦玉か。

SE312（Fig．11、PL．11）U－27区で検出した楕円形の掘り方を持つ井戸。規模は上面で0・94×

0・7mを測る。底面はほぼ平坦で深さは0．34mを測る。内部南側に寄って曲物の井筒があった。曲物の

直径は37cm、残存高は20cm、厚みは0．3cmを測る。埋土は淡黒色土である。遺物の出土はなかった。

SE313（Fig・11、PL．11）Ⅴ－26区で検出した楕円形の掘り方を持つ井戸。規模は土面で1．0×

1．08mを測る。底面は二段掘りを呈し、井筒として曲物が一段置かれているが、その部分は窪んで

いる。底までの深さは0．48mを測る。曲物は両径40cnl前後、残存高15cm、厚み0．4cnlを測る。埋土

は上層が暗褐色粗砂混じり土、下層は暗灰色粗砂混じり粘土である。遺物としては弥生土器や古墳

時代須恵器、土師器土山片などが少量出土している。

SE315（Fig．11、PL．11）U－25区で検出したSK324に切られる方形状の掘り方を持つ井戸。規模

は上面で1・26×1．40m、最大深さは0．47mを測る。底面中央部には曲物の井筒があり、中央部がやや

窪む。曲物は両径35×38cnl、残存高25cm、厚さ0・8cmを測る。井筒の外側には完形の土師器坏があり、

南東隅には厚み0．5cmの板材が直立していた。井戸枠の残りであろうか。埋土は暗灰色粘土である。

出土遺物（Fig・13・14・16、PL・68・71・72）中世の土師器、黒色土器。白磁などが少量出土している。

58～64は土師器。58～60は小皿。口径は9・1～9．6cmを測る。いずれも外鹿部はヘラ切り。61は

井筒横で出土した完形の坏。外鹿部はへラ切り後ナデ調整で板目痕が残る。休部は丁寧なナデ。外

面黒っぼく汚れる。62～64は椀。62はⅡ縁部片。体部は回転ヨコナデ調整。63・64は鹿部片。高

台は63が細く長く、64が太く短い。200はSK317出土の中世須恵器と同一個体の可能性がある。

Wlは井筒に使用された曲物。復元径38・8cm、高さ26．2cmを測り、側板は厚さ0・4cmで、端を重ね

合わせて接合し、桜皮で綴じている。上部には幅5．7～5・9cmのタガが一段巡り、両端を重ね合わせ

桜皮で綴じている。内面には刃物によるケビキ線が全体に入る。W19は井筒の外側に立てられてい

たもの。半分欠損するが曲物の底板材。縁辺は削りで、表面は平滑に仕上げるが上面には刃物傷があ

る。下面は腐食がかなり進む。

SE318（Fig．12、PL・11）S－27・28区ライン上で検出した不定形の掘り方を持つ井戸。規模は上

面で2・46×2．57mを測る。底面は西側にテラスを持ち東側が円形状に一段深くなる。その中央やや

西よりに井筒がある円形状の掘り込みがある。深さは一段目が0．3m、二段目は0・43m、三段目は

0．7mを測る。井筒は直径45×47cm、高さ25cmの曲物である。井筒の上面には板材が散在していた。

板材による井戸枠の名残であろうか。埋土は上層が暗灰色シルト、下層は黒灰色粘質シルトである。

出土遺物（Bg．14・16、PL・68）弥生土器や古代から中世初めの土師器、黒色土器、須恵質土器な

どが出土している。

65は土師器椀鹿部片で外湾する高い高台が付く。調整はナデ。66は黒色土器A類椀鹿部片で、低く

外湾する高台が付く。高台部はケズリ後ナデ調整。67・68は高麗産と思われる、無柵陶器の甕胴部と

鹿部片。胴部の器壁は0．5cmと薄い。外面斜めの格子目叩きが残る、内面は強い回転ナデ調整で、同

心円状の当て具痕が残る。鹿部は丸みを持ちケズリ後ナデ調整。同様のものがSK314上層にある。

W20は井筒内出土。底板の一部か。縁辺は削りで面取りし、上下両面は平滑に仕上げるが、刃物傷

がつく。残存横幅は24・4cm、厚み0・4～0．7cmを測る。W21は板材。残存横幅4．0cm、残存縦長19．3cm、

厚み0．9cmを測る。W22・23は曲物の底板の一部。W22の直径は不明。W23は円形で13．8cmを測る。

SE320（Fig．12、PL・12）Ⅴ－26区で検出した円形の掘り方を持つ井戸。規模は上面で1．70×

1．68rnを測る。中央部に曲物の井筒があるが、その部分は円形状に一段深くなり、二段掘りとなる。

深さは上段で0．2m、井筒部で0・27mとなる。曲物は直径45cmで残存高は23cm、厚みは0．4cmを渕
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Fig・12　SE318・320・321・325・334・339・408・409（1／40）
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20cm

Fig・13　SE315・320・339井筒（1／5）
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る。井筒の上には板材があった。埋土は黒灰色粗砂である。

出土遺物（Bg．13・14、PL・68・71）古墳時代の土師器や古代又は中世の土師器、黒色土器、瓦器

が、白磁が少量出土している。

69は土師器の小土山で完形、かなり歪が大きい。外底はヘラ切り後ナデ調整で板目痕が残り、体部

は回転ナデ調整。70．71は黒色土器B類椀。70は口縁部片。体部は回転ナデ。71は鹿部片。端部の

丸い低い高台が付く。72は瓦器小皿。外面丁寧なナデ調整、内面煩Lがひどく、内底にはジグザグ

状のヘラミガキ痕が残る。73～75は白磁。73は皿Ⅱ縁部片。Ⅱ縁部は体部から屈折して瑞反る。

くすんだ縁がかった乳白色和がかかる。74・75は碗。74は休部片。白濁した薄めの灰白色粕がかか

る。75は玉縁口縁で、Ⅳ－1類か。

W2は井筒として使用された曲物である。復元直径43・3cm、残存扁21．5cmを測る。側板は厚さ

0．4cmで、端を重ね合わせて接合し、桜皮で綴じている。上部には幅5・9cmのタガが一部残っていた。

内面には刃物によるケビキ線が全体に入る。

SE321（Fig．12、PL．12）Ⅴ－26区で検出した長橋円形状の掘り方を持つ井戸。規模は上面で

2・7×1・83mを測る。西側壁寄りに板で井桁に組んだ枠がある。底面はやや深くなる。枠の内径は

45cm前後である。埋土は灰褐色砂質粘土である。

出土遺物（Fig．16）弥生土器片が少量出土している。井戸枠について述べる。

W24～27は井桁に組んだ井戸枠材で、いずれも断面長石形の板材で、W24・25は両端に一ヶ所ず

つ貫孔を持つ。W26・27は両端にホゾを持つ。法量は残存長65・1cm・60．8cm・56・2cm・54．7cm、幅

7・4cm・5・9cm・4．8cm・3．6cm、厚み3cm・3・2cm・2．0cm・2．7cmを測る。

SE325（Fig．12）U－26区で検出した不整円形の掘り方を持つ井戸。規模は1．35×1．35mを測る。

底面は二段掘りで中央部には曲物の井筒がある。深さは土段までが0・2m、下段底面が0．41mを測る。

曲物は一段で直径40～43cm。高さ15cmを測る。埋土は掘り方が暗褐色粗砂、井筒は黒灰色粘質砂

である。土器類の出土はない。

SE334（Fig・12、PL・12）W－21区で検出した不整円形の掘り方を持つ井戸である。規模は上面で

2．05×2・11mを測る。底面は二段掘りで、深さは上段が0・3m、下段底面までが0．8mを測る。中央

部には板材と横木で方形に組んだ井戸枠があった。枠内には井筒はない。井戸枠は幅5cm、長さ65

cm程の横木を組んで、その外側に板を3枚縦に立てて側板としている。西側と北側には補強のため、

一部板を二重に立てている。枠の残存高は最大で70cm程である。内面には東側沿いに底より浮いて

土師器の坏が二枚出土している。埋土は暗灰色粘質砂で、井筒内は黒灰色砂である。湧水がひどく、

底面はやや不正確か。

出土遺物（Fig・17～19、PL．68・72）弥生土器から古墳時代土師器・須恵器、古代から中世の土

師器、黒色土器、瓦器、白磁、木製品などが出土している。

77～79は土師器。77は小皿。Ⅱ縁部は歪みがひどい。外鹿部は回転へラ切り後ナデ調整。78・

79は丸底杯。78がやや底が深い。79の外底部はヘラ切り。78の休部は丁寧なナデ調整。80は黒色

土器B類椀鹿部片。鹿部に丸く短い高台が付く。内面は摩滅するがミガキか。81はほぼ完形の黒色

土器A類。鹿部はかなり歪むが短い断面三角の高台が付く。内面は丁寧なナデ調整、体部下半に指

押え痕が残る。82も黒色土器A類の椀鹿部片。細く高い高台が付く。83～86は瓦器椀。83・84は完

形。体部内外面は回転ナデとミガキ調整。内鹿部にはジグザグの暗文風へラミガキが文様状に入る。

全体にかなり歪む。85はⅡ縁部片。焼成はやや不良。86はⅡ縁部を一部欠損するがほぼ完形。Ⅱ縁

端部はやや外反する。高台断面は四角である。体部内外面ミガキ。下半はヘラケズリ調整。87・88
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Fig・14　SE304・309・311・315・318・320・409出土土器（1／4）

は白磁。87は皿。平底皿II－2類で口縁部は僅かに外反する。外底は露胎。緑がかった灰白色柚が薄

くかかる。88は鹿部の形態から碗Ⅳ－1類である。高台はケズリ出しで擦られている。内底砂粒が付

着する。

W28・29は井戸枠に使用された板材。上部は欠損する。横幅27．6cm、残存縦長33cm、厚み2．5cm

前後を測る。表面は磨耗が進む。W29は折敷底板の一部。残存横幅14．8cm、残存縦長3ⅰ．5cm、厚

み0．7cmを測る。下端に4ヶ所、直径0．3～0・5cmほどの目釘孔があり、木釘が残っている。W30は扇
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Fig・17　SE334出土土器（1／4）
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骨かo残存長25．9cm、幅2・3cm、厚さ0．5cmを測る。下端に一ヶ所径0．4cmの孔があるo表面は丁寧な

削り平滑に仕上げる。W31～34は井戸枠の横木材で、万柱状の板材。W31・32は両端にホゾをかま

せる為に欠き込んでいる。いずれも完形で全長64．9cm・66．1cm、幅5cm．5．5cm、厚さ3cm・約3．5cm

を測る。W33．34は両端をホゾに削り出している。W33は右側ホゾが欠損する。いずれも全長61cm

以上・64．5cm、幅6．7cm・6．2cm、厚さ3cm前後を測る。ホゾは幅1cm、長さ3cnl前後を削り出してい

る。W35～37は側板の一部である。主なものを図示した。いずれもスギの辺材を利用したもの。下端

は削って平坦面を作り出している。上部は露出した時期があったのか腐蝕磨滅が著しい。残存長は

51．8cm．53．9cm・75．3cm、最大幅23．7cm．21cm・22．7cm、最大厚み4cm・3．8cm．3．8cmを測る。

SE339（Fig．12、PL．12）U－26区で検出した楕円形の掘り方を持つ井戸である。規模は上面で

上76×上43mを測る。底面は中央部が一段深くなり曲物の井筒が置かれている。深さは上段で

0・33m、井筒底までは0・45mを測る。井筒は直径46cm、残存高は25cmを測る。埋土は灰褐色粗砂、

井筒部は暗灰色粘土である。

出土遺物（Fig．13、PL・71）中世の土師器や黒色土器A類、須恵質土器片などが少量出土している。

図示したのは井筒に使用された曲物である。

W3は井筒に使用された曲物である。両径はやや歪むが46cm、高さは25cm、厚みは0．4cnlを測る。

側板は重ね合わせ、2箇所を桜皮で上から下まで止めている。上部と中部に幅5cmのタガが回る。

桜皮で側板と接合している。側板内面にはタテ又はナナメの不均一の刃物によるケビキ線が入る。上

端には接合の為の目釘孔がある。樹種はモミ属である。

SE408（Fig．12）第Ⅰ面で検出出来ず、第II面で検出したので遺構の残りは悪い。大小二つの円

形土坑が重なった形態で西側の小円形土坑が深く、内に曲物の井筒の残りがある。規模は0・85×

0．6mを測る。西側井筒部は0・45×0．42mを測り、深さは井筒部で上面から0．13mと浅い。曲物の

井筒は一部残るのみである。埋土は灰白色粗砂礫である。古代から中世の土器片が少量出土。
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Fig・18　SE334出土木製品・井戸枠（1／5・1／6・1／8）
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SE409（Fig．12、PⅠ．．12）第1面で検出

出来ず、第II面で検出したので遺構の残り

は悪い。半分を試掘トレンチで切られる。

形態は不定形で、西側には円形の井筒を持

つ土坑がある。規模は長軸で1・4mを測る。

深さは最深で0．18m程である。井筒の直径

は40cm程で、残りは悪いが丸木を到り抜

いたような形態である。埋土は黄白色～灰

白色粗砂である。

出土遺物（Fig・14、PL．68）76は黒色土

器A類椀で高台部を欠失する。体部内面は

摩滅がひどいがへラミガキか、体部外面上

半は回転ナデ、下半はケズリで二次的に火

を受けたのか赤変する。

④　土坑（SK）

SK302（Fjg・20）調査区北東隅N－28区

で検出した円形土坑。径1・15mX1．18m

を測り、深さは0・22mで浅い。底面はほぼ Fig・19　SE334井戸枠（1／8）

平坦である。埋土は灰褐色粗砂に粘土を混入する。

出土遺物（Fig・21）弥生土器細片と中世土師器や黒色土器A類細片が少数出土している。89は黒

色土器A類椀鹿部片。高台はハの字に開く。体内面へラミガキで、外面と高台部はナデ調整。

SK314（Fig．20、PL．ⅰ4）U－24区で検出した隅丸万形状の土坑。長軸長1．4Tll、短軸長1．28Tll、

深さは0・1cmを測る。底面はほぼ平坦である。埋土は上層が黒色灰混じり土、下層が灰色シルト粘土

と粗砂の混じりである。廃棄土坑であろうか。

出土遺物（Fig．21・25、PL．69）床よりやや浮いた状態で古墳時代須恵器や中世の土師器、黒色土

器B、瓦器片などが出土している。完形品に近いものもある。

90～99は土師器。90は小皿。鹿部には回転へラ切りで板目圧痕が残る。91は皿で、Ⅱ縁は鹿部

より短く開く。古代の8世紀頃のものか。92～97は坏である。92・93の鹿部はやや丸みを持つが、

その他は丸底の杯といわれるものである。時期的に92・93は古いのかも知れない。口径は14・9～

17．8cm、深さは3・1～3．8cmと法量にばらつきがある。調整は鹿部は残るもので回転へラ切り後ナデ、

体部は回転ナデ、内底は丁寧なナデ。95の鹿部には板圧痕が残る。94の体部内面には部分的にスス

が付着し、外面も異化する部分があるので、灯明皿の可能性がある。98・99は椀。98は器厚が薄

く細く高い高台を持つ椀である。太宰府の横田編年のE期、11世紀頃のものか。99は鹿部1／2片。

調整は外面ナデ、内面は丁寧なナデ。

SK317（Fig・22、PL・13）調査区Ⅴ・W－24区で検出したSD322と切り合う不定形状の土坑。

SD322との前後関係は明確でないが、西壁土層断面を見ると中間でSD322の部分が確認出来、

SD322が新しい時期に掘削されたような状況を示す。確認規模は西壁部分で南北幅4m、東西幅

4．5m、底面はほぼ平坦で、深さは西壁断面で最大0．55mを測る。埋土は黒色粘土を主体とし、流木

や植物などの自然遺物が中間部分で多く出土している。土師器小皿や坏など土器などが完形で多く
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Fig・20　SK302・314・324・327（1／40）

出土し、陽物と思われるような木製品も出土している。

出土遺物（Fig．23～27、PL・69～71）弥生土器や古墳時代土師器・須恵器、中世の土師器、黒色

土器・瓦器などが多数出土し、中国産白磁・国産陶器、木製品、滑石製品、黒曜石剥片などが少量

出土している。

109～170は中世土師器。109～132は小皿。口径は8．8～10cm、器高は0．7～1・8cmの範囲に収

まる。鹿部はやや丸みを持つものと平坦なものがあるが、回転へラ切りで板厚痕が残るものもある。

休部は回転ナデ調整。116は器形の歪みが大きく、口縁端部はやや内折する。120は体外面に一部

ススが付着し、黒化する。133～162はいずれも杯である。口径は14～16・7cm、器高は2．4～4・3cm

の範囲であり、割合底が浅い133～141、底が深いもの142～162に分かれる。いずれも調整は鹿部

はヘラ切り、体部は回転ヨコナデである。鹿部に板厚痕が残るものもある。163～171は椀。高台

の形態は短く丸いもの163～ⅰ65と、細く高いもの168～170の2種類ある。おおよその調整は外鹿

部がケズリ、休部はヘラミガキ又はナデである。外面に指押え痕が残るものもある。172～188は

黒色土器である。171～179・188は黒色土器A類の椀である。口径は14・7～16．5cm程を測る。全体

に底が深く椀形であるが、坏の浅い174もある。高台部は細く「ハ」字状に開く。調整は鹿部はヘ

ラケズリのちナデ、休部はヘラミガキまたはナデである。180～187はB類の椀である。短く「ハ」

字状に開く高台が付く。口径は14・3～17・8cmを測る。調整は体部はヘラミガキ、鹿部はナデである。

189～191は椀の高台部縁辺が打ち割られたもの。189は土師器で、両径は7．2cmを測る。ⅰ89・

190は黒色土器B類。190は5・8×7．0cm、191は5．8×6・8cmを測る。192～199は白磁。192は皿。
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Fig・21SK302・314・319・329・331・332・336・338出土土器（1／4）

Ⅱ縁部片で、Ⅱ端部が喘反る平底皿ⅠⅠ－2類と思われる。193もⅡ縁部細片であるが同類であろう。

194～199は椀片。194～197は玉縁の口縁部片で白磁碗Ⅳ類のものか。198・199は鹿部片。198

は高台部をケズリ出したもので厚手の磯、類の鹿部。199の平底土山のII類鹿部か。

201は中世須恵器の甕で、香川県綾南町の十瓶出窯のものと思われる。SE315出土の200と同一

窯産と思われる頸部と胴鹿部片である。底径は17．2～17・7cmでやや楕円形である。鹿部の器壁は

1．3～1．9cmと厚く、底には焼台の破片が付着しており、雑なケズリ仕上げ。胴部外面は粗い斜めの

平行タタキで粘土塊が部分的に付着し、自然粕がかかる。内面はナデで粘土帯の痕跡が残る。当て

具痕も残っている。十瓶山窯は7世紀に開業以来、11世紀中頃から中世的器種組成を顕在化させ、

九州にも太宰府、武蔵寺経間など11～12†［摘己に製品の流入が見られるが、本品もほぼその時期に導

入されたものと思われる。出

Sl～S3は滑石製品。Slは棒状の錘か。長軸長8・6cm、短軸幅3．8cm、最大厚2．4cnlを測る。頂部

に径0・6cmの孔がある。各面は工具によるケズリとケンマ仕上で、工具痕が残り、］頁部は部分的に欠

損部がある。S2は石鍋破片転用の小型石鍋である。直径6．7～7・Ocm、器高2．6cmを測る。工具によ

るケズリ成形で、内底は敲打調整。鹿部と口縁部にススが付着している。S3・4は滑石の石鍋破片。

S3は口縁部片の加工品。長さ8cm、厚さ2cmを測る。表面は欠損があるが、工具による線刻状の加工

痕が残る。S4は体部片。残存規模は横16cm、縦6cm、厚さ1．9～2・4cmである。外面は工具による

ケズリ、内面はケズリ後ケンマ仕上で、外面にはススが付着する。

W41は男根状木製品と思われる。全長17・5cmを測る。一部欠損するがほぼ完形である。ミツバ

注1．香川県教育委員会の片桐孝浩氏に鑑定とご教示を賜った。
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SK317土層名称
1－灰黄褐色租砂混じり土（鉄分混入0
2－黒褐色土（鉄分混入0
3－暗褐色腐植物土土
4－黒褐色腐植物土
5－暗灰黄褐色砂
6－黒色粘質砂質土
7－淡黒色粘質砂
8－黄褐色租砂に9混入

9－褐灰色粘土
10－黒褐色土
11－暗褐灰色租砂混じりシルト
12－11よりやや明るい
13－暗青灰色租砂混じり粘質土
14－にぷい黄橙色租砂と褐灰色土の混合
15－黒褐色租砂混じり土

16－黒色粘土（軟質O

Fig・22　SD322・SK317（1／60）

ウツギの芯持ち材を丁寧にケズリ加上して作り上げている。W42は達歯下駄の一部。菌の一部残る。

残存長10cmを測る。W43・44は断面長方形の薄い長い板材で、箸と思われる。長さ24cmと18・5cm

を測る。W45は容器の蓋か底板か。欠損し半円形を呈す。中央部に直径1cmを測る孔があり、周縁

には桜皮を通した孔が2ヶ所ある。表面は丁寧に平滑に仕上げる。W46は曲物の底板か。直径16・2

cm、厚み0・7cmを測るが反っている。表面はケズリで平滑に仕上げる。W47・48・49は曲物の側板

か。残存長は17．3cm・25．8cm・103・5cm、幅4．Ocnl・4・2cm・10．5cnl、厚み0・3cm・0．3cTll・0・5cmを

測る。いずれも表面には曲がりやすくするための刃物による切り込みケビキ線が多数入る。W48は

黒漆が塗られ、上面には紐孔が3ヶ所ある。W49の右端には接合の為の桜皮が残る。W54は全長

124．3cm、最大幅4・3cm、厚み1～3nlmの相島く薄い板材。丁寧な削りで表面は平滑に仕上げ、両端

は加工を加えナナメに作り出している。曲物の側板などにする為の板材か。

SK319　図示していないがS－29区で検出した長方形状の土坑。長軸長1．1m、短軸長0・5Tll、深さ

0・1mを測る。

出土遺物（Fig．21）弥生土器片、古墳時代～古代の土師器・須恵器片、中世の土師器、黒色土器B

類の細片が少量出土。

100は遺構の時期から外れるが、朝鮮系無文土器と思われる口縁部片。口縁部に粘土紐を巻き込

んで丸く作り出している。

SK324（Fjg．20、PL．14）U－25区SE315を切る円形の土坑。長軸長2．0ⅰm、短軸長1．85m、深

さ0・38mを測る。底は浅く窪む。長さ0．7m、幅15cm程の板材が四角い枠をなすように据えられて
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Fig・23　SK317出土土器①（1／4）
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Fig・24　SK317出土土器②（1／4）
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（

10cm

Fig・25　SK317出土土器③（1／4）、SD322、SE303、SK313・314・317出土石製晶（1／3）

おり、井戸枠の可能性はあるが、井筒はない。内部には延のようなものがあった。埋土は青灰色粘

土である。溜井のようなものかも知れない。

出土遺物（Fig・27）加工板材と古墳時代土師器の細片が1点出土している。

W50～53はスギの板材。W50は両端が一部欠損するが、残存長72．4cm、最大幅11．5cm、厚み

3．3cmを測る。右端は削り。W51は石土端を欠損する。残長61．3cm、幅12．6cm、厚み2．4cmを測る。

W52は右側端部を欠損する。残存長68．2cm、最大幅16cm、厚み3cmを測る。W53は残存長79．6cm、

最大幅13cm、厚み3．7cmを測る。表面は粗い削りを加える。

SK327（Fig．20、PL．14）S－23区で検出した不整円形状の土坑。長軸長1．38m、短軸長1・23m、

35
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Fig・26　SD305・322、SK317出土木製品（1／4・1／6）
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Fig・27　SK317・324出土木製品（1／8）

深さ0．75mを測る。底面は狭まり、壁断面は逆台形を呈す。

出土遺物　図示出来るものはないが、中世土師器の鍋や黒色土器片、白磁皿、滑石製品の破片な

どが少量出土している。

SK329　SD322のコーナー内側で検出した楕円形の土坑。規模は長軸長1．61ll、短軸長1．2Tll、

最大深さ0．45mを測る。土層ではSD322より新しいか。埋土は上層が灰色シルト、下層は暗灰色粘

土である。

出土遺物（Fig．21）中世土師器の細片が少量出土した。

101は土師器の小皿。器表面は摩滅がひどく調整は不明であるが、外鹿部板圧痕がかすかに残る。

SK331　図示していないがSX330北側で検出した情円形状の土坑。規模は1．7×1．3m、最大深

さ0．4mを測る。SX330の下層で検出したので、埋土は灰色シルトを主体とする。

出土遺物（Fig・21、PL68）中世の土師器、黒色土器B類などが少量出土した。

102～104は土師器の小土山。口径は9・8～10．9cm、器高は1・3～1・4cmを測る。鹿部は回転へラ切

りで、102．104には板目痕が残る。105は黒色土器B類の鹿部片。ハ字状に開く比較的高い高台が

付く。鹿部は回転へラ切りで、内面はヘラミガキで、表面がやや剥離する。高台部に「十」のヘラ

記号がある。

SK336・338出土遺物（Fig・21）106・107は玩具の土製円板（瓦玉）でSK336出土。106は径
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Fig・28　ピット・遺構面・包含層出土土器（1／4）

『「妄言　ノ亮7

0　　　　　　聖m

5．7×5・5cmの黒色土器A類の鹿部片再利用したもの。107は黒色土器B類の高台が残る鹿部片を再

利用したもの。径7・2×7・Ocmを測る。いずれも鹿部周縁は打ち欠いて丁寧に作っている。108は

SK338出土。黒色土器A類の鹿部片で細い高台が付く。器壁の摩滅がひどく調整は不明。

⑤　ピット・遺構面・包含層出土遺物（Bg．28、PL・70）

202～205はピット出土。202はSPOl出土の土師器椀鹿部片。体部内面はヘラミガキ調整。

203・204はSPO2出土。203は土師器小山L。復元口径は9・8cmを測る。外底はヘラ切り後ナデ調整。

204は黒色土器B類。調整は体内外面はヘラミガキで、内面は丁寧に磨く。205はSPO3出土の土師

器小皿。鹿部は摩滅し、調整は不明。

206～231は遺構面・包含層出土。206～211は土師器小皿。206はT－29区出土。完形で、外鹿

部はヘラ切り後ナデ調整。207はU－20区包含層出土。復元口径8cmと小さい。208～210はⅤ－21区

包含層出土。いずれも外鹿部はヘラ切り。208は鹿部が小さく口縁が開く形態。209は208より鹿

部丸みが強く、外鹿部の調整はへラ切りのちナデで、粘土巻き土げ痕が残る。210は鹿部が大きく、

器高は1cmと低い。208・209とも体部は回転ナデ調整。210は摩滅で調整不明。211はⅤ－22区包含

層出土。外鹿部へラ切りで、粘土巻上げ痕が残る。内鹿部に　土具痕が残る。212～214は土師器の

丸底杯。212はD－28区遺構面出土。鹿部はやや上底である。体部はナデ調整で内底面指押え痕が残
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る。2ⅰ2はⅤ－20区包含層出土。Ⅱ端部は僅かに外反する。内面赤色顔料がハケ状に残る。212・

213とも外底部はヘラ切り後ナデ調整。214は底が深くいかにも底を押し出したような状況を示す。

全体に摩滅するが、調整は口縁内外面ヨコナデ、内面はヘラミガキか。体外面下半には指押え痕が

残る。215・216は土師器椀。215はR－22区出土。直立し端部が丸く短い高台が付く。体部内面の

調整はへラミガキか。216はⅤ－22包含層区出土。口縁部片で内面に工具痕が残る。217～220は黒

色土器の鹿部片。217～219はA類。217はⅤ－22区包含層出土。高台部が比較的高い。218はU－

22区包含層出土。高台は比較的大きい。219はU－20区包含層出土。2ⅰ7とほぼ同形態。220はB

類でハ字状に開く高台が付く。内鹿部はヘラミガキ、器壁は薄い。221・222は越州窯青磁碗鹿部

片。221はⅤ－20区包含層出土。蛇の目高台の鹿部。内底に白色粘土の目痕がある。222は高台が付

き、内底には白色粘土の目痕がある。223～226は玉縁を持つ白磁碗口縁部片。いずれもⅤ－21区包

含層出土。225が広東省産のII類以外はⅣ類か。227はU－20区包含層出土の青磁碗口縁部か。体部

にはヘラ切りの達弁か。228はⅤ－2ⅰ区出土。白磁か青白磁碗鹿部片。外面へラ切りの達弁か。229

はⅤ－29区遺構面出土。土師器高坏坏部片。口縁部が外折して開く。230はN－28区遺構面出土。小

型の手捏ねの鉢か。全面指押え仕上げ。231はN－29区遺構面出土。8世紀代の土師器の小型甕であ

mb2　第1面井戸一覧表

井戸番号一 平面形状 規模　　 （㎡） 井戸枠 井筒形状 時期 備考

長軸長 短軸長 深さ

S E 303 不整円形 1．15 1．08 0．3 曲物 二段掘り

S E 304 円形 2・09 2．09 0．8 方形 11世紀 二段掘り

S E 306 隅丸方形 2．1 1．53以上 0．75 方形 曲物 三段掘り

S E 309 円形 0．69 0・63 0・26 曲物 10 世紀

S E 311 円形 1．33 1．25 0・33 二段掘り

S E 312 楕円形 0．94 0．7 0．34 曲物

S E 313 楕円形 1．08 1．0 0．48 曲物 二段掘り

S E 315 方形 1．40 1．26 0・47 曲物

S E 318 不定形 2．57 2．46 0．7 曲物 11～12 世紀 三段掘り

S E 320 円形 1．70 1．68 0・27 曲物 12 世紀 二段掘り

S E 321 長楕円形 2．7 1．83 井桁

S E 325 不整円形 1．35 1．35 0・41 曲物

S E 334 不整円形 2．11 2．05 0．8 方形 二段掘り

S E 339 楕円形 1．76 1．43 0・45 曲物 11～12 世紀

S E 408 不整円形 0．85 0．6 0．13 曲物

S E 409 不定形 1．4 0．18 丸木

39
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3　第II面の調査

1）調査の概要
第II面では古代（8～9世紀頃）の水田面と、それを切っている河川流路跡を検出した。水田面

は調査区東側から南側にかけて、調査区の約2／3の範囲で検出した。各水田は縦横の直線的な畦

町で四角形に区画されており、条里地割をよくとどめている。調査区中央には坪境になる大畦町が

十字に交差し、大畦町の幅は場所によっては1．0m以上になる。

調査区の西北側で検出した河川流路跡では、水田面との境に、木杭を列状に打ち込み横木を組み

合わせた構築物が、調査区を斜めに縦断しながら100m以上の長さにわたって検出された。河川流

路の流れの向きから考えて、これらは護岸杭列と堰である。護岸杭列に弓－っかかった状態で人形・

斎串などの木製祭祀具が10点程度出土しており、この場所で律令的祭祀が行われたと考えられる。

Fig・29　第Ⅰ面水田配置図（1／750）
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2）遺構と遺物

①水田（SS）
水田面については南接する前年度の第5次調査区で条里地割にのった水田面が検出されていたの

で、その続きを探した。重機で第Ⅰ面以下の土（砂層が主体）を剥いでいくと、白～灰色砂のなか

に暗灰色～暗褐色シル上質土の畦畔が浮かび土がってきた。畦畔の位置・方向が予想できたため、

畦町の検出は比較的香易であった。その後、畦町の検出に注意しつつ人力で掘り下げを行った。畦

畔は全体的に残りがよかったが、西南部のSS351付近では土が分かりにくく一部しか検出できなか

った。このSS351部分の水田面は、他所より標高がやや高いので、他の部分よりも新しい時期のも

のである可能性がある。

水田は条里地割の様相をよく留めており、個々の水田は直交する縦横の直線的な畔によって大小

の長方形に区画されている。縦横方向に大畦町が各1本検出でき、これらは条里の坪境にあたると

考えられる。この大畦畔によって、水田を大きく4つに分けて遺構番号をつけ、その中での小区画

ごとにさらに細分する番号をつけた（Fig・29、Tab・3、PL．15～21）。

出土遺物（Fig．30）1～7は水田SS349から出土した須恵器である。1～5は坏身である。高台

は断面四角形で鹿部と体部の境に稜をもつものが多い。1は口径12．6cm・器高3・4cm・底径8．2cm、

2は口径13．8cm・器扁3．8cm・底径9・6cm、4は口径15．6cm・器扁5．0cm、底径9・2cmを測る。6は

皿で口径ⅰ8．2cnl。7は高坏の坏部である。坏部は浅く端部は短く折れる。口径23．0cm。8はSS351

出土の須恵器のJInである。口径14・4cm、器高2．0cm、底径12・Ocmを測り、鹿部は回転へラ切り。

水田の廃絶時期　水田面から出土した遺物は、当然ではあるが非常に少なく細片がほとんどであ

る。これらの遺物は、御笠川の氾濫により水田面上に堆積した砂層内から出土したもので、水田の

廃絶時期を示す。ただ、河川の氾濫時期とは必ずしも一致せず、それより古い時期の遺物も入って

いよう。水田面出土遺物が示す年代は8世紀中頃～後半である。一方で、水田面の北西側には畦町

と斜交する方向に護岸杭列SX395が築かれている。このことは、河川流路を検出した調査区北西部

にも、元来水田が続いていたことを暗示している。その水田がある時期に河川により削られてしま

い、それを防ぐために護岸施設を築造したと考えられる。水田の廃絶はたった一度起こった大規模

な河川の氾濫によってもたらされたのではない。河川流路の変化により徐々に水田が侵食されてい

く過程で、住民は護岸施設を築くなどして水田の維持に努めたようだ。いま見る長大な護岸施設は

複数回の治水上事が累賽責した姿のようである。河川の氾濫に悩まされながらも必死で水田の維持に

努めた住民の姿を想起させる。しかし、そのような長期にわたる自然への抵抗もむなしく、やがて、

SS349

Fig・30　水田出土土器（1／4）
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水田面は厚い砂層で覆われ、住民は水田を放乗せざるを得なかった。水田を守るために築かれた護

岸施設からは8～9世紀の遺物が多く出土している（Fig・37・38）。よって、水田面出土の遺物は

8世紀代のものを主体とするが、水田の廃絶時期は護岸施設SX395出土遺物が示す9世紀ごろと考

える。水田廃絶後は第Ⅰ面に見るように、早くも9世紀のうちに井戸が掘られ、その後は集落が形成

されている。

条里地割について：古代律令国家における土地管理のあり方を「条里制」と呼んでいる。「条里制」

は（少一町（約109m）万格の径溝網とその内部の半折型・長地型といった規則的な地割形態（条里

地割）、②条・呈・坪といった区画を単位とする土地表示のための呼称（条里呼称法）、③班田収授

法との密接な関連、の3属性からなる。しかし、実際には、③の班田収授システムの成立よりも

（少・（かの地割・呼称法が後出し、3つの属性を兼ね備えた「条里制」という実体は存在しないことが

判明し、（少条里地割、（か土地呼称法の2属性をもった土地表示システムを「条里ブラン」とも呼んで

いる（金田章裕1995「条里制」『日本古代史研究事典』東京堂出版）。

本調査区が所在する福岡平野については、日野尚志氏によって、福岡条里区と呼ばれる地割が復

元されている（日野尚志1976「筑前国那珂・原田・粕屋・御笠四郡における条里について」『佐賀

大学教育学部研究論文集』第24集Ⅰ）。

Fig．31は第5・6次調査で検出した古代水田の合成図である。大畦畔が縦（南北方向）に1本、横

（東西方向）に2香椎認できる。東西方向の2本の大畔間の距離はほぼ一町（約109m）を測る。地

割の方位は磁北から350　西偏（N－35°　－W）し、日野氏が復元された条里の方位（37°　西偏）と

ほぼ一致する。よって、今回検出した大畔は条里地割の坪境と考えられる。同じ条里地割は、これ
ささい

まで周辺の雀居遺跡、下月隈鳥越遺跡等における発掘調査でも確認されている。坪内の地割（半折

型・長地型）については、不明確である。

Tab．3第II面水田一覧表

遺構番号 形状 南北 （m ）東西 （m ）面積（㎡）遺構番号 形状 南北（m ）東西 （m ）面積（㎡）

SS 34 8 ① 横長方形 ？ 13・0 （6 ．5） SS 3 4 9 ⑬ ？ 12 ．0 （6．5）

SS 34 8 ② ？ （2 0．5） （14 ．0） SS 3 4 9 ⑪ 横長方形 ？ 9 ．5 （7．5）

SS 34 8 ③ 横長方形 10．0 3 1．5 3 1 5 S S 3 4 9 ⑫ 横長方形 9 ．0 1 3．0 1 17

S S 34 8 ④ ？ （2 1．0） （2 2．0） SS 3 4 9 ⑬ 縦長方形 22 ．5 1 3・5 3 0 4

S S 34 9 ① 横長方形 （10．0） 2 0．0 S S 3 5 0 ① 縦長方形 2 1．0 9．0 18 9

S S 34 9 ② 横長方形 10．5 2 1・5 2 2 6 S S 3 5 0 ② 縦長方形 ？ （20 ．5） （16・5）

SS 34 9 ③ 横長方形 10．0 2 1．5 2 1 5 S S 3 5 1 ① 縦長方形 15 ．5 7．5 1 16

S S 34 9 ④ 横長方形 8・5 （2 1・0） SS 3 5 1 ② ？ （11．0） （32・5）

SS 34 9 ⑤ 横長方形 8．5 （2 0．5） SS 3 5 1 ③ ？ （12 ．0） （9．0）

SS 34 9 ⑥ 横長方形 16 ．5 （18・0） SS 3 5 1 ④ ？ （7 ・0） （18・0）

SS 34 9 ⑦ 横長方形 （3 0．0） 6 ．5 S S 3 5 1 ⑤ ？ （13 ．0） （13．5）

SS 34 9 ⑧ 横長方形 26 ．5 8 ．0 2 1 2 S S 3 5 1 ⑥ ？ （10 ．0） （15・0）

S S 34 9 ⑨ 正 方形 8 ．5 8 ．0 6 8

※東西に長い長方形を横長方形、南北に長い長方形を縦長方形とする。
※（）つきの計測値は残存長である。
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Fig・31第5・6次調査古代水田面合成図（1／800）
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②護岸杭列・堰（SX）
河川流路部分には砂が厚く堆積しており、航空写真（図版編巻頭図版4）を見れば幾筋かの流路

が重複しているのがわかる。しかし、現場においてそれを掘り分けるのは至難で時間的にも余裕が

なく、全体を一緒に掘り下げた。水田面と流路跡の境に構築された杭列は、非常に長く100m以上

にわたり残存しており構造も複雑であった。したがって、砂を少しずつ除いて全体が出た杭を平板

測量で図化し、記録が終わった抗をはずしてその下の杭をまた掘り出していくという作業を、何度

も繰り返しながら記録を行った。そのため、この部分の調査は水田部で第Ⅲ面の調査に入ってから

も継続して作業を進め、第Ⅳ面調査に入る前にようやく終了した。

検出した杭列は河川の流路の向きから判断して、護岸杭列および堰になると考えられる（Fig．33）。

以下に、護岸杭列・堰について報告する。

護岸杭列SX395（Fig．33～36、PL．22～29）

調査区の北辺中央から西南隅にかけて弧状にⅰ00m以上の長さで続く。途中で二又に分かれてい

る。護岸杭列は斜め方向に打ち込んだ縦杭多数とその上部に水平方向に寝かせた横木とから構成さ

れ、部分的には粗朶を検出した。縦杭は先端を尖らせて地盤の粘土に打ち込んでいる。河川流路の

砂の中から検出したわけだが、地盤の粘土層が決られずに残っている部分では、例えば調査区南西

隅のように、縦杭が1、2列並ぶだけの簡単な構造である。一方、基盤粘土層が深く扶られた部分

では、おそらく強い水流に対抗するためであろう、縦杭と横木を何重にも組み合わせて強固な構築

物をつくりあげている。

杭列の構築法はどうか。Fig・34・35に調査区北端の部分A、部分Bの構築過程復元図を示す。複

雑に杭が乱立する部分も、よく観察すると、ある基本的構造（単位）があって、それを重複させて

いった結果、現在見る複雑な姿になったようである。護岸杭列の基本的構造（単位）は、横木を間

に挟みこむように、前後から縦抗群をX字型に交差するように打ち込み、痕跡はないが、おそらく

横木と縦杭を蔓で結びつけるなりして固定したのであろう。そして、この単位を、横に並べていき

結果的には100m以上の長さの護岸杭列を形成する。また、複雑な部分は、この単位を前後に数組

重ねて頑丈な護岸を構築している。Fig・34に構築材として修羅が転用されているが、ほかにも建築

部材の転用も見られる。樹種分析の結果、樹種も多種多様で使えるものは何でも使っている。

土層図（Fig．36）に示したとおり、縦杭は先端を尖らせて、硬い粘質土層へ深く打ち込んでいる。

縦杭ははじめから斜めに寝かせていたようだ。また、複数単位が重複した部分は、各単位で層序を

異にしており、築造に時間的幅を持つが、どれ程の時間差があるのかは明らかにしえない。SX395

全体を大きく見ると、途中で杭列が二又に分かれているので、これに関しては流路の変動に伴い護

岸杭列を造り替えたと考えている。

岡山県岡山市の津寺遺跡で同様の護岸杭列が検出されている。そこでは「盛土を施した後にそこ

に杭を打ち込み、さらに盛土を行うという　上程が繰り返されている」川津寺遺跡2』1995、79頁）

ことが判明している。今回の調査では盛土の観察をし損ねたが、津寺遺跡と同じような盛土も行わ

れていたであろう。

護岸杭列内および付近から出土した遺物は9†鞘己代が主体で、8†［摘己の遺物もかなり含む。護岸

杭列の築造は9世紀頃と考えている。人形、斎串等の祭祀に関する木製品が出土した点が注目され

る。木製祭祀具に関しては、3）にて後述する。
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Fig・32　第Ⅱ面遺構全体図（1／400）
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Fig・33　堰・護岸杭列平面図（1／400）
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（河川側）

1白色細砂。底面に灰色シル下層

2暗灰色粘質土

3白色細砂

4暗灰色シルトと灰白色シルトの互居。

木質を多く含む

5灰色砂

6灰色シルトと灰色細砂の互居

7黄色、灰褐色岨砂、灰白色細砂の互居

8白色精砂。帯状に黄色岨砂居を含む

9赤みをおぴた黒褐色粘土

（一一一面水田の土）

10吉灰色粘質土

下月隈C遺跡

（水田側）

ぐご＼

Fig・34　SX395部分A築造過程復元図（1／100・1／60）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1灰色シルト

2白色細砂
3暗灰色シルト

4灰白色租砂
5白色精砂と黄色精砂の互層

6径2～3mmの暗灰～黄色レキ
7暗灰色細砂

8灰色シルト
9黒褐色粘土

47

Fig・35　SX395部分B築造過程復元図（1／100・1／60）
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2暗灰色シルト
3白色細砂
4暗灰色シルト。砂粒まじる
5暗灰～黄褐色租砂
6灰白色シルト
7白色細砂
8褐灰色租砂。間に灰白色
シル下層をはさむ

9灰色粘質土
10黒褐色粘質土

土層4

土層6

（河川側）

上から4・5・6・7・9・10

上から1・2・3・4・8

下月隈C遺跡

1暗灰色シルト
2灰色シルト。木質多く含む
3灰白色微砂
4白色微砂
5暗灰色シルト
6灰白色シルト
7褐灰色租砂
8灰白～白色細砂

L＝7・8m

上から11・12・13・14

9褐灰色租砂
10灰色シルト
11暗灰色シルト。木質多く含む
12黄灰色微砂
13灰色シルト
14灰白と黄灰色微砂の互層
15灰白色シルト
16黄灰色細砂

L＝8・0m

17灰色シルト
18白色微砂
19黄灰色微砂
20灰白色細砂
21暗灰色シルト
22暗灰色細砂
23黒褐色粘質土

1灰白色租砂。黄橙色租砂を含む

2灰黄色～黄色租砂
3灰白色租砂

4線灰色細砂
5灰黄色細砂

6灰黄色租砂。木質を少し含む
7灰白色租砂

8灰黄色租砂
9オリーブ黒色粘土
10明緑灰色粘土

1灰色シルト　11白色微砂
－－　　2白色細砂

（水田側）　3灰色シルト
4白色微砂

5灰色シルト
6黄白色細砂

7黄褐色細砂
8灰色シルト

9黄白色細砂
10灰色シルト

12灰色シルト

13黒褐色粘質土。白色砂粒を含む
14灰白色細砂

15暗褐色粘土
16黒褐色粘土

17暗褐色粘土
18青灰色粘土（グライ層）

19黄白色～灰白色細砂

L＝7・9m

（水田側）　土層5・6

1灰白色租砂と黄灰色租砂の互層

2灰色粘質土
3灰色シルト

4黄灰色～灰白色砂の互層
5暗灰色粘質土

6青灰色粘土

Fig・36SX395土層図（1／60）※各土層の位置はFig．33に′」ミす
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Fig・37　SX395出土土器①（1／4）

出土土器（Fig．37・38、PL・74）Fig・37の9～19は須恵器。9～11は坏蓋である。つまみは径

が小さく円筒状を呈する。12は大型の坏あるいは鉢である。ほぼ完存し、口径18・3cm、器高8・4cm、

底径9・4cmを測る。13～17は高台何の坏、18つ9は無高台の坏である。高台は鹿部端縁に付き、

丸みを帯びるものもある。20は縁粕陶器。復元口径13．4cmを測り、口縁端部は外反する。胎土は灰

白色を呈し焼成は軟質、粕調はオリーブ灰色。長門産であろう。21・22は内黒の黒色土器である。

23は須恵器で耳状の取手がつく。24～52は土師器である。24～30は高台村坏または椀である。高

台は低いものが多く、体部下半は内湾気味。24は墨書土器で底面に「大」と墨書する。31～49は

49
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Fig・38　SX395出土土器②（1／4）
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Fig・39　SX395出土木製品①（1／8）

10cm

無高台の坏である。鹿

部はいずれも回転へラ

切りで、口径11・2～

15．2cm、器高3・1～

4．0cmを測る。器壁が

薄くロクロナデ痕跡が

明瞭な一群（31～34）

と、そうでない一群と

がある。50は高台何

皿で口径13．7cm、器

扁3・8cmを測る。51・

52は皿である。

Fig・38の53～55は

須恵器で莱壷形の壷で

ある。56は須恵器の甕

である。57は丸瓦であ

る。凸面は無

文、側面が道

存するが、内

側半分が分割

蔵面、残りが

破面である。

SX395出土

遺物は、杭列

築造時の盛土

に含まれた土

器、築造後に

杭列に弓－っか

かった土器を

含んでおり、

杭列自体の築

造も継続的に

行われている

ので、時期的

なばらつきを

もっている。

供膳形態の土

器を見ると土

師器のほうが

須恵器よりも
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Fig・40　SX395出土木製品②（1／6）

W26

⑳～一一一～一二ここココこ。－コ．．．
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Fig・41SX395出土木製品③（1／10・1／8）
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相当に多いこと、内外両面を煩した黒色土器B類や瓦器を含まないことから、護岸杭列の築造時期

は9世紀代と考えている。

出土木製品（Fig・39～41、PL．77・78）注目すべき遺物として、人形、斎串をはじめとする祓え

の儀式に関する祭祀遺物が出土している。Wlは人形である。肩・腰を切り欠き頭部にも切り欠き

を入れ烏帽子を表現する。残存長43．5cm、幅7．7cmを測る。材はヒノキでR－26区出土。W2は大

型の人形か。残存長41．8cmを測る。切り欠いて肩を表現し、そこに縦に2箇所の穿孔がある。ただ、

股がすぐ下にあるので、人形とすると胴が極端に短い。材質はスギでR－27区出土。W3もW2と

同じ位置で出土したもので、本来同一の遺物だと思うが、うまく接合できない。W4は斎串である。

両端を尖頭に削っている。材質はスギで、長さ64．8cm、幅4．4cmを測る。Wlの人形と同じくR－

26区から出土。W5は弓形木製品である。長さ75．6cm。弓形に湾曲し、両端を細く加工している。

材質はスギ、R－26区出土。W6は鉾形の木製品である。断面は円形で残存長33．3cmを測る。S－

25区から出土。W7は馬形・鳥形の類か。胴部に横並びに2つの穴を穿孔する。この図を左が上に

なるよう縦に向けると、烏帽子をかぶった人の頭にも見え、あるいは、人物の横向きの姿を写した

横人形であろうか。長さ64・6cm、幅8・1cmを測り、材質はスギ。S－25区出土。W8は斎串か。両

端部を鋭く削り出す。長さ61・3cm、幅3．9cmを測り、材はヒノキ、R－27区出土。W9は斎串であ

る。薄板の上端から中央にかけて両側に8つずつ三角形の切込みを入れ、下端は尖らせる。両側の

ギザギザがしっかり作られているので、これと竹の先を細かく割って東ねたものを擦り合わせて音

を出す「ささら子」として使われた可能性もある（金子裕之1996「まじないの世界Ⅰ」『日本の美

術5』）。残長32・7cm、幅4・Ocmを測り、材はスギである。WlOは荷札木簡。墨書痕跡は認められな

い。長さ19．1cm、幅3・1cmを測り、板材はヒノキである。S－26区出土。W11・12は串状木製品で

ある。いずれも端部を尖らせており、斎串の可能性もある。材質はスギ。W13は箆状木製品である。

残長12．8cmで材はスギ。W14は下駄である。残長15・8cm、幅7．3cmと小さく小児用か。板材はスギ

でR－26区出土。W15は挽き物の皿である。材はサクラ属でR－27区出土。W16～28は曲物であ

る。直径は11．0～30・9cmで、20cm弱のものが多い。底板・天板と側板との接合は樹皮で綴じるも

のを主とするが、木釘を用いたもの（W19）もある。W24は内面に黒漆、外面に赤漆を塗る。ほと

んどが、祭祀具と同じくR－26・27区で出土した。

Fig．41のW29は修羅である。自然木を利用し、その文部に方形孔を穿っている。材質はユズリハ

属である。W30は建築部材である。端部を加上している。材はアワブキ属。護岸杭列にはW29・

30のような転用材も用いられている。

堰SX403（Fig・42、PL．30・31）護岸杭列SX395から直交方向に2列の杭列が弧状をなして延び

ており、その途中、河通底が深く扶られた部分（T－28区）に頑強な構築物がつくられている。推

定流路方向に再交しているので堰であろう。水田への導水施設などの関連遺構は見つからなかった。

堰は横木2本と縦杭を組み合わせた構造である。杭列は川下側へ大きく倒れていた。ここでも人形

など木製祭祀具が出土した。

出土遺物（Fig・43・44、PL．79）58は土師器の坏である。口径14・Ocm、器高3．2cmを測り、鹿部

は回転へラ切り。W31は人形である。残長62・9cm、幅11・Ocmで、材はモミ属。肩をわずかに切り

欠くが腰の切り込みはない。W32は斎串か。W33も木製の形代である。馬形のようにも見えるが、

図石端部の細い断面に切れ目を入れて、その間に板を挟めるようになっているので、鎌形の柄部と

も考えられる。W34は漆塗りの盤で、材はヒノキである。W35～37は曲物。W37は長方形で大き
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SX403

下月隈C遺跡

2m
1灰白色粗砂レキ
2オリーブ黒色粘土
3黒色粘土。粗砂レキを
レンズ状に含む

4黒色粘土
5黒褐色粘土

L＝8・3m

Fig・42　堰SX403・421（1／60）
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Fig・43　SX403・421出土土器（1／4）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig・44SX403出土木製品（1／6）

い。長さ55・4cm、幅36・Ocmを測る。

堰SX421（Fig．42、PL．32）調査区西南隅のⅤ－28区で検出した。推定流路方向および護岸杭列

に直交するので堰であろう。幅4m程度の、河迫底が深く挟られた部分に、横木と縦杭を組み合わ

せた堰がつくられている。その両側は河通底に粘質土が残っており、縦杭が2列並んでほぼ垂直に

打ち込まれている。堰の縦杭は川下側に倒れている。

出土遺物（Fig．43）59～64は土師器である。59は皿で復元口径16．0cm、器扁1．9cmを測り、鹿

部は回転へラ切り。60～62は坏、63は高台村坏である。いずれも底部は回転へラ切りである。64

は鉢である。
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③河川流路（SD）
調査区北西部では御笠川の旧流路を検出した。河川流路部には砂が厚く堆積しており、航空写真

（図版編巻頭図版4）を見れば幾筋かの流路が重複しているのがわかる。しかし、それを掘り分ける

のは至難であり時間的余裕もないので、全体を一緒に掘り下げた。その結果、流路の底面には水流

によって深く扶られた溝状・土壙状の部分が多く認められた。河川流路は絶えず変化しているだろ

うが、これら深く決られた部分は流れの勢いが強かった時期の流路跡と考えられないだろうか。そ

のような推測のもとに通構図を見ると、以下のように5筋の流路跡が想定できる。まず流路全体を

SD362として報告し、その中でさらに細分できる個々の流路から出土した遺物をその後報告する。

個々の流路の推定にあたり、調査時には別遺構として記録したものをひとつに統合したものもある。

Fig・45　河川流路配置図（1／750）
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SD362（Fjg．45）調査区の北西部の河川流路部を大きく一括りにしてSD362とした。実際には、

河川の流れが刻々と変わっており、遺構検出作業後に確認した砂の流れの方向、河底に複数ある溝

状に深く決られた部分の存在が、このことを裏付けている。後述する個々の小さな流路以外で出土

した遺物をここに報告する。

出土遺物（Fig．46、PL．74・79）65～81は土師器である。65～79は坏である。口径12．4～

15．2cm、器高3・1～4．0cmを測る。鹿部は回転へラ切りである。72、78のように鹿部へラ切り時に

1条の沈線がしっかりと螺旋状にめぐるものがある。80は高台村坏、8ⅰは皿である。82は内黒の黒

色土器椀である。83・84は須恵器の高台付坏である。83は口径15．6cm、器高5・5cm、高台径8・Ocm

を測る。85は土師器の甕である。86・87は瓦である。86は細かい斜格子叩き、87は縄目叩きであ

20cm

、、、．－

．1

、亡∃言≡苛′82

－－吉

Fig・46　SD362出土遺物（1／4・1／6）※土器・瓦は1／4、木製品は1／6
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10cm
－

Fig・47SD402出土遺物（1／4・1／6）

20cm

る。W38は編錘である。W39は挽き物の皿で、内面に黒漆を塗る。材はヒノキ。W40・41は曲物である。

SD398（Fjg．45）調査区北西隅を斜行する流路である。

出土遺物（Fjg・48、PL．79）W43は加工板材である。長さ116・8cmで3箇所に長円形の孔を穿っ

ている。材はヒノキ。

SD402（Fig．45）流路中央部のとくに深く決られた部分である。堰SX403、421はこのSD402

を堰き止める位置に構築されている。

出土遺物（Fig．47、PL．75）88～104は土師器。88～98は坏である。口径12．2～15．4cm、器扁

3・3～4．3cmを測り、いずれも鹿部は回転へラ切り。99～103は皿である。口径13．2～ⅰ7．4cm、器

高1・9～2．5cmを測り、鹿部は回転へラ切り。104は蓋。105は内黒の黒色土器椀である。内面に横
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SD404 SD411

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　W43

0　　　　　　　　　　　30cTn

Fig・48　SD398・404・411・414出土遺物（1／4・1／8）

方向の太いミガキを施す。106～112は須恵器。106～108は坏である。106は墨書土器である。

109・110は皿、111・112は蓋である。113は瓦である。凸面は縄目を擦り消す。W42は如上板

材である。材質はヒノキで両端に鋸挽き痕がある。

SD404（Fig．45、PL・75）護岸杭列SX395に近い部分でやや浅く幅広に河底が決られている。整

理段階でSD404とSK420を統合した。

出土遺物（Fig．48）114は土師器の坏である。口径13．8cm、器扁3．2cmで回転へラ切り。115・

116は須恵器皿で底部は回転糸切り。117は土師器皿である。口径ⅰ3．8cm。

SD411（Fig・45）SD404と同じ向きでそれより南側に位置する流路である。整理段階でSD411

とSX417を統合した。

出土遺物（Fig・48、PL．75）118は土師器坏、119は土師器ⅲである。120は土師器で移動式竃。

121は須恵器の高台付坏である。

SD414（Fjg．45）SD402に西側に位置する流路で河底の凹凸が複雑である。

出土遺物（Fig．48）122は土師器坏。口径11．6cm、器高2・5cmを測り底部回転へラ切り。

④古墳・弥生時代の遺物
第II面で出土した更に古い時期の遺物のうち、遺存良好なもの、重要なもののみ以下に報告する

（Fig．49、PL．76）。123～126は古墳時代の遺物である。123～125は土師器。123は小型丸底壷

でU径7．6cnl、器高8．8cnlを測る。124も小型丸底壷である。ほぼ完存し口径ⅰ1．5cnl、器高5・9cmを

測る。125は大型壷の口縁部である。口径18・4cm。126は須恵器甕の口縁部である。頚部に波状文
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Fig・49　古墳・弥生時代の遺物（1／4・1／6・1／3）※有器は1／3、99～131は1／6、ほかは1／4

を施し、2条の突帯を巡らす。127～139は弥生土器である。127～130は弥生時代中期の甕口縁部

である。逆L字形ないし鋤先形を呈する。131は丹塗広口壷の口縁部で縦方向の突帯がつく。132は

弥生前期初頭の刻目突帯文土器の甕である。口唇部に直接刻目を入れ、内面は横刷毛。133～138

は弥生時代前期の甕・壷の鹿部である。139は沓形支脚である。S1・S2は石包丁である。S3・S

4は砥石である。S3は隅に両面から穿孔を試みた痕跡がある。S5は石製紡錘車である。
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3）木製祭祀具について

律令期の木製祭祀具については、金子裕之氏の研究が著名である（金子裕之1985「平城京と祭場」

1985『国立歴史民俗博物館研究報告』第7集、金子裕之編1988『律令期祭祀遺物集成』など）。金

子氏によれば、人形・馬形などの形代や斎串、あるいは人面墨書土器・土馬といった遺物は律令的

祭祀の「大祓」で使用されたものと考えられている。律令的祭祀の具体的内容は10世紀の　土工延喜式』

に文献史料として現れるが、考古資料では7世紀後半頃には上述の祭祀遺物が出現するので、延喜

式に現れる「大祓」・「七瀬祓」の原型がこの頃には成立していたと推定される。最近では、地方官

街において実施された祭祀は「大祓」ではなく「陰陽祓」であるとする意見もある（篠原祐一2004

「地方官街と祭祀」『季刊考古学』87号）。整理作業中の2004年11月19Rに、金子裕之氏に本遺跡

出土の木製祭祀具を見ていただき、多岐にわたり御教授をいただいた。

護岸施設SX395および堰SX403から10点程度の木製祭祀具が出土した。Fig．39W6は鉾形木製品

としたが、類例の出土事例を探し出しえなかった。ただ、文献史料では蔵の儀式に使用する品々と

数量を記した史料のなかに、鉾形が出てくる。『平安遺文』所収の「豊後国椎原八幡宮祓祭物注文」

（『平安遺文』古文書編第5巻一九一二）に記載された「活祓祭物　含三十五種．（中略）…御鉾

十五本…」と、「宇佐八幡宮行事例定文」（『平安遺文』古文書編第9巻四五四九）の「一所用物・‥

（中略）…大刀三柄　梓三枝　弓三張　矢三具…」である。後者は木偏の文字であるが、前後に武器

が並んでいるので鉾ではなかろうか。

祓の際には、多くの祭祀具が一度に使われるという。人形も1枚だけでなく複数枚を一緒に使用す

る。木製祭祀具全体をセットとして観察する視点が必要である。今回の場合、護岸杭列SX395のあ

る部分に集中して、これらの遺物が出土した。よって、祭祀具が上流から流れてきてここに引っか

かったのではなく、この場所で律令的祭祀が行われたと考えている。同じ場所で曲物も相当数出土

したが、付近は当時水田であったこともあり、曲物も儀式に使う道具を入れた容器ではなかったか。
ささい

福岡市内での出土例を見ると、人形は雀居遺跡12次調査　仕雀居8』2003市報747集）と高相遺

跡17次調査（『高相遺跡17次』2001市報676果）で出土している。いずれも本遺跡の近く、御笠川

沿いに所在する。人形は大きさが異なるが、肩・腰の切り抜きの形態が共通している。また、高畑

遺跡17次調査では人面墨書土器や絵馬も出土している。
はらえ

また、福岡市西区の元岡・桑原遺跡群第15次調査では祓（解除）に関連する内答が記された解除

木簡が出土している。祓具の品目・数量を記したものであるが、水船・五色物・赤玉・立志玉など

都城の祓具には見られないものも含まれており、重要な資料である（『九州大学統合移転用地内埋蔵

文化財発掘調査概報1』2001市報693集）。

御笠川流域の高畑遺跡、下月隈C遺跡、雀居遺跡で律令祭祀関連遺物が出土しているが、この祓

を斎行した官街はどこにあるか。上の3遺跡はいずれも、太宰府から博多へ向かう水城東門ルート

と呼ばれる百道沿いに位置する。現在、周辺で確実に官衛と判定された遺跡はない。が、多量の古

代瓦が出土した高畑遺跡、多量の越州窯系青磁や緑和陶器が出土する立花寺B遺跡、古代の大型建

物群が検出された立花寺遺跡などほぞの候補である。本道跡の約1Km南に立地する高畑・立花寺遺

跡周辺に群衛・駅家のような官衝施設があった可能性は高い（山崎龍雄「福岡市博多区下月隈C遺

跡第6次調査出土の木製祭祀具」2002『祭祀考古』22）。
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4　第Ⅲ面の調査

1）　調査の概要
第Ⅲ面は古墳時代後期から奈良時代の時期である。第2面より－30～70cm程掘下げた面で検出し

た。この面の上にはもう一面水田面があった可能性があるが、時間の都合上掘下げている。第Ⅲ面

の遺構は主に東から南側にかけての範囲で、西側は古代平安時代以降の河川で時期的にはずれる。

主な遺構としては溝5条、土坑2基、水田などである。水田は南東側全域に認められるが、南東側

谷部には部分的に水田が2面残る。また調査区0－22～24区高所部で検出した溝群は規模的にもほぼ

同規模でしかも平行し重複しており、一帯が軟弱な粘土の地盤であったので、重機による遺構面検

出の際のキャタピラ痕が溝状に残ったものと思われる。

2）　遺構と遺物
①　溝状遺構（SD）
SD190（Fig．50、PL．33・34）調査区南東隅で検出された第5次調査から続く溝である。確認規模

は26mで北側はSD390と合流する。満幅は2・5～6・5mで、深さは最大で0・7mを測る。底面は流れ

による浸食か田凸が激しい。東壁沿いには部分的に横木と縦杭を何重にも打ち込んで構築した護岸

杭列SX389がある。この杭列の東側に溝状の落込みがあり、ある時点での流路の変更が考えられる。

溝埋土は洪水砂と思われる明黄褐色粗砂礫であるが、間に鉄分を濃く含んだ薄い層が何校か入るの

で、洪水が何度かあったものと思われる。また流木なども入っていた。

出土遺物（Bg．52・53・59・75、PL・79・85）弥生前期土器から古墳時代土師器・須恵器、木製品、

流木が出土している。出土遺物の層的な時期差はない。溝の時期は須恵器や土師器などから6世紀

末～7世紀である。

1～6は須恵器。1～4は坏身。小田富士雄編年のⅢb期～Ⅳa期のもの。1は器形の歪みがあるが

ほぼ完形。調整は外鹿部はいずれも回転ヘラケズリ、その他は回転ヨコナデ、4の外底にはヘラ記

号がある。5は魅の体部細片で復元径はやや不正確。櫛描波状文の上部に二重の沈線が巡る。6は肩

が張る壷の頚部片。頚部には櫛描き波状文と肩部にタテの平行タタキを施し、内面にはナデで当て

具痕が残る。2は上層、3～6は下層出土。

7～22は土師器。7は壷の口縁部片。口縁部はナデ調整で外面に指押え痕が残る。8は頸部が締ま

らない小型甕口縁部。胴外面はタテパケ目、内面はケズリ仕上。9～12は高坏。9は坏か高坏の口縁

部片か。調整はやや贋滅するがナデ。10は筒部から裾部が屈折して外に開く脚部で、焼成前穿孔で、

直径1cmの円形透かし孔が4ヶ所ある。箇部はケズリ後ナデで、裾内面はパケ目調整。11は円筒状

の脚部片。内面にシポリ痕が残る。］頁部には粘土紐接合帯が残る。12は口縁部を欠損し、裾部が屈

折して水平に延びる脚部が付く。調整は脚部外面はタテへラナデ、内面はヨコヘラケズリ。13・14

は碗形の台付鉢脚部。13は手捏ねで脚部には指押え痕が、鉢内面には工具痕が残る。14は口縁部で、

鉢部下半に指押え痕、内面に　土具痕が残る。15は皿か盤か。細片で口径は余り正確でない。ⅰ6・

17は台村鉢の脚部。16は手捏ねで指押え痕が全面に残る。17はナデ調整で、内面黒味を帯び砂が

付着する。18は土師器の甕の鹿部片。外面にタタキ痕が残る。19～22は手捏ねのミニチュア土器。

口径3～5cm程の大きさである。10・13・15・21は土層出土。

23～29は弥生土器。23は後期前半の袋状口縁壷片。器壁はやや贋滅するがナデ調整。24～26は

後期の甕。24・25は「く」字状に外折するⅡ縁部細片。24は胴部内外面パケR調整、25は外面細か
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いハケ目調整で、表面には植物の組織痕がある。又、胎土内にはゴマ粒状の気泡が多く入る。26は

頸胴部片。外面はナデ調整で爪形の工具痕が残る。内面には粗いパケ目。外面黒斑がある。27・28

は鹿部片。27はやや凸レンズ状を呈す。胴部内外面粗いタテパケR。鹿部はナデ後不整方向のパケ

目調整。28は底部が台状に直立する。調整は外面細かいタテパケ目で指押え痕が残り、内面はナデ

で工具痕が残る。鹿部はナデ。29は終末頃の鉢高坏か。口縁部内外面はパケ目、体部は磨滅し調整

不明。

Slは挙大の角礫を利用した凹石。幅12．5cm程で、各側面は粗割で上下両面に使用による打撃痕

や窪みがある。表面気泡が入り石材は安山岩と思われる。

W1は起耕具の平鍬の一部。残存長37・5cm、最大幅14．2cmを測る。頭部は丸く作り、長方形の柄

つぼがある。表面は丁寧削り仕上げであるが、所々傷む。W3・W4は杭材。残存長148．6cm，141．1

cm、杭径は6・7～7・3cm、4．7cmを測る。いずれも自然木の芯持材でW4は樹皮が残る。先端は4方向

と3方向から削って尖らす。W5は樹皮が残る板材。全長144．3cm、幅13．2cm、厚み1．3cm以土を測

る。W6は谷部で検出した杭材。全長146・9cm、直径6．3～6・5cmを測る。抗先は鋭く削り出し、頂

部は丸く削って加土する。

SD198（Fig．50、PL．33）第5次調査から続く北西に延びる小満。確認長は28mで、東に曲がっ

てSD390に合流する。満幅は1～2mで不均一、恐らく流水で壁が浸食された結果であろう。溝の

深さは0．2～0・5m程で、底面は凹凸がある。北に向かって水が流れたようで、北側が全体として深

い。埋土は上層が細砂、中間に粘土、下層が粗砂である。

出土遺物（Fig・54・75、PL83）弥生土器から古墳時代土師器・須恵器が出土している。

30は須恵器で口縁端部が屈折する蓋片で8世紀のもの。31は弥生前期の鉢鹿部片。32は古墳時代

前期の二重口縁壷片。全体に摩滅がひどいが、内面に指押え痕が残る。

S2は石庖丁。丁寧なケンマ仕上げであるが、使用により表面は摩滅し欠損する。立岩産の輝線凝

灰岩か。

E SD190

L＝7・90m

W

L＝7・90m

2m

SD198土層名称

1・灰色粘質和砂と淡黄色和砂の混合（鉄分を含む）
2・暗灰色粘土に灰黄色和砂混入
3・灰黄褐色租砂に暗灰色粘土混入
4・黒色粘土
5・オリーブ黒色砂質粘土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

－．一　一　一　エ　ー・・・5　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

SD396土層名称　　　　　　　sD190南壁土層名称
1・暗灰色砂質粘土（租砂混入）　1・黒褐色粘土
2・暗灰黄色租砂礫
3・黒色粘土

2・1に明黄褐色租砂礫を挟む
3・明黄褐色租砂礫で黄褐色租砂を縞城に挟む
4・褐灰色和砂と浅黄色相砂の縞状の互層
5・褐灰色粘質和砂と明黄褐色租砂礫の混合
6・褐灰色砂質シルト（鉄分含む）
7・褐灰色砂質粘土（租砂を混入）
8・黄灰色砂質シルト（黒褐色砂質粘土混入、植物多く混入）
9・7で租砂多く混入
10・浅黄色相砂と灰色和砂（右下がりに縞状に堆積）
11・褐灰色砂質粘土（租砂混入）
12・オリーブ黒色粘土（弥生時代包含層）

Fig・50　SD190・198・396溝土層図（1／80・1／40）
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SD373・375・376・378・383・387出土遺物（Fig．54、PL．79）これらの溝は冒頭でも述べたが、重

機のキャタピラの痕跡と思われる溝から出たものである。上面の遺物なども含まれている。

33はSD373出土。須恵器のⅡ縁部片か。外面少し灰カプリする。34はSD375出土。土師器の坏

で、外鹿部は回転ケズリ後ナデ調整。口縁外面ススが付着する。35はSD376出土。土師器の棒状の

把手。全面指押え仕上げ。36はSD378出土。須恵器の坏鹿部片。焼成は不良。37はSD383出土。

土師器の布留式甕の頸部から胴鹿部片。全体に器壁は薄くやや摩滅する。胴部内面はケズリ、外面

は下半がパケ目。黒斑が2ヶ所ある。38はSD387出土。弥生後期後半の甕。胴部内外面はパケ目調

整。胴部下半に黒斑がある。39は弥生時代後期後半の小型甕。Ⅱ縁端部が平坦で浅い凹線が巡る。

調整は胴部内外面ハケ目後ナデで、内面に指押さえ痕が残る。

SD390（PL・33）調査区南東隅で検出した北流しSD190に合流する溝。確認長は24mで、深さは

0．2～0・7mを測る。南側は浅くなる。底面は流れで田凸が激しい。

出土遺物（Fig・53～55．75、PL・83）弥生土器から古墳時代前期迄の土師器と、黒曜石剥片・石

庖丁など石器類が少量と矢板が出土。

40・41は壷。40は弥生後期終末期の複合Ⅱ縁壷Ⅱ縁部細片。41は肩部細片。外面に櫛状土具で6

条の沈線と二段の波状文を描く。内面ナデと粗いヨコパケ目調整。42～48は甕で、43～48は弥生

後期後半代のもの。42～44は小型甕。42は土師器の甕で調整は胴部外面パケ目、頸部は後ナデ。

胴部内面はケズリか。43は小型甕で鹿部は凸レンズ状を呈す。調整は胴部外面土半は細かいハケ目、

下半は工具によるナデ、内面はナデ。44の調整は胴部外面上半にはススが付着し下半は丁寧なナデ、

内面はパケR後ナデ。45～47は中型の甕のⅡ縁部片。復元口径は24cm～28．6cmを測る。45・46は

調整は胴部外面粗いハケ目、内面はナデで工具痕が残る。47は頚部に1条の三角突帯が巡る。口縁

部の内面は粗いヨコパケ目が残るがナデ調整。胴部外面は細かいナナメパケ目、内面はナデ調整で

ハケ目がかすかに残る。48は大型の甕口縁部片。口縁部が大きく開き、端部は土面に跳ね上がる。

頸部には1条の三角凸帯が巡る。口縁部から胴部にかけてはパケ目とナデ調整。頸部には指押え痕

が残る。49・50は高坏で後期中頃。49は坏部片で内外面へラミガキ。50は坏部から脚部片。Ⅱ縁

部はやや摩滅するが細かいナナメハケ目、内面は横方向の粗いパケ目後暗文風のタテパケ目調整。

脚部外面はタテヘラミガキで、内面にシポリ痕が残る。裾部に焼成前穿孔の径0．7cmの透かし孔があ

る。51は突起を持つ沓形支脚］頁部片。頂部は粗いパケ目、側面に棒状の刻目が付く。外面はナデ内

面ケズリで、頂部に1・5cmの円孔がある。52は台村鉢の脚部で調整はナデ。51．52は古墳時代初め

頃である。53はミニチュア土器の鉢で手捏ね仕上である。

S3は大型の砥石で下半部欠損する。長軸最大長30cm、短軸最大幅12．7cmを測る。上面と上下側面

は使用面か、左石小口部は擦って面を整える。石材は目の比較的細かい砂岩。S4は砥石か石皿の一

部。左側面は丁寧な擦りで、上下両面は砥石としての使用面。石材は砂岩。S5は石庖丁片の転用品

か。両側に径0．5cmの紐孔がある。

W2は矢板。痛みがあり先端と基部は欠損。残存長40．8cm、14．6cmを測る。最大厚3．2cmで先端

は薄くなる。

SD396（PL．33）Q－21区～R－25区で検出したN－32O　301－W方向に延びる小溝。確認規模は

途中途切れるが長さ44m、満幅0・8～2mを測る。深さは0・05～0・12mと浅いが水口と思われる

SX397の部分では深くなり0・4m程となる。埋土は上層が暗灰色砂質粘土、下層は黒色粘土である。

須恵器54からは時期8世紀前半頃迄か。

出土遺物（Rg．55、PL79）弥生土器から古墳時代後期迄の土師器・須恵器が出土している。



第Ⅱ面遺構全体図（1／400）
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Fig・52　SD190出土土器（1／4）
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Fig・53　SD190・390出土木製品（1／4）

54は須恵器の坏でほぼ完形。口径は14．2cmを測る。外鹿部は回転ヘラケズリ後ナデ、体部は回転

ヨコナデ調整。ロクロ回転は時計回り。表面は黒灰色から灰白色と焼むらがある。55・56は土師器

の鉢で、55は皿形で器壁は摩滅がひどいがヘラミガキ。56は口縁に頸部を有す細片。調整は口縁部

内面はパケ目後ナデ消し。57は古墳時代前期前半の土師器の二重口縁壷片で。外面黒斑あり。

②　土坑（SK）
土坑としたものは4基あるが、図示したものは2基で、出土遺物はこの面にしては新しく、上面

での未検出遺構である。SK384は第4面で報告する。

SK381出土遺物（Fig・56）図示していないが、N－24区で検出した土坑の遺物。59は須恵器の短

頸壷口縁部で復元口径は14cmを測る。形態から見て8†鞘己代か。

SK418（Fig．56、PL．40）T－22区の古代河川底で検出した円形土坑。第1面で検出したSK345

の下層部分である。直径0．6m、深さは0．32mを測る。埋土は暗灰色シルト粘土で、植物を多く含む。

下層は背灰色粘質砂である。井筒はないが、井戸の残りであろうか。

出土遺物（Bg．56）　60は土師器の丸底杯で、中世初めの時期。外鹿部は回転へラ切り、休部内外

面は丁寧なミガキ。指押え痕が部分的に残る。

SK419（Fig．56、PL．40）T－20区で検出した楕円形の土坑。規模は土面で径1．60×1．34m、深さ

は最大で0・24mを測る。底面は西側が一段テラスを持つ。埋土は青灰色砂質粘土。出土遺物はない。
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③　堤防状遺構（SX）
SX389（Fig．57、PL．34・35）SD190の東側で流路に沿って検出された杭と横木で構築された堤

防状遺構である。この遺構の西側は流路となる。遺構の確認規模はⅰ2m程でアーチ形を呈し、高所

部は杭列、川の部分には杭を打ち込んで横木を当て、間にワラや小枝など植物を詰めて補強してい

る。杭は東側に大きく倒れているので西側の流れで倒れたものと思われる。杭間には粗砂が詰まっ

ていた。堤防であるならば本来は粘土などで杭を覆っていたのであるが、その覆土は流されたので

あろうか。

杭材については任意にサンプルしたものについて樹種同定を行った。種類としては様々な樹種が

あり、近辺に生育していた樹木を無操作的に用いた結果と考えられる（第4章自然科学分析4）

出土遺物（Fig・57・59・60、PL・79・85）弥生土器。古墳時代土師器・須恵器・ミニチュア土器、

石器、木器などが出土している。須恵器から8†鞘己頃までの遺物を少量含む。

61～63は須恵器。61・62は坏身細片。形態からⅢb期頃のものか。63は蓋で8世紀前半頃のもの

か。64～66は土師器の甕。64は頸部片で内面ヘラケズリ。65は口縁部片。66は小型の甕細片で6

世紀のものか。器壁の摩滅がひどい。67は高坏脚部。脚部外面はタテナデ、内面はヘラケズリ調整。

W7～10は護岸の縦杭として用いられたもの。W7は先端が杭状にとがり、頂部が半月状に広く

なる矢板である。残存長129cm、幅13，1cm、厚さ4～6・3cmを測る。辺材に削り加工を加えたもの。
SD390

『二一千詔

Fig・55　SD390・396・433出土土器（1／4）
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Fig・56　SK381・418・419及び出土土器（1／40・1／4）

W8は頂部を欠損する。残存長

111．3cm、直径は7～8cmを測る。

自然木の芯持材である。先端は4

方向から削りを加える。W9は残

存長106．3cm、幅7～8cmを測る、

断面三角ミカン状に割られた材で

ある。先端は4万両から削りを加

える。W10は矢板で頂部を欠損す

る。残存長96・8cm、最大幅14．4

cm、厚み2．9～3・2cmを測る。先端

は両側面から削り出すが、節で曲

がる。

④　溜まり状遺構（SX）
SX368（PL・19）第2両で検出

した古代の河川SD362の東岸沿い

で検出した三日月状の溜まり状溝

（SX360）の残存遺構である。上面での確認規模は直径で9m、幅は0．7～2m程である。第2面では

この遺構の南側に川から斜交する杭列と横木確認されており、この遺構は川から水を引く導水路の

ような遺構であろうか。埋土は粗砂である。

出土遺物（Fig・58、PL79）弥生土器、古代平安時代の土師器・須恵器などが少量出土。

68・69は須恵器の坏口縁部細片。70～72は土師器の坏。外鹿部は回転へラ切り、休部は回転ヨコ

ナデ調整。73は内黒の黒色土器A類の高台坏。復元口径は14．4cmを測る。鹿部は回転へラ切りで、

体部は回転ナデ調整。体部内面にススを付着させている。いずれも太宰府C－1期9世紀前半頃のもの。

SX399　Q・R－22区で検出した達し状を呈す不定形の浅い土坑。規模は東西5m、南北5・5m、深さ

は0・05～0・1mを測る。検出時では東側のSD396とを結ぶ僅かに窪んだ溝状の落込みがあり、

SD396から導水した痕跡の可能性がある。

出土遺物（Fig・58・75）弥生時代から古墳時代前期土器片や黒曜石剥片・台石．敲石などが出土して

いる。

74～76は土師器。74・75は布留式土器の甕。74は2／3片で下胴部を欠損する。75は1／4片である。

74は細かいハケ目で部分的にナデ、75は胴部外面の摩滅がひどいがパケ目が残る。内面はヘラケズ

リを行う。いずれも器壁は薄い。76は小型丸底壷口縁部。体部と口縁部の境に粘土接合部が残る。

外面ススが付着する。いずれも4世紀後半までに収まる。

S6は敲石。長方形状を呈し、上下両面、左石・上下各側面は使用による高真打痕が残る。石材は砂岩。

⑤　水田遺構（SS）（Fig・61～63、PL・36～39）
調査区南側から東側高所部を中心に検出した。第II面水田程ではなかったが、水田面上は洪水砂

で覆われていた。また砂が詰まった足跡なども粗密はあったが、各水田で確認された。西側は谷部

で、古代の川などで流されたのか不明。水田は中央を北西から南東に延びる幅1m前後の大畦1と調

査区南側を南西から北東方向に蛇行して延びる幅1～2mの大畦2・3で4大区画に区分出来る。それ
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SX389土層名称
L＝7・7m　　　1－にぷい黄橙色租砂礫

2－暗灰色泉田砂と1と灰色砂の互層

3－灰白色租砂礫（薄く水平堆積）

Fig・57　SX389及び出土土器（1／100・1／4）
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ぞれの大区画はまた小畦で細分される。

SS192　第5次から続く水田区画である。第5次と合わせて見ると、大畦に囲まれた細長い区画の

中央に南北に通る畦を通し、それを基準に二ないし三列の四角形状の小区画水田（面積50～130㎡）

を小畦で形成している。全体で確認した水田区画は19画である。第6次部分では小畦は基盤の黒褐

色粘土で、その幅は基底で50cm程、高さは最大で10cm程である。確認した小区画水田は5区画で、

北西から南東側にかけて低くなる。小畦部分に水口は確認されていない。大畦2部分付近で畦は確

認されていないので、SX423・428を通してSS424に流れ込む水で畦が流されたことが考えられる。

出土遺物（Fig・65・75、PL79・84）埋土中から弥生土器、古墳時代土師器などが出土している。

77・78は土師器。77は古墳時代後期の短頸壷。胴外面はナナメの平行叩きで、須恵器を模倣した土

師器か。78は古墳時代前期の台村鉢脚台部。鉢体部内外面丁寧なヘラミガキ。脚部はパケ目後ナデ。

S8は滑石製の子持勾玉。表土除去中重機に引っ掛けて検出したので、損傷が激しい。コンマ型の

親勾玉の腹背に長方形の板状に略式化された子勾玉が付く。表面は細かいケズリ仕上げである。全

長は10・2cmを測る。水田に伴う祭祀品であろう。

SS200　この大水田区画も第5次調査区から続く。水田はこ列で西側が高く東側が一段低くなる。

南東隅はSD190で畦が流されたのか水田面がよく分からない。西側では水田面が二面確認された。

西側の水田は大畦3に直行する畦が幅9m～16mの間隔で4条あり、5枚の小区画水田が確認されて

いる。この部分の水田は一段下がった東側水田と形が異なる。畦は造りつけで流されて不明の部分

もあるが、水口がそれぞれ北に向かって付いており、基本的には南から北へ水が流れたのであろう。

下面の水田は30cm前後下がって検出した。畦の位置は異なるが大畦3と両交する。この面では水田

は4枚検出した。この部分では南東側から水が入ったようで水口状の落込みが2ヶ所検出された。

下層の畦は基盤の黒色粘土を削り出している。

出土遺物（Fig・65．74．75、PL・79・83・84）埋土中から弥生土器から古墳時代土師器・須恵器な

SX368

－7一一1田

覧
10

75

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cTn

」－＿＿．．－一　　　　　　　　　　　　」＿－－＿－－．．－．一－／

Fig・58　SX368・399出土土器（1／4）
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Fig・59　SD190・谷部・SX389出土木製品（1／8）
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Fig・60　SX389・423出土木製品（1／8）
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どが出土しているが、大半は水田以前の古い時期のものである。

79～82は須恵器。79はⅣa期の坏身。体部は回転ヨコナデ調整。80は蓋細片。8世紀前半のも

のか。81は小型の壷の胴片。外面は灰カプリし斑を呈す。頚部内面にしぼり痕が残る。82は施片。

肩部に円形の透孔がある。ナデ調整で内面に指押え痕が残る。83～93は土師器。83～85は壷。83

は長頸壷Ⅱ縁片で調整はヨコナデ。84は二重Ⅱ縁壷片。古墳時代初め頃か。85はⅡの窄まる壷。Ⅱ
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縁はやや内湾し直立する。頸部内面には指押え、胴部外面はナデ調整で内面はハケ目。86～88は甕。

86・87は小型甕の口縁部で、86は口端部が丸く、87は平坦になる。86の胴部外面は摩滅するが、

内面はヘラケズリ、87の外面はタテ又はナナメのハケRを行う。内面はいずれもヘラケズリ。88は

頸～胴部片。胴部外面は摩滅がするが平行のタタキ痕、内面には粘土接合痕が明瞭に残る。89は壷

か鉢。口縁部片。復元口径7・6cmで口端部の表面の剥落は著しい。90は口縁が開く鉢で調整はナデ。

91～95は土師器の高坏。91は坏部片で、鹿部と口縁部の境には粘土塊が残るが明瞭な段を持つ。

内底には焼成後刻まれた線刻があった。92．93は同形態の脚部片。94は脚部箇部片。外面ヘラケズ

リ後ナデ、内面はナデ調整。95は脚部片で箇部が中実で裾部が短く大きく開く。外面は丁寧なナデ

又はミガキ調整。裾部は細かいハケ目が残る。直径1cmの円孔がある。古墳時代前期～中期のもの。

96～106は弥生土器。96～98は複合口縁壷口縁片。96・97は直立する複合口縁で、調整はナデ。

97は細かいパケ目調整。98は後期の山陰系の複合口縁壷。口縁部内外面に櫛描波状文を施す。99・

100は壷の胴部細片で、櫛で数条の沈線と間に波状文を描く。101は偏球の胴部片。調整は外面は

やや摩滅する上半はヨコミガキ、下半はナデ。内面は粗いパケ目。102は頸部に三角突帯が巡る壷

胴頸部。内外面細かいパケR調整で、外面肩部に3条の並行する刻線がある。103は弥生時代終末

から古墳時代初めの甕胴部片。下半部に刻目の付く突帯が1条巡る。104は高坏坏部で、後期中頃

の山陰系の九重式土器か。調整はナデで、体部と鹿部の境には突帯状の張り出しがある。105は後

期前半頃の器台。調整は胴外面から脚端部・内面下半迄ハケ目。内面土半は強い指ナデ。外面には

黒斑がある。106は大型器台の透かし部細片。外面赤色顔料が塗られている。厚みは0．8cmを測る。

107は板状の把手片か、調整はナデ。ⅰ08つ09はミニチュア土器の鉢と高坏。手捏ね仕上げで指調

整痕が明瞭に残る。

252は投弾である。完形で全長3．4cm、最大径1．9cmを測る。丁寧なナデ仕上げである。253は土

錘である。分銅形を呈すが、半分程欠損する。摩滅がひどいが、ナデ仕土げか。残存長6cm、最大

幅3・7cmを測る。254は焼けた粘土塊。表面は焼けた感じで、孔が空いている。

S9は太形蛤刃の石斧。全長12．4c用、最大幅6．9c用を測る。全面に蔵打調整痕が残るが、刃部は研

磨で作り出す。使用で刃先が潰れ、全体として欠損がひどい。石材は玄武岩か。SlOは叩石。長軸

長9・7cm、短軸最大幅6・5cmを測る。表面は磨りまたは自然画で、上下両面と左石側面、下小口面は

叩き使用痕で窪む。

SS410　大畦1の東側の大区画である。この区画は大畦1に並行する畦と大畦3に並行する小畦で

3区画に細分されている。ただ遺構の残りは悪いのでこれが本来のものとは思われない。畦は断面

図②では基盤の黒色粘土で高さは5cm程である。大畦1は第2面の条里の大畦とほぼ同方向のN－

310　30′－Wに取り、Q－24区で北側に曲がり消滅する。この区画に伴う水口はQ－22区で検出した

SD396から導水するSX397である。

出土遺物（Fig・66・76、PL．80・85）弥生土器や古墳時代～古代の土師器・須恵器、黒曜石・贋石

などが出土。

110は須恵器坏。7世紀後半～8世紀前半頃のものか。1日～日4は土師器。111は杯Ⅱ縁部片。

11世紀の杯の可能性があり、水田面の時期としては異なるので上層からの混入か。112・113は古墳

時代後期6世紀頃もの。112は壷の口縁部で、口縁内外面はパケ目、胴部内面はヘラケズリを行う。

113は砲弾形の甑。把手がつくと思われるが不明。鹿部の蒸気孔は欠失し不明。114は天井部が欠

失する鳶口の沓形支脚。頂部には径2・8cm強の円孔がある。115はミニチュア土器の脚部。指押え痕

が明瞭に残る。二次的被熱を受けている。
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S22は黒曜石の石鏃。鏃長1．9cmを測る。基部は平基で、剥片を利用して側縁に二次調整を加える。

SS424　大畦1の西側で、南側を大畦2で限られる区画。この区画は西側に畦が残る。現状では大

畦Ⅰと西側谷部に並走する最大幅1m前後の畦との間を仕切る2条の東西小畦で3～4小区画に細

分される。この大区画に伴う取排水口はSX423・428でSS192からの流れであろうか。小畦部分に

は水口がなく畦越で水が流れたのであろうか。

出土遺物（Fig・66・75、PL．84）弥生土器や古墳時代後期の土師器・須恵器、黒曜石片・砥石など

が出土。

116～118は須恵器。116は坏．身。Ⅳa期のもの。外鹿部は回転ヘラケズリで、体部上半からⅡ縁部

50m

Fig・61第5次・6次水田配置図（1／800）

75



76 下月隈C遺跡

は回転ヨコナデ調整。117はⅤ期の坏。体部から口縁部内外面は阿恵ヨコナデ。118は坏か高坏の口縁

部片。調整は回転ヨコナデ。119は口縁部がやや屈曲し開く小型の鉢または壷。器壁は摩滅し調整不明。

Sllは万形状を呈す両乏石。上下両面と左側面は磨り研磨で敲打使用痕や窪み残る。石材は石英斑

岩である。

⑥　取排水（水口）遺構（SX）
SX397（Fig．64、PL．38）水田SS410に付く、大畦1を切ってSD396から取水する水口である。

畦に両交して細長く窪む。規模は長径10m、最大幅6mを測る。底面は畦東で一番深くなる。埋土

は暗灰色粘質砂混じり土で、下層は粘土を含む。水口に直交して畦上に自然　潅木を利用した杭を

打ち込んでいた。

出土遺物は弥生前期土器から古墳時代土師器などであるが、細片が多く図示出来るものはない。

SX423（Fig．60、PL・38．85）SS424に伴う大畦2を切って北に流れる水口。規模は南北径5．5m、

東西径6mを測り、円形で措鉢状に窪む。畦の部分には二重の杭が打たれる。この部分では畦の部分

も溝状に決れており、流れで畦が壊れた可能性がある。弥生土器片などが少量出土している。

W11・12は水口部分に使われた杭。いずれも預部を欠損とするWllは残存長137．2cm・を測る。

断面三角の割材で先端は四万向から削って尖らす。W12は残存長137・6cmを測る。半裁した材を使

用しており先端は多方向から削りを加えて尖らしている。

SX428（Fig．64）SS424に伴う大畦2を切って北に流れる水口。規模は長径6m、最大幅2mで相

島く浅く窪む。杭などの施設はなかった。選物の出土はない。

⑦　遺構面出土遺物
遺構検出時に出土した遺物で、大半が包含層の時期と重なる。弥生時代から古代までの遺物が出

土している。東側高所部分、西側低地部分に分けて報告する。

東側高所部出土遺物（Fjg．67・68・74・76、PL．80・83～85）120～126は須恵器。120は天井部

が扁平の蓋。天井部に扁平な摘みが付く。8世紀前半頃のもの。121は皿鹿部片。外鹿部はヘラケズ

リ。8世紀後半。122は坏片で8世紀前半のもの。123・124は坏蓋。123は天井部2／3は回転ヘラ

ケズリ。125・126は坏身口縁部片。123～126は6†鞘己後半代のⅢb期のもの。

127～140は土師器で。127～129は坏。127は鹿部片。焼成は不良で全体に摩滅する。10世紀代

のもの。128の体部はヨコナデで、外鹿部はヘラケズリ後ナデ調整。129は表面と胎土の色が違う。

9世紀のもの。130・131は甕口縁部片で、131は8世紀前半のもの。以上はR－25区出土で古代の川に

伴うものと思われる。132・133は小型壷。古墳時代後期の時期か。132は短頸壷。胴部外面は指押え

で雑な仕上げ、内面ヘラケズリ。133はミニチュア土器で壷か。口縁部は窄まり復元で約4・8cmを測

る。134～137は高坏。134は坏部と脚部を図土復元。全体に摩滅がひどく、坏部の調整は不明。5

世紀前半代のもの。135～137は脚部片。135の内面はヘラケズリ、外面は摩滅するがナデ調整か。

136は短脚で、裾部に4ヶ所の径1cmの円孔がある。137は大きく開く裾部で上半に3ヶ所の径6mm

の円孔がある。138は大きく開く脚台部。内面細かいヨコハケ目調整。139・140は鉢。139は鹿部か

ら屈折して口縁部が開く。摩滅し調整は不明。140の内面には酸化鉄分が沈着し、器壁は荒れる。弥

生終末から古墳時代初め。141は壷口縁から胴部。胴部内面は粗いヨコハケ目調整。142～145は二

重口縁壷片で、いずれも古墳時代前期初めのもの。142の外面には沈線状の文様が入る。143の調整

は頸部ナデとミガキ。144の調整はナデ。ⅰ45は大型壷で、Ⅱ縁端部は平坦で僅かに窪む。146は弥



Fig・62　水田配置図（1／300）
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畦①　　　　　　　　L＝8・10m　畦②　　　　　　L＝7・90m
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Fig・63　各畦断面図（1／40）

1m

生後期土器の壷肩部片か。外面櫛R波状文とパケRを施し、内面は粗いヨコハケR調整。

256は杓子片。全面指押え仕上げで、残存長6・3cmを測る。257は扁平な台形状の土製品。長軸長

3．9cm、最大幅3・5cm、厚み1．4cmを測る。胎土は精良。粘土を二つ折りして成形し、表面は丁寧な

ナデである。

S12・13は磨製の石庖丁片。S12は刃部が半月形を呈す。使用で刃部や表面の欠損が著しい。S13

は刃部と背部が楕円形の形態。中期以降のもの。いずれも石材は輝縁凝灰岩か。S14は有溝石錘で

ある。残存長3・55cmを測る。表面に十字の溝が巡る。石材は砂岩。S23・24は石鏃。S23は黒曜石

製でS23は残存鏃長1．95cmを測る。先端と基部が欠損。剥片に両面に剥離調整を加える。S24はサ

ヌカイトの石鏃。鏃長2・Ocmを測る。基部は凸基で両面に丁寧な剥離調整を行う。

西側低地部分出土遺物（Fig・68、PL．80）147は須恵器坏鹿部片。外鹿部はヘラケズリ後ナデで

墨書らしき痕跡が残る。内面に酸化鉄分が付着する。ⅰ48は土師器皿。外鹿部は回転ヘラケズリ後

ナデ、休部は回転ヨコナデ。いずれも9世紀前半代か。149は須恵器の甕口頚部。胴部外面はタテ

並行タタキ後ナデ、内面はナデで同心円状の当て貝痕が残る。150は土師器甕口縁部。胴外面から

口縁部内面は粗いパケ目、胴部内面はヘラケズリ、8†鞘己後半頃のもの。151は口縁部が外反して

開く台村鉢片。調整は磨滅がひどく不明。古墳時代前期初めか。152は器台口縁部片。頸部は土半

にある。外面はナデ、内面も指ナデである。弥生時代後期か。

⑧　包含層土器群（SX）
遺構面下包含層で土器が集中する部分があったので、土器群として遺構番号を付し取上げた。

SX429出土遺物（Fig．69、PL．40．80）N・M－25区で検出した。弥生時代前期から土器や凹石や

贋石などが出土。

153～156は弥生土器。153はほぼ完形のミニチュア土器鉢。指押え仕上げで、鹿部は僅かに平

底気味である。153は鉢で器表の摩滅がひどく調整は不明。154は複合口縁壷で、内面には指押え

痕とパケが残る。後期前半か。156は甕鹿部片。やや凸レンズ状の平底である。調型は胴部外面は

粗いタテハケ目、鹿部と内面はナデ。後期中頃か。

SX430出土遺物（Fig．69、PL・40．80．81）0－21区で検出。弥生土器から古墳時代土師器、黒曜

石剥片が出土。
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Fig・64　水口SX397・423・428（1／50）
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Fig・65　SS192・200出土土器（1／4）
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718F干瑠11。
Fig・66　SS200・410・424出土土器（1／4）

157～160は土師器の壷。157は頸が窄まる胴頸部。外面は丁寧なミガキ、内面はナデかミガキ

調整。胴部外面には黒斑がある。158は胴部片。調整は外面がかなり摩滅するが、頚部にパケ目が

残る。内面はナデで粗いヨコパケ目。159・160は短頸の口縁から胴部片。外面は工具によるナデで

擦痕が残る。口縁内面はハケ目後ナデ、胴部内面はナデ調整。160は器壁はかなり摩滅するが調整

はナデか。161～164は甕。161はかなり歪む口縁部片。器壁の摩滅はひどい。162・163は在地系

の長胴甕。調整は胴部外面は粗いパケR、内面は粗いヨコパケで土具痕が残る。外面には黒斑があ

る。163は中型甕で、胴部外面上半はハケ目、下半は板ナデ。頚部内面はパケ目、その他はナデ調

整。全体に歪みが大きい。164は口縁部片。調整は口縁部外面は強い工具ナデ、口縁から頸部外面

は粗いハケ目、内面は摩滅するがナデか。弥生後期末から古墳時代前期迄のもの。165は器台で口

縁と鹿部片。全面に指押え痕が残る。弥生後期前半頃か。166は土師器の鉢で軽く外反する口縁を

持つ。全体に摩滅がひどいが、胴部内面は土具によるヨコナデ調整か。胴部外面には黒斑を持つ。
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Fig・67　遺構面出土土器①（1／4）

167・168は土師器の台村鉢。167は2／3片、168は脚部を欠失する。調整は167の胴部内外面はへ

ラミガキ、168の胴部はケズリかナデ、167の脚部外面はタテ・ナナメのパケ目、内面はヘラケズ

リ後ナデ。古墳時代前期前半か。



82 下月隈C遺跡

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig・68　遺構面出土土器②（1／4）

SX431・432出土遺物（Fig．70、PL．40・81）SX430西側の大畦下で検出した土器群。弥生時代後

期から古墳時代前期の土器が出土。

169～174は土師器の甕。169～172は小型の甕。169・170は口縁から胴部である。調整はいず

れも胴部外面がハケ目、内面がケズリとパケ目。口縁部はナデで、170の外面にはススが付着する。

171．172は口縁部。171はやや歪みがある。調整は171の胴内面はケズリ、172の口縁内面はハケ

目。173．174は中型の甕。173の胴部外面はやや摩滅するが、調整はナナメの並行タタキ、内面上

半はナデで細かいヨコパケR。ⅰ74は布留式土器甕の胴部片。胴部最大径は20・6cmを測る。外面は

パケ目、内面はヘラケズリ調整。175は大型の頚部は窄まる壷の胴部片か。胴部の器壁は薄く、外

面並行タタキ、内面は丁寧なケズリで当て具痕が残る。176・177は鉢。176は体部外面ミガキとハ

ケ目、内面は丁寧なナデ調整。177は器壁の摩滅がひどいがナデか。178～183は高坏。178・179

は坏部。178の調整は口縁外面はハケ目後ナデ、鹿部はミガキか。内面はナデで細かいハケ目が残

る。179の調整は178とほぼ同じ。180～182は脚部。180は外面へラナデ後細かいパケ目、内面は

ナデで奥にはシポリ痕が残り、裾内面にはヨコハケ目。焼成前穿孔の径1cmの円孔が4ヶ所ある。

181は大きく湾曲して開く形態。全体に摩滅がひどいがパケ目がかすかに残る。182は筒部で、調

整は外面はナデ、内面はヘラケズリ。183は弥生後期中頃の大型の高坏でSX432出土。復元口径は

34．2cmを測る。坏部は摩滅がひどいがミガキか。口縁部外面には黒斑がある。脚部は外面タテハケ

目後ナデ、内面はナデ調整でシポリ痕が残る。径1～1．1cmの円孔が4ヶ所ある。184は古墳前期の

小型器台で、摩滅し調整は不明。185は山陰系の鼓形器台片。外面はナデとハケR、内面ヨコパケ

目後ナデ調整で工具痕が残る。186は台村鉢脚部。外面へラミガキとナデ、内面脚裾はパケ目調整。

187・188は弥生後期後半頃の器台。187の外面はナデ後タテハケ目、188はナデで裾部に並行叩

き痕が残る。内面はいずれも指ナデ調整。189は壷のミニチュア土器片。ナデ調整で内面指押え痕

が残る。190は棒状の杓子把手片。指押え仕上げである。
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⑨　包含層出土遺物（Fig・71．74．76、PL．81～85）
191～233は水田面下包含層から出土の遺物である。以下は0．P－20・21区の大畦下あたりで出土。

191は須恵器の施胴部。肩部に再径1cmの円孔がある。

192～213は土師器。192～201は土師器の甕。192・193は小型甕口縁部片。192の胴部内面に

は粘土接合痕が残る。193の外面にはススが付着。193～201は中型の甕。198・200以外は存留式

系の甕。196と197の胴部中央には1条の波状の沈線が巡る。198の胴部の調整はナナメの並行タ

タキ後パケ目。内面はヘラケズリ後ナデ。黒斑がある。200は頸胴部片。胴部外面はナナメの並行

タタキ後ナデで、内面はケズリ後ナデ調整、頸部内面には粘土接合帯が残る。201は全体を復元し

た。胴部外面はナナメパケ目、内面はケズリとナデ調整で指押え痕が残る。口縁部はヨコナデ調整

で口端部は内面にわずかに段を持つ。外面には黒斑がある。202～204は土師器の壷。202は小型

の広口壷か。器壁は摩滅が著しく調整は不明だが内面はケズリか。203は口縁部が内側に屈折する

短頸壷。器壁は薄く、全体に摩滅し調整は不明。焼成は不良だが胎土は精良。204は長頸壷。外面

は口縁から胴部まで丁寧なナデ又はミガキ調整、胴部内面はパケ目である。205・206は小型丸底

壷で、浅い丸底の体部からⅡ縁部が外折して開く形態。205の調整は丁寧なナデ。207はⅡ縁が広

く鉢か。調整はナデと思われるが、全体に摩滅がひどい。208～212は高坏。208は坏部片。口縁

は歪みがある。外面と内底面は暗文風のヘラミガキ、口縁内面は摩滅があるがヨコへラミガキ調整。

209～212は脚部片。いずれも円形の透かし孔を持つ。裾が大きく開く209・210と、開きが弱い

211・212の二種類に分かれる。前者が時期的には新しい。213は外来系の小型器台。脚部に焼成

前穿孔の円孔が2ヶ所ある。外面は丁寧な細かいミガキ。214・215は古墳前期の丸底の鉢。214

はやや歪むが、内面にパケ目が残るが丁寧なナデ調整。215は大型の鉢で、外面ナナメパケ目後ナ

デ。内面はミガキに近いナデ調整でパケ目や擦痕が残る。216は古墳時代前期の台村鉢の坏部から

脚片。坏部内外面は丁寧なミガキ仕土。217～219は弥生土器の器台。いずれも土部にくびれを持

つ筒型の形態。後期後半代のものか。217の外面はタテナデ、内面は指ナデ調整。218の外面はタ

テハケR、内面はナデ調整。219は厚手で外面ナデ、内面はシポリ痕が残る。220～222はミニチ

ュア土器。いずれも手捏ねで、指押え痕が残る。220は古墳時代のものか。221は平底の鉢。222

は鉢であるが、平面形態が角鉢気味である。223は弥生後期後半の複合口縁壷口縁片。外面に竹管

文が付く。224は古墳時代前期の大型甕の口縁部小片。頸部に断面三角の刻目突帯を一条巡らし、

内外面ハケ目調整。225・226は甕の同一の胴部片。225には扁平の刻目実帯が付く。226は線刻の

文様が入る。227・228は壷頸胴部片。227は頚部に断面三角の櫛歯による刻目突帯が付く。肩部

外面には櫛目工具による並行沈線とそれを挟む二条の櫛描波状文が入る。外来系のものか。228は

後期の壷か。頸部に断面三角の突帯が付く。器壁は摩滅し調整不明。229は高坏で複合口縁状の坏

部で、弥生終末頃の山陽系のものか。器壁は摩滅するがナデ調整か。パケ目がわずかに残る。

230～233はR－20区で出土。230・231は土師器。230は小型甕口縁部で復元口径は9．6cmを測る。

231は椀形の鉢で復元口径は12・4cmを測る。230は古墳時代後期のもの。232．233は弥生土器の甕

Ⅱ縁部。232は頸部に三角突帯が巡る。後期前半頃のものか。233は同一個体と思われる破片に線

刻の絵画文様が入った破片がある。後期後半代のもの。234は後期前半の袋状口縁壷。口縁の屈折

部に刻み目が付く。胴部中央と頸部との境に二条の三角突帯が付く。調整は頸部内外面はパケ目、

胴部外面はハケ目とナデ、内面はハケ目。235は大型甕の胴部片。断面台形の刻み目突帯が1条巡る。

内外面でハケ目である。後期頃のものか。

236はU－26区出土。完形の須恵器の坏でⅡ縁部はやや歪む。外底部はケズリ。内面は酸化鉄分が

83
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Fig・69　SX429・430，遺構面下包含層出土土器群①（1／4）
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Fig・70　SX431・432，遺構面下包含層出土土器群②（1／4）
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l

Fig・71遺構面下包含層出土土器①（1／4）
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Fig・72　遺構面下包含層出土土器②（1／4）
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Fig・74　各遺構出土土製晶（1／3・1／4）

付着する。8世紀後半～9世紀前半。237～245は土師器。237・238は廃土出土。237は土師器の

坏。外鹿部は回転ケズリ後ナデ、体部は回転ヨコナデ調整。238は土師器の小型壷。手捏ねで指押

え痕が残る。239・240は土師器の壷。239はQ－22・23区出土。丸底で外面は細かいハケ目、内面は

強いナデ調整。240はP－24区出土。直立気味の口縁で、調整は胴部内外面パケ目、口縁部外面はナ

デ、内面はヨコパケ目。241は0－21区出土。土師器の甕。調整はやや摩滅するが胴部はナナメの並

行タタキ、内面はナデと細かいヨコハケ目である。242はS－24区出土。土師器の椀形の鉢で、口端

部は外反する。外面タテ又はヨコパケ目、内面は丁寧なナデ調整。243はP－22区出土。小型器台の

Ⅱ縁部片。古墳時代初めのもの。244は0－21区出土。高坏で脚部に比してⅡ縁が大きく開く坏部を

持つ。調整は坏部外面はタテハケ目、内面と脚部は丁寧なナデかミガキ。古墳時代前期前半のもの。

245はP－23区出土。器台で頚部のくびれが強い。胴部外面はタテパケ目、その他はナデ調整。古墳

時代前期初めのもの。246～251は弥生土器。246はⅤ－25区出土。丸みの強い胴部を持つ壷。調整

は胴部外面は摩滅するが、上半はナナメの並行タタキとパケ目、内面は板ナデ後パケ目で工具痕が

残る。弥生後期終末頃のものか。247は壷か鉢の鹿部でU－26区出土。鹿部に二重の同心円状の溝が
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切られる。248は器台でN－23区出土。頚部のくびれは土部にあるがやや弱い。外面タテハケ目、内

面は指ナデ調整。249～251は甕。249・250は口縁部片で後期後半代のもの。249はⅤ－27区出土。

外面はナナメ、ヨコパケR、胴部内面もヨコハケR調整である。250はQ－21区出土。大型の複合Ⅱ

縁壷の口縁部片で、器壁は厚手で口縁部内外面細かいハケ目である。251は甕底部片で、鹿部に焼

成後穿孔の孔がある。外面タテパケ目、内面はナデ、鹿部は雑なナデ調整。0－23区出土。

257は焼けた手捏ねの不定形状の不明粘土塊。長軸長10cm、短地島7．7cm、最大厚4．8cmを測る。

Q－22区出土。258は竃の鹿部の一部。ナデ調整で粗いパケ目が残る。使用によるススが内側に付い

ている。R－25区出土。259は円板状土製品で、高坏の脚部を再利用したものか。両径は4．8cmを測

る。全体に摩滅は著しいが、内底面は指押え仕上げ。

S15は太形贋製石斧刃部を再利用した敲石。刃先が潰れており、また欠損部には敲打使用痕が見

られる。石材は玄武岩。S16は石庖丁の粗成形段階の未製品。石材は粘板岩か。S17は扶入片刃石

斧。表面一部欠損があるが、丁寧な研磨仕土げ。扶り部は高長打仕土げ。石材は頁岩。S18は大型の

砥石片。下は欠損する。右側面は砥石の使用面、その他は粗い敲き調整である。石材は砂岩。S19

は楕円形の扁平な贋石片。石側面と上面は敲打使用痕が残る。石材は砂岩。S20・21は石庖丁片。

研磨仕上げであるが、全面的に欠損が著しい。S25は石鏃。残存鏃長1・95cmを測る。先端と基部が

一部欠損。表面は雑な剥離調整である。石材は姫島産の黒曜石か。
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5　第Ⅳ面の調査

1）調査の概要

第Ⅳ面は第Ⅲ面から更に30～40cm程下げた面で検出した。全体調査区北西側1／4程は遺構存在の

可能性が低く、期限の関係で除外した。西側については第II面の川底であったので、第Ⅲ面につい

ては不明で、その下は第Ⅳ面となる。調査区南東高所部では包含層があり、本来その土面が遺構面

と思われたが遺構の検出は難しく、基盤両道下げて遺構を確認したので、住居跡などの壁面を飛ば

している可能性がある。

第Ⅳ面の遺構は主に東側微高地部を中心に検出した。微高地部では主に竪穴住居跡や土坑、溝、

掘立柱建物などから構成される集落遺跡を検出した。西側低地部は不定形土坑や溝、水田跡の痕跡

かと思われる畦状の高まりなどを検出した。遺構の時期は弥生時代前期初めから古墳時代前期迄で

ある。主な検出遺構は掘立柱建物20棟、竪穴住居跡4棟、溝状遺構20条、土坑50基以上、方形周溝

Fig・77　建物・竪穴住居遺構配置図（1／400）
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状選構1基、柱穴多数などである。

下月隈C遺跡

2）遺構と遺物

①掘立柱建物（SB）
第Ⅳ面の東南部で集落跡を検出した。この部分は周辺よりやや高い微高地である。柱穴が密に分

布しており、柱穴内に桂根・礎板が残るものがかなり存在する。桂根・礎板が残る柱穴にとくに注

意しながら柱穴の配置を検討した結果、現場にて20棟の掘立柱建物を復元した。実際はこれ以外

にも多くの建物があったであろう。しかし、建物の立地する微高地平面形が紡錘形であり、建物群

の主軸方向に一貫性がありそうもない。また、柱穴が多いため、復元したとしてもそれが悪意的で

ある感が否めない。よって、整理時にも建物の復元を試みたが、建物としての認定は現場で確認し

た20棟のみに留めている。

各建物の規模、計測値などはTab．4に示し、個々の説明は省略する。特記事項や出土遺物につい

ては、以下のとおりである。各建物の柱穴から出土する遺物は少なく、時期を判定する材料は極め

て少ないが、弥生中期～終末の建物が多いようだ。

SB579出土遺物（Fig．85、PL・86）1は高坏の脚部である。底径19．6cm、脚部高16．7cmを測る。

脚はラッパ状に開き、中程に4つの穿孔を施す。外面は縦刷毛。Slは石庖丁である。2箇所の穿孔

部で欠損している。

SB580出土遺物（Fig・85）2は土製投弾である。長さ4．2cm、径2・Ocmを測る。

Tab．4　第Ⅳ面掘立柱建物一覧表

遺 構 番 号 規 模 梁 間 長 （m ） 桁 行 長 （m ） 主 軸 方 位 礎 板 形 状 挿 図 番 号 図 版 番 号

S B 5 7 9 1 × 2 間 3 ・16 4 ・34 N －2 8 °　－W 板状 F ig 7 9 P L 4 5 （2 ）

S B 5 8 0 1 × 2 間 2 ．7 8 4 ・54 N －52 。 －E 半裁 F ig 7 9 P L 4 5 （1）

S B 5 8 1 1 × 2 間 3 ．0 8 5 ・02 N －58 °　－E 半裁 F ig 7 9 P L 4 5 （3 ）

S B 5 8 2 1 ×2 間 ？ 2 ．5 2 2 ．12 ＋ α N －58 。 －E 組 合せ 式 F ig 7 9 P L 4 5 （3 ）

S B 5 8 4 1 × 2 間 3 ・3 5 5 ・90 N －58 °　－W 板状 F ig 8 0 P L 4 5 （4 ）

S B 5 8 5 1 × 2 間 2 ．5 0 4 ・52 N －4 3 。 －E 板状 F ig 8 0 P L 4 5 （4 ）

S B 5 8 6 1 × 2 間 2 ．7 8 4 ・62 N －6 2 °　－W 板状 F ig 8 0 P L 4 6 （ⅰ）

S B 5 8 8 1 × 2 聞 2 ．8 2 4 ．59 N －54 。 －W 板状 F ig 8 1 P L 4 6 （3 ）

S B 5 8 9 1 × 2 間 2 ・74 4 ・30 N －70 °　－E 組 合せ 式 F ig 8 1 P L 4 6 （4 ）

S B 5 9 0 1 × 2 間 2 ．94 4 ・38 N －8 7 。 －E な し F ig 8 ⅰ P L 4 6 （6 ）

S B 5 9 1 変則 的 3 ．5 7 4 ・26 N －36 °　－E な し F ig 8 ⅰ P L 4 7 （ⅰ）

S B 5 9 2 1 × 2 聞 2 ．3 2 2 ．0 6 ＋ α N －2 5 。 －E 半裁 ？ F ig 8 2 P L 4 7 （2 ）

S B 5 9 3 1 ×2 間 ？ 2 ・9 2 4 ．66 N －2 2 °　－W な し F ig 8 2 P L 4 7 （3 ）

S B 5 9 8 1 × 2 間 3 ・5 0 4 ．22 N －4 7 °　－E な し F ig 8 2 P L 4 7 （4 ）

S B 5 9 9 1 × 2 間 3 ．34 4 ・52 N －58 °　－W な し F ig 8 2 P L 4 7 （5 ）

S B 6 0 0 1 × 2 聞 3 ．3 6 5 ・16 N －6 0 。 －W 半裁 ？ F ig 8 3

S B 6 0 1 1 × 2 間 3 ・3 2 4 ．86 N －2 6 °　－E な し F ig 8 3 P L 4 7 （6 ）

S B 6 0 5 1 × 2 間 3 ・3 6 4 ．90 N －35 °　－W な し F ig 8 3 P L 4 7 （7 ）

S B 6 0 6 1 × 1 間 2 ．44 3 ・52 N －4 1°　－W な し F ig 8 4

S B 6 0 7 1 × 1 聞 2 ．6 0 3 ・20 N －2 。 －W な し F ig 8 4

※梁間長・桁行長は2辺の平均値である。



Fig・18　第Ⅳ面遺構全体図（1／4000



下日限C遺跡

㍉

ヽ

ウ9Z

§　　　　　　 罠

符

SP

堅　　 S B 5 8 0　 ㌶
ぐ7

272

Fig・79　SB579・580・581・582（1／80）

95



96

lu9・／＝「

下月隈C遺跡

Fig・80　SB584・585・586（1／80）
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Fig・84　SB606・607（1／80）

SB588出土遺物（Fig・85）6は夜目式土器の甕口縁部である。口唇部は外にやや突出し、そこに

直接刻目を入れる。

SB590出土遺物（Fig．85）3は壷の口縁部である。復元口径11．6cmで、口縁部は短く外傾する。

外面肩に石下がりの刷毛目を施す。4は甕の逆L字形口縁部。5は器台か。底径7．6cmを測り、体部

に向かうにつれ、非常に肉厚になる。

SB591（Fig・81）4辺に柱穴が狭い間隔で並んでいる。柱穴は合計15あるが間隔は不統一であ

る。短辺を仮に梁間と考えると、中央に1本柱筋が通るが、柱穴が他より浅い点が気にかかる。南隅

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

Fig・85　福重柱建物出土遺物（1／4・1／3・1／6）　※Sl・2は1／／3、7・8は1／6、ほかは1／／4
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の短辺部だけ柱間が1・74rnとかなり広い。ここを入口として、柵を四角形に巡らした檻のような形

状の建物だろうか。

SB592出土土器（Fig・85）7・8は甕の口縁部である。7は達し字型口縁で内面に粘土を足し肥

厚させ、直下に1条の突帯を巡らす。復元口径33．6cm。8も逆L字口縁で復元口径25・4cmを測る。

SB600（Fig．83）方形周溝状遺構SD505を切っている。

SB606（Fig．84）西側桁行のちょうど中央で桂根を検出している。別遺構に切られているが底の

レベルも一致し、西側は2間である。一万、東側桁行は1間である。

福重柱建物の礎板について

本遺跡では掘立柱建物の礎板・桂根が遺存するものがかなりある。それらの観察および樹種分析

の結果、以下の2点が分かった。1・礎板はその形状から3種類に分類できる。2．同じ建物の材

は同一の樹種である場合が多い。

礎板の形状は3種に大別できる（Fig．86～88）。第1は、長方形の扁平な板状のものである。太

い丸太を縦に面取りしている。長さ30～35cm、幅15～20cmのものがほとんどで、SB579、584、

585、586、588がこのタイプである。第2は、細めの丸太を半裁して、その切断した平面を上に

して据えるものである。長さ35cm、幅12cm程度で、SB581のほか、SB　580、592、600でも検出

した。第3は、柱と礎板を噛み合わせるタイプである。SB582、589で検出した。SB589に見られ

るように、長方形の礎板の中央1／3を両側から挟り、上から見ると鉄アレイ形を呈する。細めの丸太

を半裁したものが多い。柱のほうも付け根を凹型に削り取り、柱と礎板ががっちり組み合うように

なっている。

建物部材について樹種鑑定をおこなっている。詳しくは第Ⅳ章を参照していただきたい。ちなみ

に、分析をしたものの図化できなかったものもあるため、Fig．86～88に掲載した各建物の礎板・柱

穴の数と分析した礎板・柱穴数が一致しないものがある。

分析の結果、同じ建物の材には同一の樹種を用いる傾向が強いことが分かった。ほとんどの材の樹

種が共通する事例として、SB579（クリ8点）、SB582（クリ4点）、SB584（タブノキ属8点、ク

リ・クスノキ科各1点）、SB588（クリ6点、ツブラジイ・クスノキ科各1点）、SB589（クリ11点、

コナラ1点）が挙げられる。一方、SB581（クリ2点、スダジイ・モモ・ウメ・ムクロジ・ヤマビワ

各ⅰ点）、のように、樹種がばらける事例も見られる。

②竪穴住居（SC）
調査区東南部の集落域で3ないし4軒の竪穴住居を検出した。いずれも方形住居である。R－21

区で検出したSC578は、4．0×7．1mの長方形と推定される。東南隅が張り出しているが中央付近に

焼土を含む炉と思しき箇所があったので、住居の可能性を考えている。

SC504（Fig・90）P－23区で検出した住居で、方形周溝状遺構SD505を切っている。長軸5．6m、

短軸4．5mの隅丸万形プランをなし、底面付近の深さで確認した。住居中央で焼土・炭化物が集中す

る炉が検出され、主柱穴は図に示した4本柱と考えられる。出土遺物より弥生時代後期に位置づけ

られる。

出土遺物（Fig．91、PL．86）9は小型甕である。口径13．8cm、器扁12．7cm。胴の最大径部は高い

位置にある。内面は上半を横刷毛、下半をケズリで調整する。10は小型の壷である。ほぼ完形で口

径7・1cm、器高10．0cm、胴部最大径9・5cmを測る。鹿部はレンズ状にわずかに窪む。11は高坏で坏
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Fig・89　調査区遺構図（1／250）
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部の途中にしっかり

した稜をもち、そこ

から口縁にかけて外

反して立ち上がる。

12は蓋である。13は

袋状口縁壷の鹿部付

近である。Bⅰ・B2は

ガラス小玉である。

Blは径6mm、厚さ

6mmでいびつに歪

み、淡いブルー。B2

は径3・5mm、厚さ

2mmでコパル1、ブル

ーを呈する。

SC522（Fig・92、

PⅠ．．49）R－22区で

検出した方形住居で

ある。長軸長3・7m、

短軸長3・5mを測り、

やはり床面ぎりぎり

で検出した。住居内

南東側に焼土・炭化

物を含む土が分布L

SC504

Fig・90　SC504（1／60）
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Fig・91SC504・522出土遺物（1／4・1／1）　※Bl・B2は1／1、ほかは1／4
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Fig・92　SC522・532（1／60）

ており、焼成を受けた窪

みは確認できないが、こ

の辺りに炉があったのだ

ろう。主柱穴は不明であ

る。一部に浅い貼床が見

られる。遺物より弥生時

代終末頃の住居であろう。

出土土器（Fig・91）16

は壷の体部である。外面

肩部に細かい縦刷毛の上

から3条の横刷毛を施し、

内面は幅の狭い工具でケ

ズリ上げている。

SC532（Fig．92、PL．50）

P－21区で検出した方形

住居である。長軸3・6m、

短軸3．4mを測りSC522

とほぼ同規模で、主軸方

向も一致する。床面は東

側約1／3が若干高く、西壁

側には壁溝がめぐる。ま

た、中央やや西寄りに焼

土・炭化物が分布してお

り、この辺りに炉があっ

たようだ。主柱穴は不明。

図化できる遺物がないが、

規模・主軸方位が似てい

るSC522と同様に弥生時

代後期の住居であろう。
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③　溝状遺構（SD）

SD369（Fig．93・94、PL・52～54）調査区中央部から北壁に蛇行して延びる溝である。溝の始ま

りの部分は円形の大型土坑状で湧水が激しい。途中R－25区あたりで不定形の大型土坑SX533と合流

して流れる。北側部分は第Ⅲ面で調査し、第Ⅳ面の調査ではQ－26区北側は基盤面迄掘下げているの

で、第Ⅳ面の調査の際には削ってしまっている。故に調査は南半分のみで第Ⅲ面とⅣ面で二分割し

て調査したこととなる。溝自体の確認面は第Ⅲ南下となる。現状での溝の規模は幅2・4～5．5m、深

さは0．8～上ⅰm程を測る。溝の断面形は逆台形である。溝埋土は上層部分が黒褐色粘質土から暗灰

色粘土、下層部分が粗砂又は粘土が主体である。埋土全体に植物・流木などを含む。溝自体湧水点

から水を流す為の水路の可能性がある。

出土土器（Fig・95～102・132、PL．87・88・96・106）弥生時代前期から古墳時代土師器、須恵器

や木製品、石製品などが出土している。区割りして遺物を取上げたので、それに沿って報告する。

17～26は1区出土遺物で、5世紀初め頃を主体に報告する。17は陶質土器の把手村小鉢。調整

はナデで、器表面は灰カプリする。18～20は小型壷。18は完形。口縁はやや歪むが、胴部外面は

パケ目一部ナデ、内面指押えナデ調整。19は口縁が開く形態でほぼ完形。胴部外面パケ目とナデで

叩き痕が残る。内面は指ナデ。20は胴部1／2片である。胴部内外面指押えナデ調整。21・22は口縁

部がやや内湾する壷で5世紀のもの。口縁部には黒斑がある。23は甕で口縁部1／3を欠くがほぼ完

形。外面調整は胴部がパケR又はナデ、内面はヘラケズリ後ナデ。外面には酸化鉄分が付着する。

24は甕の鹿部片。外面調整は板ナデ、内面はヘラケズリである。25・26手捏ねのミニチュア土器の鉢。

27～29は2区出土。いずれも土師器。27は直言の壷口縁部。全体に摩滅するがナデ調整か。28

Fig・93　SD369遺物取り上げ図（1／600）
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SD369

E1号ベルト

SD369－4号ベル
1・黒褐色粘質土 冊

細
訊
錮2・明黄褐色租砂（植物混じ

3・黒褐色和砂質粘土
4・にぷい黄色租砂
5・黒色和砂
6・黒褐色粘土（植物混じり）
7・6で植物含まない
8・黒褐色租砂混じり土

SD388　東壁土層　9・暗灰色粘土
10・灰色粘土

12

1号ベルト

L＝7・50m

下月隈C遺跡

L＝7・70m　　　　　　2号ベルト
W W

3

5空聖N。2聖聖

SD388－1号ベルト土層名称　　　　　5・黒色粘土で砂多く混入
1・オリーブ黒色粘土（軟質で粘性強い）6・にぷい黄色砂
2・1に砂を混入
3・1とにぷい黄色砂の混合
4・黒褐色粘土（軟質で粘性強い）

SD471

S

SD471土層名称
1・第3面講壇土
2・黒色粘土

7・黒色粘質砂
（7と下層に緑灰色粘土と植物多く混入）

8・浅黄色砂（基盤）

L＝7・60m
－l．1．．．－．．．－－－N

L＝7・50m

SD369－3号ベルト土層名称
1・黒褐色粘質土（植物混じり）
2・褐色砂質粘土
3・暗褐灰色粘土

W　4・芸富詣孟詣芸クとにぷい
5・緑灰色粘土（軟質）
6・黒褐色粘土

SD369－6号ベルト土層名称
1・オリーブ黒色租砂混じり粘土
2・黒褐色粘質土（植物混じり）
3・黒褐色粘質土
4・黄灰色粘質租砂
5・4と灰黄色和砂の混合
6・にぷい黄色租砂
7・黒色粘土で7ブロック混入
8・黒褐色土に6を薄く挟む
9・暗灰色租砂混じり粘土
10・6に9を混入
11・6と9の混合

し＝7・30m

SD388東壁土層名称
1・灰色シルト
2・オリーブ租砂混じり黒色粘土
3・オリーブ黒色粘土（軟質で粘性強い）

L＝7・40m　　4・3でにぷい黄色砂を多量混入
N　5・黒褐色粘土（軟質で植物多量混入）

6・オリーブ黒色粘土

SD388－2号ベルト土層名称
1・オリーブ黒色粘土

（軟質で粘性強い）
2・1でにぷい黄色砂多く混入

7・黒色砂混じり粘土で5を混入
8・7で5を含まない
9・7で緑灰色粘土ブロックを少量混入
10・8に灰色粘土ブロック多量混入
11・黒色粘土
12・明緑灰色粘土
13・オリーブ黒色粘土（3よりやや暗い）
14・黒色粘質砂で15と黄色砂混入
15・緑灰色粘土（基盤）

3m

！一　一　一　一　一　一　一　一　一　5　　　　　　　　　　－一

Fig・94　SD369・388・471土層（1／60）

は小型器台の脚部。調整はナデで、内面指押え痕が残る。29は鉢の口縁部細片。全体に摩滅が進む

が、ナデ仕上げで内面パケ目が残る。

30～37は4区出土。30～34は土師器。30～32は前期の布留式甕。30・31はⅡ縁部から胴部。

口端部は内面を僅かに摘み上げる。31の胴部上半には胴肩部には波状の沈線が巡り、胴部外面はハ
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I

Fig・95　SD369出土土器①（1／4）

109



110

（　　　　　　　刀

12

二‥‾「一IlⅡ・．

58

下月隈C遺跡

l．

I

Fig・96　SD369出土土器②（1／4）
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Fig・97　SD369出土土器③（1／4）
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こ－

Fig・98　SD369出土土器④（1／4）

ケR後ナデ、内面はケズリ。32はやや長胴で外面タタキ後ハケR、内面はヘラケズリ。30と32は

同一個体の可能性がある。胴部最大径は上半部にある。ヨコ・ナナメのパケ目、内面ヘラケズリ。

33は小型器台の坏部。調整はナデ。器壁は厚い。34は手捏ねのミニチュア土器器台。内外面指押さ

え痕が残る。35・36は壷口縁部。35は細片で外面竹管文が施文される。36は古墳時代前期初めの二

重口縁壷。口縁部外面は櫛描波状文、内面はハケ目。37は弥生時代後期中頃の高坏坏部片。内外面

はへラミガキ調整であるが、内面の器壁は剥離する。

38～46は5区出土。38は土師器壷口縁部。調整はヨコナデ。39は古墳時代前期の布留式甕口縁

部。外面はタタキ後パケ目調整。40～42は鉢。40は椀形の鉢。調整はヨコナデ。41は手捏ねの鉢、

指抑え痕が明瞭に残る。42の内面にはパケ目が残る。43は小型器台の脚部。外面へラミガキ、内面

刷毛後ヨコナデ調整。44は器台か。脚外面はヘラミガキ、内面はナデ．ヨコナデで、透かし孔が

ある。45は脚部が短い台村鉢か。鉢部はナデ、調整はナデで脚部は指押え痕が残る。46は台村鉢脚

部。内面ハケ目調整、外面指押え痕が残る。

47～89は6区出土。47～50は小型丸底壷。47・48は口縁部が胴部より開く形態。49は口縁の開

きが胴部とほぼ同じ。50は口縁が小さく頚部が締まる形態。47・48の調整はナデ又はヨコナデ。49

はナデ調整であるが部分的にハケ目が残る。50はナデで、内面指押え痕が残る。51～54は壷。51

は口縁部が開き、52は直言気味、53はやや胴が張り頸部が締まる。54は二重口縁である。51は外

面ナデ、内面は細かいハケR。52は胴部外面がパケR、内面はヘラケズリで鹿部は指押え痕が残る。

53は胴部外面へラミガキ、内面は粗いパケ目。54は調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面は櫛状工具に
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Fig・99　SD369出土木製品①（1／6）

よる平行文と波状文、その間がナナメハケR、内面はヘラケズリ。古墳時代前期の山陰系の搬入品

か。55～66は土師器の甕。55～60は古墳時代前期の布留式土器の甕である。55は口縁部の開きが
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Fig・100　SD369出土木製品②（1／8）

小さく小型である。56・57の口縁部は内湾し開きが大きい。いずれも調整は胴部外面ハケ目、内面

はヘラケズリ。56の胴部には波状の沈線がある。58～60の口縁部は内湾するが開きは小さい。胴

部最大径は中央部に下がる。胴部外面はハケRで、土具痕が残る。60は歪むがほぼ完形である。胴

部最大径はやや上部にある。胴部外面調整はパケ目であるが比較的雑、内面はヘラケズリ。59・60
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Fig・101SD369出土木製品③（1／8） W54
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Fig・102　SD369出土木製品④（1／10・1／12）
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とも布留式土器の新様相か。61は厚手のぼてっとした作りで5世紀の甕。調整は胴部外面は雑な粗

いタテパケ、内面は粗いヘラケズリでハケ目が残る。下胴部には穿孔がある。62は頚部が締まる口

縁部で、胴部外面上半は粗いパケ目後ナデ、下半は強い板ナデ、内面はヘラケズリ調整。63は頸部

の締まりの弱い広口の甕。口縁部ヨコナデ、胴部外面はタタキ後板ナデ、頸部は指押え痕とパケ目

が残る。内面はナデ。内面頸部には粘土接合面が残る。64は平底気味の鹿部。調整は鹿部まで外面

パケ目、内面はヘラケズリ。65は古墳前期の二重口縁の甕で、調整は胴部外面はタテ・ヨコのパケ

R、内面はヘラケズリである。山陽系土器か。66は在地系の甕で、復元口径は18．4cmを測る。胴部

外面はヨコ方向のタタキ、内面はヘラケズリ調整。67～69は弥生土器。67・68は頸部が窄まる直言

壷。67は内外面パケ目調整で内面粘土帯接合面が残る。外面黒斑がある。68は口縁が直立気味で、

調整は外面ハケ目後ナデ、胴部内面はハケ目。後期後半～終末期のもの。69は頚部に断面三角突帯

を持つ大型甕。口縁・胴部内外面はハケ目である。70～74は土師器の高坏。4世紀～5世紀のもの。

70は坏部Ⅱ縁が鹿部から屈折して開く形態。全体の調整はへラミガキとハケR。脚箇部外面はミガ

キ。脚部に焼成前穿孔が2ヶ所ある。71・72は坏底部と口縁の境に段を有すほぼ同じ時期のもの。

調整はナデとパケ目である。73・74は坏から脚部片。73の脚部外面はタタキ後ナデ、内面はヘラケ

ズリ。74は細長い脚同部で、外面へラミガキ、内面ナデだがシポリ痕が残る。75は小型器台の脚部。

調整は外面は丁寧なヘラミガキ、内面はハケ目が残る。76～79は弥生土器の高坏。76は坏部が鹿

部から開く形態。外面ヨコへラミガキ、内面はタテへラミガキ調整。接合部より剥離する。77は脚

筒部。外面ハケ目後ナデ調整。78は脚裾部片。調整は内外面ハケ目後ナデ。79は大型の鉢形を呈す

坏部の高坏。外面板ナデでパケ目が残り、内面はパケ後へラミガキ。余り見かけない形態である。

80～82は土師器の鉢。80・81は椀形の形態。80の外底は剥離するが、外面はヘラケズリ、口縁か

ら内面はナデ調整。黒斑がある。81は手捏ねで、指押え後ナデで、外鹿部は強い板ナデ。82は口縁

部が短く外折する形態。胴部外面はパケ目、内面は板ナデ調整。83は台坏鉢の脚部。外面ヘラケズ

リ、内面は奥にシポリ痕が残るがナデ調整。84は手捏ねの小型鉢。ナデ調整であるが、全面に指押

え痕が残る。85～88は支脚。85は沓形であるが、突起部が欠損する。頂部に円孔を持つ。外面指

押えでナデ、内面シポリ痕が残る。86～88は筒型器台である。中空のもの86・87と中実のもの88

に分かれる。86は1／2片で両端部が外反する。調整は指押え後ナデで、内面シポリ痕が残る。87は

頂部片。パケ目後ナデであるが指押え痕が残る。89の調整は指押え後ナデ。以上は弥生時代後期か

ら古墳時代初めのもの。89古墳時代前期の山陰系把手村甑の鹿部で突帯が1条巡る。外面調整はナ

デ・ヨコナデで、内面にハケ目が残る。

S2・3は磨石又は顧石。S2は半損品であるが、長軸長8・9cm、短軸長6・4cm、厚さ5．3cmを測る。平

面は円形で、上面と底面は丁寧な擦り、側面は自然面であるが、下端には叩き使用痕が残る。石材

は花崗岩。S3は1／4片で、側面と上面に蔵打使用痕が残る。S4・5は敲石。S4は直径5～6cmの桂岩

の角円礫を利用したもの。粗割面が残る。S5は石鹸形を呈す、長軸長12cm、短軸長7c用、厚さ2．8

cmを測る。上下両小口面に叩き使用による打撃面、上面・底面と左石側面にかすかに敲打痕が残る。

石材は石英斑岩か。S6は石庖丁片。残存長相島6・2cm、短軸長5・7cm、厚み0．8cmを測る。表面は傷

みで剥落がひどいが研磨調整面が残る。石材は粘板岩か。S7は軽石の浮子。幅4．0cmx4．7cmを測る。

各側面中央部に紐をかける為の軽い欠き込みがある。

W45はスコップ状の刃の平鋤である。柄の部分を欠損する。残存長は87．9cm、刃部長30．4cm、

刃幅17．9cmを測る。全体に丁寧な削り仕上げである。W46は礎板。建物の柱穴から流れ込んだ物で

ある。竪杵状の形態を呈す。全長58．7cm、幅13．5～14・9cmを呈す。全体に面をラフに削り込んで
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おり、断面は蒲鉾形を呈す。W47は板目の板材。全長80cnl、幅ⅰ4．2cnl、厚さ1．9cmを測る。W48

は建築材の扉である。全体に傷みはひどい。残存長138・1cm、最大幅18・5cm、最大厚2・7cmを測る。

中央右側に把手状の盛り上りがあり、上小口左隅に回転するための軸が残る。幅が狭いので入口扉

ではなく、窓用の扉か。W49は容器の槽の一部。残存長78．9cm、残存幅21．6cm、高さ9．3cmを測る。

クリの辺材を削り込んで作製している。一部焼けている。W50～59迄は建築材。W50・51は一端の

側面に削って欠き込した材。W50は残存長99．7cm、直径8．2×4．9cm程の断面楕円形の、広葉樹の

芯持材を利用したもの。W5ⅰは残存長98．2cm、両径は6～8c用程の断面が楕円形を呈す。樹種は広

葉樹である。W52は杭に転用された建築材か。下端は杭状に削られ、上端は丸く加工されている。

全長163・7cm、直径6．2～7・8cmを測る。杭としては長いので、先端を杭状に尖らせた柱材の可能性

がある。W53は樹皮が残る芯持ち材の両端に削り加工を加えた棒状の建築材か。全長161・4cm、径

は6．2～7・3cmを測る。W54は一端が杭状に削って尖らせ、もう一端を丸く削った建築材か。全長

175・6cm、径は6．2～9cmを測る。ツバキ属の自然木に加土を加えたものである。W55・56は貫穴を

持つ建築材。W55芯持ち材の丸太を利用しているが欠損が激しい。残存長116・8cm、直径は12・6～

13・1cmを測る。貫穴は5・9×13・5cmの長方形に削り穿たれ、その上側には欠き込みがされており、

W56も欠損が激しいが残存長166・9cm、直径は10cmを超える芯持ちの丸太を利用している。先端は

両側から削られ、貫穴は13×0・5cmで両側から穿たれる。表面は樹皮が残るが、部分的に削りを加

えられている。いずれも梁や桁などの部材か。W57は梁材か。全長245．7cm、径は5・8～9．5cmを測

る。両端は削り込んで仕口としている。W58は柱材か。一端は両端から削って尖らせ、もう一端は

二又に分かれる。全長は264．9cm、径は7・5～9cmを測る。

SD388（Fig．94・103、PL・55・56）調査区南東隅で検出した南西から北東方向に直線的に延びる。

東壁部でSK384を切り、SD390に切られる。溝の規模は確認長42m、幅は1～3．2m、深さは0．3～

1．1mを測る。埋土は東壁土層では大きく上下2層に分かれるようで、上層はにぷい黄色砂から黒色、

黒褐色粘土を主体とし、下層は黒色粘土で間に灰色粘土を含む。1号ベルト土層では黒褐色粘土か

ら黒色粘土もしくは粘質砂で間ににぷい黄色砂を含む。2号ベルト土層では上層がオリーブ黒色粘

土、下層はにぷい黄色砂を含む。溝の時期は弥生時代後期後半から古墳時代前期迄であろう。

出土遺物（Fig・104～119・132．133．134、PL・88～92・106）東壁下層で廃棄されたと思われる

土器が大量に出土した。種類としては弥生前期～古墳時代前期迄の土器や石器、木製品などがある。

時期的には弥生時代後期後半から古墳時代前期頃のものが多いが、層的な差は余りない。選物は土

器群や土層ベルト区間毎に取上げたので、それに従って説明する。

1区上層出土遺物。90・91は土師器の壷。90は小型丸底壷の胴部で、最大胴径は9・8cmを測る。

武官な作りであるが調整は外面パケ目後ナデ、内面はヘラケズリとナデ。91は外反して開く口縁部

を持つ。調整は口縁部外面はヘラミガキで黒色顔料が残る。内面はヨコナデ。胴部内面はケズリ。

92～97は弥生土器の壷。92は扁球の胴部片。最大胴部径22．2cmを測る。外面へラミガキ、内面は

パケ目調整である。93・94は同一個体と思われる後期後半の複合口縁壷。口縁部内外面に櫛状工具

による波状文、胴肩部外面はナデで平行文と波状文を描く。95～97は後期後半の複合口縁壷。96・

97の肩部には三角突帯が巡る。3点とも口縁部はヨコナデ、頸部内外面はパケ目調整である。98・

99は土師器で古墳時代前期の布留式の甕口縁部。98の調整は口縁部ナデ。胴部内面はヘラケズリ。

99は胴部内面ヘラケズリ、胴部外面はパケ目で波状の櫛描文を加える。100は後期終末頃の短頸の

壷。調整はⅡ縁部はヨコナデ、胴部外面タタキ後ハケR、内面はパケR後ナデ。101は甕で、Ⅱ縁

部が「く」字状に外反して開く形態。外面はやや摩滅するが内外面にパケ目を施す。102は後期後
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半の大型甕。図上復元である。頚部に1条断面三角の突帯と胴部中央に2条の断面M形の突帯が巡

る。調整は口縁部外面がヨコナデ、内面がパケ目後ナデ、胴部外面は上半がハケ目後ナデ、下半も

パケ目であるが軽くナデる。鹿部はナデ、胴部内面は板ナデである。103・104は土師器。103は台

坏鉢の脚部。内外面ナデ。104は小型器台の脚部で直径0・8cmの円形透かし孔が1ヶ所残る。脚外面

はタテハケ目、内面はナデでハケ目が残る。105つ06は高坏。弥生後期後半頃のもの。105は坏鹿

部から短く外反する口縁部で、内外面へラミガキ調整。106は裾が外反して開く脚部。調整は脚外

面はヘラミガキ、内面はナデとパケRで奥はシポリ痕が残る。107・108は古墳時代前期の鉢。107

は椀形であるが口縁部を欠損する。外面ナデ後へラミガキ、内面密なハケ目調整。108の器壁は厚

く、外面粗いタタキ、内面板ナデ調整。109は口縁部が僅かに外折する鉢。調整は外面はやや摩滅

するがへラミガキ、口縁部から内面はナデで指押え痕が残る。110．111は口縁部が屈折して開く鉢。

110は口端部が僅かに跳ね上がる。口縁部外面はヨコナデ、内面はヨコハケ、鹿部はハケ目とナデ、

内面はナデである。弥生時代終末位か。1日の調整はナデ。口2はⅡ縁と脚短部を欠くが、脚が付

く鉢。鉢部内外面はハケ目、脚部はナデ。113は古墳時代前期前半の台村鉢の脚部。調整はナデ。

114・115は両端が外反する箇形の支脚。いずれも外面ナデ調整で、内面にはシポリ痕が残る。弥生

時代後期のもの。116～118は器台。口縁部のくびれを上部に持つ形態。116は脚部が内湾して開

き、外面ハケ目後ナデ、内面ナデ調整。117は直に外に開く。脚外面はタタキ後ハケ、ナデ、内面

はナデ調整。118はⅡ縁・裾部とも湾曲して開く形態。外面ハケR、Ⅱ縁と脚内面はハケR。弥生時

代後期前半のもの。

1区中層出土遺物。119は複合口縁壷。頸部下に三角突帯が巡る。頸部は内外面パケ目、口縁部外

面はパケ目後ナデ調整。120は甕の口縁部。調整は胴部外面はパケ目、内面は指押え後パケ目、ナデ。

口縁部はヨコナデ。いずれも弥生時代後期後半のもの。121・122は古墳時代前期の土師器。121は高

坏脚部か。調整はヨコナデとナデ。122は浅い鉢でナデ調整であるが、内面はヘラミガキ。123．124

は弥生時代後期後半の鉢。123は大型でⅡ縁部は僅かに外折する。調整は外面上半に細かいヨコパケ

であるが、その他はナデ。124は口縁部が外反し、胴部中央には焼成後野孔の径約1・2cmの孔がある。

125は沓形器台。突起部を欠損する。ナデ調整で指押え痕が残る。弥生時代終末から古墳時代前期の

もの。

1区下層出土遺物。126は古墳時代前期の二重口縁壷。調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面はパケ

Rでパケ目　上具痕が残る。内面へラケズ

リ。127～129は弥生時代後期の壷。

127は後半代の小型壷。胴部に1条の三

角突帯が巡る。口縁部外面にはタタキ痕、

内面には全面パケ目が残る。128は広口

の短頸壷。Ⅱ縁部ヨコナデ、胴部はハケ

後ナデ調整。129は複合口縁壷の頸部片。

全体に摩滅がひどく調整は不明。130は

弥生時代後期後半の小型甕。胴部下半に

1条の三角実帯が巡る。調整は胴部内外

面粗いパケ目。鹿部はヘラ状工具のナデ。

131～133は後期後半の胴鹿部片。ⅰ31

の鹿部は僅かに凸レンズ状を呈す。外面　　Fig・103　SD388遺物取り上げ図（1／500）

東壁ベルト
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タタキ後細かいパケRが密に入り、内面ナデで当て具痕のような痕跡が残る。132は底部に段を有

し厚手である。内面はナデ、外面はナデで指押え痕が残る。133は胴部から鹿部の外面はハケ目、

内面はパケ目後ナデ調整。134・135は大型の甕胴部。いずれも胴部下半に断面台形の突帯が巡る。

135の突帯は刻目が付く。いずれも内外面パケ目調整である。136・137は椀形の鉢。136はミニチ

ュア土器の鉢で手捏ねである。指押え後ナデ調整である。137は口縁部で外面はハケ目、内面はナ

デ調整。弥生時代後期。138は口端部が内湾する高坏。後期終末の北九州の高島式である。内外面

へラミガキ。139は鉢Ⅱ縁部。器壁は摩滅するが、内面へラミガキ調整である。140～142は弥生

時代後期の器台。140は終末期で、口端部には刻目が付く。外面ハケ目後ナデ、内面はナデ調整。

黒斑がある。141は口縁部外面から内面はヨコナデでパケ目が残り、外面はパケ目。内面にシポリ

痕が残る。142は鹿部片で、外面ハケ目、内面はナデ調整で裾部に指押え痕が残る。

1区底面出土遺物。143～146は弥生時代後期の袋状口縁壷。143は口縁部内外面ヨコナデ、頸

部外面は細かいパケR後ナデ調整。144は頸部に突帯を持つⅡ縁部。外面とⅡ縁部内面はハケRと

ナデ調整。肩部内面に指押え痕が残る。2点は後期前半のもの。145・146は胴部片で、いずれも頸

部と胴部下半に突帯が巡り、胴部突帯には刻目が付く。145の胴部突帯の刻目はパケ目工具の木口

による刻み。内外面粗いパケ目調整。147は壷か甕の鹿部か。胴部外面はパケ目後ナデ、内面はパ

ケ目、外鹿部はハケ目でナデ調整。148～153は弥生時代後期の甕。148は中型の甕で、調整は口

縁部ヨコナデ、内面にパケRが残り、胴部内外面はパケR。外面にはススが付く。149は大型甕の

口縁部片。頚部には刻目突帯が巡る。調整は胴部外面と内面はハケ目とナデ。丹塗りのようで赤色

顔料が残る。150は胴部片。突帯部径は40・5cmを測る。突帯部には刻目が付く。内外面粗いパケ目。

151・152は頸部に突帯を持つ甕口縁部。151は口端部下端が下がる。頚部突帯にパケ目工具による

刻みが付く。調整は外面はハケ目後ナデで、内面は細かいヨコハケ目。152の口縁部外面はヨコナ

デ、内面はハケ目後ナデ、胴部内外面はパケ目。153の口縁部外面はヨコナデ、胴部外面はハケ目、

Ⅱ縁～胴部内面はハケR後ナデ。154・155は鉢。ⅰ54は台状の鹿部を持つ形態で、調整は外面から

鹿部はナデ、内面はパケ目とナデ。155は厚手の器壁で口端部は窪む。内外面粗いパケ目調整。弥

生時代後期。156は器台口縁部。外面は粗いパケ目、口縁部内面は粗いパケ目、内面はナデ。弥生

時代後期前半。157は沓形の支脚で、頂部に径2．1×2・6cmの円孔を持つ。ナデ調整で内面にはシポ

リ痕を持つ。弥生時代後期のものか。

1区土器群上層出土遺物。158・159は壷。158は土師器の二重Ⅱ縁壷。調整はⅡ縁部内外面ヨコ

ナデ、頚部外面にはハケ目後ナデで有軸羽状文が入る。頚部内面はパケ目。古墳時代前期。159は

複合口縁壷。外面はパケ目、内面は口縁部ヨコナデ、頸部はハケ目。160は弥生時代後期の甕。調

整は胴部外面パケ目でススが付着する。内面はナデとパケ目。161～163は高坏で弥生時代終末か

ら古墳時代初頭のもの。161・162は同形態の坏部。調整は外面ハケ目とナデ、内面はハケ目後へラ

ミガキである。いずれも外面に黒斑がある。163は脚部。調整は外面タテへラミガキ、内面は奥が

シポリ痕、裾部はハケ目後ナデ。164は土師器の鉢。164は丸底の鹿部から口縁部が外反して開く

形態。調整は外面はパケ目後ナデで、外底はヘラケズリ。内面はハケ目。165・166は弥生時代後期

後半の器台。いずれも調整は胴部外面パケ目、口縁部外面はヨコナデ、内面はパケ目で胴内面はナ

デ。166の下部はハケ目調整。

1区土器群下層出土遺物。167～175は古墳時代前期の土師器壷。167は小型壷で、内外面ナデ

調整。168は再に開くⅡ縁部。Ⅱ縁部内外面はナデ後へラミガキ調整。169は短頸壷。調整はⅡ縁

部はヨコナデ、胴部外面はパケ目後ナデ、内面ヘラケズリ。170はやや長頸の壷。口縁部はヨコナ
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デ、胴部内面はヘラケズリ調整。17ⅰは締まりの強い胴頸部片。調整は外面細かいヘラミガキ、Ⅱ

縁部内面はナデ、頚部はハケ目、胴部はヘラケズリ。172～174は二重口縁壷。調整は口縁部ヨコ

ナデである。175は古墳時代初めの瀬戸内系酒津式の二重口縁甕。口縁部外面には沈線が巡る。口

縁部はヨコナデ、胴部内外面はパケ目調整。176は畿内系の二重口縁壷。頸部に突帯、頸部と口縁

部の境に断面三角形の突起が付く。口縁部はヨコナデと内面には櫛目波状文、胴部外面は櫛目波状

文、内面は粗いパケ目後ナデ調整。177～180は弥生後期の壷。177は小型壷。内外面ナデで内鹿

部に指押え痕が残る。頸部内面シポリ痕が残る。外面は黒斑がある。178は「く」字状に短く外反す

る壷。口縁部ヨコナデ、胴部外面はヘラミガキ、下半はヘラケズリ後ナデ、内面上半はミガキ、下

半はナデ調整。黒斑がある。179は胴鹿部。胴部最大径は16・6cmを測る。外面パケ目後ナデ、内面

はハケ目後板ナデ調整。180は算盤形の胴部で、胴径18・4cmを測る。外面へラミガキ、内面はナデ

調整。181～190は弥生時代後期の複合口縁壷。181～185は後期後半。いずれもパケ目とナデ調整

である。181～183は同形態。181は頸部に三角突帯を持ち、Ⅱ縁と頸部の境の稜に刻Rが入る。

182は口縁部片で頸部に小さな三角突帯が付く。外面パケ目工具痕が残る。183は口縁部片で、

184・185は同形態。口縁部ヨコナデ、頸部外面はパケ目、内面はハケ目とナデ調整。186・187は後

期中頃である。口縁部は内湾し、口端部は内傾する。188～190は胴頸部。188・189は後期の複合

口縁壷の頸部と思われる。いずれも頸部に三角突帯が巡る。188の実帯には刻目が付く。頚部内外

面はハケR。189は頸部から胴部外面はパケR後ナデ、内面はナデ又はパケ後ナデ調整。頚部と胴

部の境は指押え痕が残る。190の調整は頸部はナデ、胴部内面はハケ後ナデ。191・192は突帯が付

く壷胴部。突帯部胴径は復元でそれぞれ29．8cm・28・5cmを測る。調整は191は胴部内外面パケ目。

192は内面パケ目後ナデ。193は壷鹿部。外面は胴部から鹿部までパケ目、内面はナデ調整。194

は壷か甕の鹿部。調整は胴部外面は細かいハケ目後ナデ、内面は粗いハケ目で鹿部は板ナデ、外底

は板ナデ。後期か。

195～224はいずれも弥生時代後期の甕。195・ⅰ96は小型甕。195は最大胴径が下半にある。胴

部外面はハケ目、内面はパケ目後ナデ調整。197～202は中型甕。口縁部が「く」字状を呈す形態

で、口端部は平坦で僅かに窪むものもある。調整は口縁部外面はヨコナデ又はパケ後ナデ、内面も

ナデかハケ目。胴部内外面はハケ目である。203～208．210．211は大型の甕で、208以外は頚部に

突帯を持つ弥生時代後期のもの。210の口端下部には刻目が付き、外面粗いタタキ調整である。

209はⅡ縁部が短く両立気味の大型壷。内外面ナデ調整である。頚部に三角突帯が巡る。212・213

は頚部から胴部上半片。212は頚部に三角突帯が巡る。外面はハケ目、内面は粗いハケ目とナデ調

整。213は古墳時代前期の大型甕。器壁は薄い。外面はパケ目後ヨコナデ、内面はヘラケズリ後丁

寧なナデでパケ目を加える。214は大型甕の胴部。下半部に三角突帯が巡る。突帯部はヨコナデ、

その他はパケ目調整。215～224は甕胴部～鹿部片。216は壷か。全体に丸底から凸レンズ状の鹿

部で、鹿部にもハケRを加える。弥生時代後期後半から終末期、古墳時代初頭のものか。222・223

は大型の甕又は壷鹿部片。内外面底部迄粗いハケ目。224は台村甕である。胴部はハケ目調整、台

部はナデで内面に指押え痕が残る。225～239は高坏。弥生時代後期から古墳時代前期のものであ

る。225・226は古墳前期後半のもの。エンタシス状の脚部で裾が外に屈折して形態。口縁部内面か

ら脚部外面はヘラミガキ、脚内面はナデ調整で絞り痕が残る。226は同形態の裾部。外面ハケ目後

ヨコナデ、内面ヘラケズリ調整。227～229は坏鹿部から口縁部が直立気味に内湾して外反して開

く形態。228では脚部が中実で裾が下側で外に開く。裾部には透かし孔が3ヶ所入る。調整はヘラミ

ガキやヨコナデで、229はパケ目が入る。230は外湾気味に開く口縁で端部は丸みを持つ。調整は
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外面ヘラケズリ、内面はへラミガキである。231・232は鹿部から屈折して開く坏部。23ⅰは坏外面

ナデ、内面はヘラミガキ調整。232の坏部が内外面へラミガキ。233は内湾して開く脚部。外面細

かいヘラミガキ、内面はナデ調整で工具痕が残る。234～238は弥生時代終末から古墳時代初めの

もので、坏部の屈曲点が中ほどにあり、口縁部がやや内湾気味に大きく開く形態。外面はパケ目、

内面はハケ目後へラミガキ調整。239は浅く広がる坏部である。内外面ハケ目後へラミガキ調整。

弥生時代後期後半の口縁部が内屈する豊前系のものか。240～255は鉢。240～244は古墳時代前期

の鉢で椀形の形態。240はミニチュア土器で、全面指押え痕が残る。鹿部黒斑がある。241はナデ

調整。242は外面ハケ目後ナデ、内面はナデ調整。243は厚手で鹿部はやや屈折する。口縁はヨコ

ナデで体部内外面はパケ目調整である。244は台村鉢の脚部。ナデ調整で脚部には指押え痕が残る。

245は底に径0．8cmの円孔がある。両孔は両側から穿たれる。外面タタキ後ナデ、内面はハケ目調整

である。畿内第Ⅴ様式系か。246・247は体部から口縁が屈折して外反して開く形態。ナデ調整だが、

246のⅡ縁部外面と内底は板ナデ調整。247の鹿部はケズリ後ナデ調整。248は鹿部が深く平底気

味を呈し、口縁が外折して端部が内屈する形態。外面ナデで、内面はハケ目で指押え痕が残る。弥

生時代後期後半か。249は椀形で口端部が平坦を呈す形態。ナデ調整で外面はパケ目をナデ消す。

弥生時代後期後半か。250・251は底が深く平底の形態。ナデ調整であるが、250の外面はパケ目後

ナデ。251の内面は一部ハケ目調整で外面黒斑がある。弥生時代後期のもの。252・253は大型で口

端部が平坦を呈す。252の外面はケズリとナデ、内面はナデ後へラミガキ調整。253はナデ調整。

254～259は丸底気味の底部から口縁部が屈折して外に大きく開く形態。弥生時代後期後半から古

墳時代初頭頃のもの。調整はパケ目とナデであるが、255は外面に僅かにタタキ痕が残る。256は

僅かに平底の名残がある。内外面ナデ後へラミガキ調整。内面パケ目。257～259は口端部が僅か

に摘み土げ段を有す。外面はナデ調整で、内面はナデでへラミガキを加える。260は深底で口縁が

「く」字状に開く形態。外面はハケ目後ナデ、口縁部内面は細かいパケ目。胴内面は板ナデ調整。

261～269は円筒状の器台。弥生時代後期のもの。261～264はⅡ縁の屈折部が上部に持つ。261は

小型で外面パケ目、内面はパケ目とナデでシポリ痕が残る。262は内外面パケ目調整で、脚端部に

も一部パケ目が残る。263・264は口縁部。263は外面タタキ痕が一部残るがパケ目後ナデ、内面は

ナデ調整でシポリ痕が残る。264は外面ハケ目で、内面へラ状工具による粗いナデ調整。265は頸

部から胴脚部。外面パケ目後ナデ。内面ハケ目とナデ調整でシポリ痕が残る。266は脚部。外面パ

ケR、内面はパケR後ナデ調整。267は屈曲が中央部にある形態。内外面ハケR後ナデ調整。268・

269は脚部。268は外面ハケ目、内面はシポリ痕が残り、裾部はハケ目とナデ調整。269は内外面

パケ目。270は支脚で、内外面は指押え後ナデ調整。271は低脚の器台か。外面パケ目後ナデ、内

面指押え後ナデ調整。

Ⅰ区出土遺物。272・273は土師器小型丸底壷。古墳時代前期のもの。272は口縁部で内外面ナ

デ。273はⅡ縁から胴部片。調整はパケR後ナデで、外底部はケズリ後ナデ。274～277は甕。274

は小型甕の胴頚部。ナデ調整であるが口縁部内面はハケ目後ナデ。275～277は古墳時代前期。

275は口縁部で、調整は外面粗いパケ目後ナデ、内面は口縁部がヨコナデ、胴部はヘラケズリ。

276は筑前系の庄内甕。口縁部外面はタタキ後ナデ、胴部外面はタタキ、口縁部内面はパケ目後ヨ

コナデ、胴部はヘラケズリ調整。古墳時代初頭のもの。277は頸胴部。外面ハケ目とナデでタタキ

痕が残る。胴内面はヘラケズリ調整。278～281は高坏。古墳時代前期のもの。278．279は坏部。

278は外面ナデ、内面はハケR後ナデかミガキ調整。279は摩滅がひどく調整は不明。280は坏鹿

部から脚部。外面はヘラミガキか。内面はナデ調整で脚内面はシポリ痕が残る。281は内湾して開
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Fig・104　SD388－1区上層出土土器（1／4・1／8）
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Fig・105　SD388－1区上層・中層出土土器（1／4）

く短い脚部。外面はハケ目で部分的にナデ、内面はハケ目後軽いナデ調整。282は土師器の脚台部。

古墳前期のもの。内外面ナデ調整。283～287は土師器の鉢で古墳時代前期である。287以外は椀

形である。283は小型で、内外面ナデ調整。284の内外面は指押え後ナデ調整。285は外面パケR

とナデ、内面粗いヘラミガキ調整。286は深底で、外面ナデ、口縁部はパケ目後ナデ、鹿部はヘラ
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Fig・106　SD388－1区中層・下層出土土器（1／4・1／6）
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ケズリ、内面はパケR調整。287はⅡ縁部が屈曲して外に開く形態。調整は外面はⅡ縁部がヨコナ

デで鹿部はヘラナデ、内面はナデ後粗いヘラミガキ。285・287は前期初頭のもの。288～290は弥

生土器の壷。288は長頸壷の口縁部。口端部直下に二条の洗練が巡る。調整は外面へラミガキ、内

面はナデで、内外面にシポリ痕が残る。289は大型の複合口縁壷か。頸部に1条の突帯が巡る。頸部

外面から内面はハケ目後ナデ、胴部はナデ調整。弥生時代後期のもの。290は締まる頚部と胴部中

央に突帯を持つ壷胴部。胴部内外面パケ目、パケ目を加えた後、突帯を貼り付ける。291～294は

甕。291は胴部が丸い小型甕。Ⅱ縁部はヨコナデ、胴部外面上半はハケR、下半は板ナデ、内面は

ナデ調整。292は弥生時代後期後半の甕。口縁部外面はハケ目後ヨコナデ、内面はヨコナデ、胴部

外面はタタキ後パケ目、内面はパケ目。293は頚部に突帯を持つ弥生後期の大型甕。口縁部外面は

ヨコナデ、口縁内面と胴部外面はハケ目後ナデ、内面はハケ目とナデ。294は類例を見ないが壷か。

外面へラミガキとハケ目、内面はナデ調整で、天地逆の可能性がある。295・296は高坏。弥生時代

後期前半のもの。295は坏部で、内外面の調整はヘラミガキ。296は内湾して開く脚部。両径lc用

位の円形の透かし孔が3ヶ所ある。竹管で打ち抜くが粘土が残る。外面へラミガキ、内面はシポリ

痕が残るがナデでパケ目が残る。297～299は小型の鉢。297は弥生時代後期のもので、内外面パ

ケ目後ナデ調整である。298は後期後半から末のもの。外面タタキ、内面はパケ目。298は尖り気

味の鹿部。手捏ねで外面指押え痕が残る。300・301は両端が反る筒型器台の口縁部で弥生時代後期

のもの。外面ナデ後パケR、内面はナデでハケR調整。シポリ痕が僅かに残る。

1区その他遺物。302は口縁部が屈曲して大きく開く土師器の小型丸底壷。内外面へラミガキ。

古墳時代前期初頭のもの。303は二重口縁壷口縁片。外面パケ目後へラミガキ、内面へラミガキ調

整。304は古墳時代前期の甕口縁部で歪みが大きい。ナデ調整で、胴部内面はヘラケズリ。305は

鉢口縁部細片。内外面ナデ調整であるが、外面ハケ目が残る。306は弥生土器の胴部細片。307．

308は両端が外反する円筒型の器台。弥生時代中期後半。外面ハケ目又はパケ目後ナデ、内面はナ

デ調整で、307のⅡ縁部にはハケR。309・310は突帯文期の夜目式土器鉢。309は椀形で、外面は

工具ナデ、内面はナデで貝殻条痕調整。310は深鉢の胴部突帯片。棒状工具による刻目。外面貝殻

上痕で、内面はナデ。311・312は祭祀のミニチュア土器鉢。手捏ねである。口径3cm位である。

313は弥生後期後半の甕の鹿部片。外底はハケ目、内面はナデ調整で指押え痕が残る。周縁部を打

ち欠いており、土製品として再利用したのか。

2区出土遺物。古墳時代前期から中期前半の土師器。3ⅰ4は土師器の小型丸底壷。調整はⅡ縁部

外面はヨコナデ、胴部外面と口縁部内面はハケ目後ナデ、胴部はヘラケズリ。外面にはススが付着

する。315は壷胴部片。外面パケ目でヨコナデ、内面はヘラケズリ調整。316は二重口縁壷か。頸

部にはパケ目工具による刻目の突帯が巡る。外面へラミガキ、内面はヨコナデとヘラケズリ調整。

前期初頭のものか。317はなだらかな肩部を持つ甕。胴部外面はパケ目でススが厚く付着する。胴

部内面はヘラケズリ。318～321は鉢。古墳時代前期のもの。調整は318がナデとヘラケズリ、319

は外面パケ目、内面はヘラミガキ。320は外面ハケ目後ナデ、内面はナデ。321は外面パケ目後ナ

デ、内面はナデ。322は沓形の支脚か。頂部径6・2cmを測る。指押え後ナデであるが、外面タタキ痕

が残る。脚内面はパケ目調整。弥生終末から古墳時代初め。323は器台。口縁部内面から外面パケ

目後ナデ、内面はナデ調整。324は弥生時代中期後半の筒型器台の透かし部か。ナデ調整で、透か

し部はヘラ切り。赤色顔料が残るか。

3区出土遺物。325は台村壷。弥生時代終末頃か。壷胴径は12cmを測る。調整は壷部外面はパケ

目後ナデ、脚部はパケ目後へラミガキ。壷内面はナデ、脚部内面はヘラケズリ。
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Fig・107　SD388－1区下層・底面出土土器（1／4）
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Fig・108　SD388－1区底面・土器群出土土器（1／4）
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Fig・109　SD388－1区土器群上層・下層出土土器①（1／4）
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Fig・110　SD388－1区土器群下層出土土器②（1／4）
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Fig・112　SD388－1区土器群下層出土土器④（1／4）
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Fig・113　SD388－1区土器群下層出土土器⑤（1／4）
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Fig・114　SD388－1区土器群下層出土土器⑥（1／4）
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Fig・115　SD388－1区土器群下層⑦、1区出土土器①（1／4）
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4区・1号ベルト出土遺物。326～331は古墳時代前期の土師器。326は小型丸底壷。調整は内外

面ハケ目とナデ。327は二重口縁壷で畿内系か。口縁内外面ナデ調整で櫛目波状文。328・329は高

坏。328は坏部。調整はナデで外鹿部は板ナデ。329は短脚でエンタシス状の筒部を持つ。三ヶ所径

0．8cmの円形透かし孔を持つ。内外面はパケ目後ナデ。330・331は鉢。330は椀形で、外面はナデ、

内面は板ナデ調整。331は尖り気味の鹿部で、外面へラミガキと板ナデ、内面は板ナデ調整。332は

後期後半の複合口縁壷。口縁部はナデ、頸部はパケ目である。333は頂部が突起する沓形器台。頂部

はナデ調整で、外面はタタキ。334は小型丸底壷で、手捏ね仕上げで器壁は厚い。ナデ調整であるが

指押え痕が全面に残る。黒斑がある。

446～450は土製品。446～448は把手。手捏ね成形で指押え痕が残る。446は口が欠けるがほぼ

完形。大型で残存長13．7cm、杓部径は7．4cm、深さ4cmを測る。447は杓部が半欠けで短い柄が付く。

残存長9．2cm、残存杓部径5．3cm、残存深さ2．7cmを測る。448は柄の部分で残存長5・3cmを測る。い

ずれも1区下層出土。449・450は焼けた粘土塊。大きさは8cm前後である。449は表面凹凸があるが、

指押え痕やナデ仕上げ。450は全面指押え痕が残り、雑な仕上げ。表面は部分的に黒化する。

S8は石斧未製品。全長14．6cm、最大幅7．2cm、最大厚4．4cmを測る。断面は楕円形。粗割面と敲打

調整痕が全面に残る。石材は安山岩か。S9・10は贋石又は商長石。S9は不整円形状を呈すが下小口都は

使用により平坦を呈す。縦長7・5cm、横長9．5cm、最大厚さ6．15cmを測る。土・底面は擦られ摩滅し、

上面には顧打痕が残る。SlOは半円形の欠損品。縦長8・25cm、横長9．35cm、最大厚は3・9cmを測る。

底面は自然画であるが、上面は擦られ顧打痕が残る。側面は使用面なのか敲打痕が残る。石材は玄武

岩。Sllは凹石。S11は縦長10．3cm、横長6．1cm、最大厚み3．8cmを測る。側面は顧打痕が残り、上・

底面は使用による窪みが明瞭に残る。石材は砂岩。S12は敲石。径7．6×4．3cm、厚み3．6cmを測る。

粗割の各面に使用による敲打痕が残る。石材は縁泥片岩か。S13・14は砥石。S13は長方形状の扁平

な形態。縦長20．5cm、最大横幅9cm、厚み1．8cmを測る。上・底面、左石側面は砥面、上下両小口部は

欠損面。底面には敲打痕が残る。石材はRの細かい砂岩。S14は欠損し三角形状を呈す。縦長19．2cm、

残存横幅11．7cm、最大厚5．4cmを測る。上・底面、左側面、下小口面は砥面で、底面と左側面から下小

口面には商真打痕が残る。石材は砂岩。S15は情円形状の石庖丁片。残存長7cm、幅4．15cm、厚さ0．4

cmを測る。表面は研磨仕土げ。色調は疇赤褐色を呈し、石材は輝線凝灰岩。S27～28は黒曜石の石鏃。

S27は基部が凸基で先端は欠損する。鏃身長2・2cm、幅1．3cm、厚み0・4cmを測る。雑な調整である。

S28は平基で鏃身長2．85cm、幅2．1cm、厚み0．9cmを測る。雑な調整である。S29は基部が凸基で先端

を欠損する。鏃長3・5cm、幅1．7cm、厚み1．8cmを測る。剥片に簡易な調整を加える。

W59は又鍬の一部。残存長33cm、刃幅3・8cm、厚みは薄く0．6cmを測る。柾目材の利用である。

W60は農具のエブリ或いは鍬片。残存縦長13．8cm、横幅13cm、厚み1．2cmを測る。

SD444　調査区高所部の北側縁辺N－25区からQ－25区にかけて東西に延びる小溝。幅は0．5～

1m、深さは浅く最大0．1mを測る。埋土は黒褐色粘土である。

出土遺物（Bg．120）弥生時代前期～後期の土器片や黒曜石剥片などが出土。

335～341は弥生土器。弥生時代前期から中期後半迄である。335～338は中期中頃から後半（須

玖II式）のもの。335・336は甕の逆L形の口縁部細片。ナデ調整で外面パケ目が残る。337・338は壷。

337は鋤先状の口縁部、338は小型壷で、いずれも調整はヨコナデである。339・340は前期で大型

の丹塗り壷。339の口端部は強く外反する。器表面は摩滅するが、表面に赤色顔料が残る。340は口

縁部外面から内面はへラミガキで胴部内面はハケR調整。外面からⅡ縁部内面は丹塗り。341は突帯

文の深鉢。胴部上半で屈曲し、屈曲部に刻み目突帯が付く。外面貝殻による状痕、内面はパケ日工
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Fig・116　SD388－1区出土土器②（1／4）
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Fig・117　SD388－1区出土土器③（1／4）

具によるナデ。鹿部はナデ調整で、内面指押え痕が残る。

SD451（Fig．120）SD441の南側を平行して延びる小溝。0．7～1．2m、浅く深さは最大で0．15m

を測る。埋土は黒褐色粘土である。

出土遺物（Bg．120）弥生時代前期から古墳時代前期の土器片が出土。

342～348は弥生時代中期中頃から古墳時代前期。342は瀬戸内系の甕の口縁部。口端部は上部に

摘み上げる。外面タタキ後ナデ、内面はパケ目調整。343は高坏坏部で、弥生時代終末頃か。坏外面

から口縁部内面はへラミガキ。内底はハケ目とナデ。344．345は土師器の脚部。344は高坏、345

は台付鉢か。いずれも接合部には刻みが付く。調整は外面へラミガキ、内面はナデでシポリ痕が残

る。346・347は甕Ⅱ縁部。346はヨコナデで土具痕が残る。347の外面はタタキ後ナデ調整、Ⅱ縁

部から内面にはパケ目が残る。348は中期中頃の甕口縁部。ナデ調整。


